
 

令和２年度指定 

 

ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング） 

コンソーシアム構築支援事業 

 

研究開発実施報告書 

 

第３年次（最終年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月 

愛媛大学附属高等学校 



地域と世界がつながる学び：高大連携の国際化を通した SDGs グローバル人材の育成 

校長 吉村 直道 

 

 平成 20 年（2008 年）、愛媛大学農学部附属農業高等学校が愛媛大学附属高等学校に改組さ

れ、14 年が過ぎました。改組と同時に総合大学の附属高等学校という特性を活かした高大連

携プログラムがスタートし、現在では全国のモデル事例として様々に取り上げられるように

なっています。高大連携に支えられて、令和２年に文部科学省ＷＷＬ（ワールド・ワイド・

ラーニング）コンソーシアム構築支援事業に採択され、今年度その最終年度を迎えました。

採択された令和２年は、奇しくもＷＨＯテドロス事務局長が新型コロナウィルスの「パンデ

ミック宣言」を発した年であり、３年間の本取組は終始コロナ禍での研究遂行となりました。

事業計画の変更、そして、制限された取組を余儀なくされながらも「高大連携の国際化を通

した SDGs グローバル人材の育成」を目標にチャレンジしてきました。 

例えば今年度、国内外の高校生の参加を得て国際会議「SDGs Youth Summit」を 10 月 15・

16 日の２日間に渡って、オンライン参加と対面参加のハイブリッド型で開催いたしました。

SDGs を達成するために、一人で奮闘するのではなく周りの仲間をどのように巻き込みながら

協働して SDGs の達成に向き合っていくべきかについて、参加した高校生たちが協議しその

宣誓文を作成したことは、本事業の大きな成果であると考えています。地球規模の課題解決

に対して、孤立的ではなく、世界中の国、人、文化をリアルに想像しながら／世界中に同志、

仲間がいることを実感しながら、世界各地で工夫してそれらの解決に努力し、その努力を認

め合うことが重要です。このＷＷＬ事業を通して、本校生徒に、そして、本校をハブとして

国内外の高校生に、実際に交流し顔と名前がわかる形で同志がいることを実感するそんな機

会を提供できたことは大変有意義であったと自負しています。 

加えて、この取組を通して改めて気づいたことがあります。国際交流や世界で活躍するこ

とができるグローバル人材を育成するためには、たとえ英語が苦手だとしても、まずはしっ

かり考え抜くことができる幅広い知識と視野、そして、（何かに没頭する）情熱が必要です。

我々は幸せなことに、このＷＷＬ事業を通じて、多くの愛媛大学の先生方、そして国内外の

専門家の方々から様々なテーマのご講義をいただき、それぞれの専門性を肌で感じながら勉

強することができました。DeSeCo プロジェクト（ＯＥＣＤ）でキー・コンピテンシーの核心

と言われる「思慮深さ（反省性）」の種をまいていただきました。愛媛大学をはじめ多くの研

究者・専門家に支えられ、グローバル人材の育成に取り組むことができました。ありがとう

ございました。 

新しい時代をつくる高校生がさまざまに想像力を発揮し協働して活躍してくれることを願

っています。 

最後に、このＷＷＬ事業に対してご協力・ご支援くださったみなさま、愛媛大学の先生方、

そして、本校生徒たちを支え学びの継続と新たな可能性の開拓に尽力した本校教職員に、心

から感謝を申し上げます。ありがとうございました。 
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事業完了報告書 

 

文部科学省初等中等教育局長 殿 

 

 

住所 愛媛県松山市道後樋又１０番１３号 

管理機関名 国立大学法人愛媛大学 

代表者名 学長  仁 科 弘 重               

 

令和４年度ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業に係る 

事業完了報告書を，下記により提出します。 

 

記 

 
１ 事業の実施期間 

    令和４年４月１日～ 令和５年３月３１日 

 

２ 事業拠点校名 

学校名   国立大学法人 愛媛大学附属高等学校 

学校長名  吉村 直道 

 

３ 構想名 

   高大連携の国際化を通した SDGs グローバル人材の育成 
 

４ 構想の概要 

   本事業では、SDGs（持続可能な開発目標）が掲げるテーマを中心課題に位置づけ、新しい

価値を創造し、自律した自覚を持って世界の架け橋となることができるグローバル人材の育

成を目指し、新しい高大接続モデルを開発、検証する。管理機関である愛媛大学が中心とな

って、その学術・教育の国際ネットワークを拠点校である愛媛大学附属高等学校と共に拡張

し、海外・国内連携校、国際機関、企業・団体等からなる AL ネットワークを形成する。拠点

校は「SDGs Youth Summit」を開催する。高大連携を国際化させ、「文理融合型の高度で先

進的な教育内容の開発」「二重単位履修科目の設定と実施」「系統的で深まりのある課題研

究」を行う。関連して、「高校版サテライトオフィスの整備」「ICT 利活用」「国際附属高校

ネットワークの構築」「外国人教育実習生の受け入れ」等により常時的な国際協働の体制と

環境を整備し、海外留学等を促進する。 
 

５ 教育課程の特例の活用の有無 

 

    有  １年次：原則履修科目「産業社会と人間」（２単位）→ 非開講 

                    ↓  

新設科目  「SDGs 探究Ⅰ」（２単位）→ 開講 
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６ 管理機関の取組・支援実績 

（１）実施日程 

業務項目 実施期間（ 令和４年４月１日 ～ 令和５年３月 31 日） 

 

AL ネットワー

ク運営会議の設

置と始動、運営 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

            

WWL 検証委員

会 の 設 置 と 始

動、運営  

 
           

WWL 運営指導

委員会の設置と

始動、運営 

 
           

WWL 国際カウ

ンシルの設置と

始動、運営 

 
           

WWL 推進委員

会  の設置と始

動、運営 

            

愛媛大学留学生

雇用に係る支援 

 
           

学校評議員会の

運営支援 
            

国際会議 SDGs 

Youth Summit

の準備、運営 

            

ALT 配置、留学

生受け入れ支援 

 
 

           

海外研修の内容

検討、調整 
            

課題研究発表会

等に係る支援 
            

ICT 環境整備・

広報 
            

 

（２）実績の説明 

【実施体制の整備】 

a. 管理機関の下，拠点校を中心として組織的に研究開発・実践に取り組む体制の整備状況 

 管理機関の下、拠点校を中心として組織的に研究開発・実践に取り組むため、拠点校にお

いて毎月、管理機関担当者も参加して「附属高校 WWL 推進委員会」（委員長：研究・研修

課長）を開催し、拠点校内での研究開発や連携校との調整を進めた。国内連携校である愛媛

県立西条高等学校はスーパーサイエンスハイスクール、愛媛県立松山中央高等学校はスーパ

ーイングリッシュランゲージハイスクール、京都先端科学大学附属中学校高等学校はワール

ド・ワイド・ラーニング構築支援事業と、文部科学省から事業指定を受けた経験があり、担

当者間で密に連絡を取ることにより、それぞれの事業の特徴を踏まえつつ成果を随時共有す

ることで、双方の事業効果を高める協働となるよう工夫した。特に昨年度、文部科学省ワー
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ルド・ワイド・ラーニング構築支援事業に採択された国内連携校である京都先端科学大学附

属中学校高等学校は、拠点校も AL ネットワークとして加えていただくことで連携が密にな

り、今年度は現地校の教員研修や国際会議に対面参加することができ、学校間・教員間で体

制を強化できた。また、管理機関と拠点校の間で高大接続の国際化の観点から WWL 事業初

年度に新設した、愛媛大学 AL ネットワーク運営会議、愛媛大学 WWL 運営指導委員会、愛

媛大学 WWL 国際カウンシル、愛媛大学 WWL 検証委員会も運用３年目を迎え、管理機関・

拠点校一体となった実施体制を始動させた。 

 

b.管理機関の下，関係機関の間で十分な情報共有体制を整備した状況 

本事業が円滑および適切になされるよう、拠点校と管理機関の間では事業初年度新設した AL

ネットワーク運営会議、WWL 運営指導委員会、WWL 国際カウンシルのほか、既存の高大連携推

進委員会、WWL 推進委員会の各会合を通して情報共有を図る体制を整備した。 

管理機関・拠点校と国内連携校間の情報共有体制については、本事業を通じて強固に構築され、

各校の担当者は、定期的に電話やメール、Slack（情報共有アプリ）を利用することで、コロナ禍

であっても常時的に情報交換する体制を整備し運用した。 

 管理機関・拠点校と海外連携校との関係については、昨年度に引き続き、当初予定していた海

外研修を断念せざるを得なかったが、今年度、ルーマニア高校生の短期留学受け入れを実施でき

た。また、管理機関の国際ネットワークを活かして、オンラインでの交流を維持することで情報

共有・連携の体制を強化した。特に、時差のあるアメリカとの連携は、学習プラットフォーム

Flipgrid を活用した動画交流も２年連続実施することで先進的教育プログラムを継続できている。 

協働機関である株式会社井関農機や NPO 法人えひめグローバルネットワークとは拠点校の科

目「SDGs 伊豫学」の講師派遣打ち合わせを通して情報共有を図った。同じく協働機関である株式

会社日本ヒューレッド・パッカードには元政府・公共統括部長が愛媛大学 WWL 国際カウンシル

の委員に就任することで情報共有の体制整備を図っている。このほか、2021 年 1 月より開始した

日本語・英語・中国語・ルーマニア語対応となる WWL 事業専用ホームページ、公式 Instagram か

ら発信を継続することで、Web を介しても連携校・機関との情報共有に努めている。 

 

c. 管理機関の長，拠点校等の校長が果たした役割 

構想内容の水準を維持し，必要な改善を図るために、管理機関担当部署である教育学生支

援機構の機構長（理事・副学長）は、高大接続推進室副室長附属高等学校長とマネジメント

組織である AL ネットワーク運営会議を組織し、WWL 事業を牽引するとともに、理事として

学長に愛媛大学全学部等への協力を要請し、AL ネットワーク全体の構想を具体化する役割を

担った。拠点校の校長は、AL ネットワーク運営会議および WWL 国際カウンシルに委員とし

て参画し、WWL 運営指導委員会、WWL 検証委員会にも陪席することで拠点校の活動を報告

する役割を担うとともに、管理機関内での各委員会・会議相互のスムーズな情報共有を可能

とする役割を担った。また、WWL 推進委員会をはじめ、拠点校内の体制を整備し、高校教員

の配置を行うなど、管理機関、拠点校双方において本事業の推進において中核的な役割を果

たした。 
 

d. 専門的見地から指導・助言に当たる運営指導委員会の開催実績や事業の実施状況を検証するた 

めの組織（検証組織）等が検証するために収集した資料等 

事業実施に際して専門的見地から指導・助言に当たる「WWL 運営指導委員会」は、第 1回

AL ネットワーク運営会議で人選を行い委嘱した。国内外の関連機関等との密接な繋がりを構

築する「WWL 国際カウンシル」も共に、メール等を通じて常時的に相談できる体制が整備さ

れており、課題研究代表者発表会をはじめとした WWL 事業に関する活動の案内も定期的に

行っている。１回目会合はコロナ禍の影響を鑑み、委嘱した各委員からそれぞれの専門に応

じて対面・オンラインのハイブリッド式でご参加いただき、第２回目の会合（３月中旬）は

オンライン実施で行い、今年度の最終報告と事業達成に向けた数値分析、次年度自走に対す

る助言、指導をいただいた。 
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WWL 事業の実施計画・状況を行う「検証委員会」について、今年度初会合を令和３年 12

月に開催した。検証委員会は昨年度に引き続き、財団法人国際開発センター顧問をはじめと

して教育開発に関わる学外有識者で構成した。同委員会では今年度の研究開発進捗と次年度

計画に対する助言、指導をいただいた。第２回目の会合は３月中旬にオンライン行い、今年

度の最終報告と事業効果にかかわる検証、次年度自走に対する助言、指導をいただいた。使

用した資料は、「文部科学省委託調査令和３年度ＷＷＬコンソーシアム構築支援事業におけ

るＥＢＰＭに向けたデータ収集・ 分析、効果検証等のための調査研究」「拠点校独自調査（複

数）」を使用し、事業期間中におけるグローバル人材育や語学力の定着状況等を共有した。

年度推移、校内男女比較、全国と全体比較等の分析・公表により質疑応答は盛んに行われ、

自走に向けて前向きな示唆をいただいた。 
 

e. 管理機関が，拠点校等の卒業生の卒業後の進路とイノベーティブなグローバル人材としての成 

長の過程を追跡把握する仕組みを構築し，必要な情報を収集する状況について 

高大接続推進室と四国地区国立大学連合アドミッションセンター、教学 IR が連携し、管理

機関である愛媛大学教育学部等の学内から専門分野の教員を含めるかたちで「WWL 事業効

果追跡委員会」の設置準備を進めた。すでに管理機関の教学 IR によって大学入学後も接続教

育の効果測定を行い、高校および大学教育の質的向上を図っている。また、拠点校独自で卒

業生ネットワークを構築しており、SGH 事業における教育活動に取り組んだ県内外の卒業生

の現状における追跡把握を可能とし、今年度も文部科学省委託調査「令和４年度 WWL コン

ソーシアム構築支援事業における EBPM に向けたデータ収集・分析、効果検証等のための調

査研究」でも協力を得た。 
 

f. 国が実施するアジア高校生架け橋プロジェクトや海外の連携校等から リーダー，架け橋となる

留学生等の日本での学習や生活を支援する体制について 

拠点校は平成 27 年の SGH 事業指定を契機として、過去５年間にタイ・オーストラリア・

ルーマニア・米国・チェコなどから短期・長期あわせて計 58名の留学生を受け入れてきた。

こうした経験から、留学生への語学のフォローアップとして、日本語教員資格を持つ教諭が

日本語指導を行う体制や、留学生が負担なく学校活動に円滑に加われるよう、制服、体操服、

実習服などは卒業生に呼び掛けて無償で提供するなどの体制を整えてきた。WWL 事業採択

期間は、アジア高校生架け橋プロジェクトの留学生を３年連続フィリピンから受け入れてお

り、AFS 日本協会愛媛支部、ホームステイ先のご家庭とも連携を密にすることで、留学生の

生活支援を充実させている。今年度、拠点校で実施された国際会議では、留学生が総合司会

を務めるなど、活躍の場を提供・支援することができた。 
 

g.本事業による取組が学校全体の授業改善や関係機関の教職員や生徒の意識改革を促した状況に 

ついて 

拠点校は、教員の意識改革を目的とし、昨年度に引き続き６月下旬、管理機関の愛媛大学

SDGs 推進室副室長の小林修氏を講師として招き、拠点校ならびに AL ネットワーク国内連

携校の教員を対象とした「SDGs に関する教員研修（オンライン）」を実施した。演題は「SDGs

探究学習に今すぐ使えるおすすめネットデータ集～データから読み解く 2030 年以降の社会

～」で連携校以外の県内外の高校教員も参加するなど大変盛況で、研修後アンケート結果を

見ても満足度の高い研修であったことが示された。また WWL 事業に対する教員自己評価に

おいても、昨年度結果と比較しても高い数値が表れている。生徒の数値も同様で、学校全体

の授業改善、各自の意識改革につながった。また、今年度は拠点校教員が、国内連携校主催

の教員研修に現地参加したことや、WWL 運営指導委員会に陪席するなど、関係機関の教職員

の意識改革を相互に進めることができた。加えて、拠点校に視察に来られた２校が、各校で

課題研究、E カフェを実施したとの報告を受けた。本事業を推進する上で管理機関と拠点校

が協働して取り組んでいる教育活動が、他校へ浸透してことは特筆すべき点である。 
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h. 国が実施しているアジア高校生架け橋プロジェクト留学生の国名や人数 

一昨年度、昨年度と同様、アジア高校生架け橋プロジェクトによってフィリピンから１名の留

学生を受け入れた。留学生は２年生クラスで他の学生と同様に授業を受けるだけでなく、探究活

動にも積極的に取り組み、京都先端科学大学附属中学校高等学校主催国際会議「2022 年度 Global 

Simulation Gaming」やグローバル人材育成教育学会全国大会に参加するなど実績を重ねた。また、

第 19 回留学生日本語スピーチコンテスト in 愛媛 2022 に参加し入賞を果たした。 

 

【財政等支援】 

a. 管理機関が，本事業の運営にかかる経費を国からの委託経費のみではなく，自己負担額として，

計画段階よりさらに計上したもの 

特になし。 
 

b. 管理機関が，事業の実施に必要な取組に対し，人的又は財政的な支援や教職員を育成するため 

の研修やセミナー等を実施した状況 

管理機関として、拠点校の 1年次設定科目「SDGs 伊豫学」には学長をはじめとして大学教

員約 30 名、２年次設定科目「課題研究Ⅰ」には約 40 名、「グローバル・スタディーズⅠ」

では大学教員 11 名と愛媛大学留学生 10 名、先取り履修のリベラル・アーツでは約６名と、

のべ 100 名程度の大学教員等が定常的に実質的な指導・評価に関わった。６月には管理機関

SDGs推進室副室長を招き SDGsに関する教員研修を実施した。また、昨年度に引き続き「SDGs

探究Ⅰ」等の実習科目においては管理機関の留学生が学生補助員として常時参加する体制を

整えた。また、管理機関の国際連携推進機構より、昨年度提供いただいたハイブリッド（ハ

イフレックス）型オンラインシステム機材は、拠点校主催の国際会議や教科研究大会等で活

用され、人的・財政的な支援を行っていただいた。 
 

c. 管理機関が，国の委託が終了した後も事業を継続的に実施するために計画したこと 

今年度も管理機関が運用する「令和４年度愛媛大学学生海外短期派遣・受入プログラム支

援事業」に拠点校が採択されたことにより、ルーマニア高校生の短期留学受入を実現した。

拠点校はWWL事業終了後も継続して、外部資金獲得に向けた積極的な応募等の実施を予定

している。管理機関においては、高校生の課題研究活動に資する物品の現物寄付、会議室や

発表会場の無償利用等については、WWL事業終了後も継続可能としており、ALネットワー

クにより構築された国内外の連携校と連携協定を結び、共同出資による継続を図ると共に、

海外フィールドワークやサービスラーニングに関連して、企業等のスポンサー制度について

検討している。学生の教育活動に対する支援事業や教育研究の充実及び教育研究環境の整備

等に必要な支援事業に活用するための「愛媛大学基金－愛大基金」の活用についても検討を

行っている。 
 

【AL ネットワーク の形成】 

a. 構想目的・年度計画の策定，事業の運営，達成状況の評価・見直しのため，管理機関の長と拠 

点校等における本事業の運営責任者，主要な協働機関の関係者等をメンバーとする AL ネットワ 

ーク運営組織の実績について 

構想目的・年度計画の策定，事業の運営，達成状況の評価・見直し等を行うため、管理機関

である愛媛大学の教育・学生支援機長を委員長とし、高大接続推進室副室長、附属高等学校

長を委員とする「愛媛大学 AL ネットワーク運営会議」を設置した。WWL 事業に関して専門

的見地から指導・助言にあたるため学外有識者を交えて構成された「WWL 運営指導委員会」

（委員長：附属学校園担当副学長）、および国内外の関連機関との連携を構築するための

「WWL 国際カウンシル」（委員長：国際連携機構長（副学長））は、この AL ネットワーク

運営会議の統括の下に置かれる形で設置した。WWL 検証委員会は AL ネットワーク運営会議

の諮問をうけて事業効果にかかわる検証結果の検証を行う体制とした。AL ネットワーク運営
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会議、WWL 運営指導委員会、WWL 国際カウンシル、WWL 検証委員会は年２回の開催で、

対面・オンラインで実施し情報共有を図った。 
 

b. AL ネットワーク運営組織により，本事業が円滑及び適切になされるよう，関係機関の間で十 

分な情報共有体制を整備し，新たな協働事業の開発，有効な事業実施を実現したことについて 

上記の組織体制の整備を通して、拠点校において管理機関の大学教員が指導を行う「SDGs

伊豫学」「課題研究Ⅰ」、また愛媛大学留学生をティーチング・アシスタントとして参画した

「SDGs 探究Ⅰ」「グローバル・スタディーズⅠ」、昼休みのオンライン・オフラインでの留

学生による E カフェ、そして連携校を含めた国内外 12校約 100名の高校生参加のもとオフラ

イン・オンライン開催した拠点校主催国際会議「全国高校生 SDGs Youth Summit」等、コロナ

禍の影響下でも高大連携の国際化を目指した多くの実践を積み重ねた。特に国際会議では、

海外連携校となるルーマニアのイオン・クレアンガ高校の高校生２名が拠点校に来校し、多

くのプログラムに参加し、分科会では司会を務めるなど大きな役割を果たした。また、海外

連携校のフィリピン大学附属学校に関しては、コロナ禍にもかかわらず拠点校教員 1 名の受

け入れが許可され、１週間の現地派遣を可能にした。そのため、拠点校は現地校との交流が

円滑に進み、オンライン協議や現地校教員によるオンライン授業の開講、拠点校生徒はオン

ライン留学に似通った状況を体感できた。後日、現地校教員２名が拠点校に来校するなど、

交流を密にするとともに、サテライトオフィス設置に向けた活動が実施できた年となった。 

事業協働機関である井関農機株式会社や NPO えひめグローバルネットワークには、拠点

校「SDGs 伊豫学」における講師の派遣や現地研修を目的としたトビタテ留学 JAPAN 申請書

作成にご尽力いただいた。同じく事業協働機関である JICA 四国には、グローバル人材育成教

育学会全国大会にて協働して事例発表を行うなど、事業実施の上で極めて有効な役割を果た

していただいた。 

国内事業連携校とは、拠点校が主催した教員研修や国際会議を中心に協働したことや、学

会発表や他校の国際会議を案内するなど常時的に情報共有できた。また、コロナウイルスの

影響によって海外研修で訪れることのできなかった海外連携校にあっても昨年度同様オンラ

イン交流を充実させた。特に、アメリカ・カリフォルニア州の連携校ヴェラ・ビスタ高校教

員の森山なな子先生は、オンライン学習プラットフォーム「Flipgrid」での連携を進めるだけ

でなく、拠点校３年次選択科目「グローバル・スタディーズⅡ」の講師として、拠点校にて講

義を行っていただいた。 

事業３年間を通じて、フィリピン大学附属学校、ルーマニアのイオン・クレアンガ高校、

インドネシアのコルニタ高校、筑波大学附属坂戸高等学校、拠点校の５校で「海外の附属高

校との国際ネットワーク」を構築できた点は、有効な協働事業開発と言える。 
 

 

c. AL ネットワーク運営組織が， 国内外の大学， 産業界， その他国際機関等との連携・交 

流を通じて，当該プログラムの修了生の， 国際的な分野を学ぶ国内外の大学への進学や国内外の

トップ大学等への進学，海外留学等の促進に寄与したこと 

現３年生は２年時に管理機関の先生方に指導をいただきながら「課題研究Ⅰ」にてグルー

プ研究を行い、全 117 名が SDGs と関連した研究を行うことができた。２月下旬時点におい

て、現３年生の約２割の生徒が国際分野を学習する大学への合格を果たしており、中には海

外大学へ進学する学生もおり、今年度の特筆すべき実績として挙げられる。また、トビタテ！

留学 JAPAN に採択された拠点校生徒１名が、アメリカ研修を果たし、帰国後も拠点校内外で

エヴァンジェリスト活動に従事するなど、本事業を推進する上でも大きな役割を果たした。

なお、今年度、管理機関である愛媛大学は年度末にフィリピン研修を行った。そこに参加し

た学生の１名は、高校２年次に拠点校の海外研修プログラムであるフィリピン研修に参加し

た経験をもつ。地域と世界を結んで活躍できる人材を育成する観点で、高大連携のモデルケ

ースの一つとして管理機関、拠点校内で認知された。他にも、拠点校進路課は、マレーシア大
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学進学説明会（オンライン）の企画・実施や、NIC 主催のオンラインセミナーに参加するなど、

海外大学の情報収集を行うとともに、国際的な分野を学ぶ国内外の大学への進学を後押しした。 

 

d. AL ネットワーク運営組織に専任者からなる事務局を設置した状況とともに，本事業のカリキュ

ラムを開発する人材の配置状況について 

管理機関の教育学生支援部附属学校園事務課に、愛媛大学 AL ネットワーク運営会議 WWL

運営指導委員会、WWL 国際カウンシルに対応する専任者からなる事務局を設置した。またカ

リキュラム・アドバイザーとして管理機関の国際連携推進機構に所属した外国人教員を配置

した。 
 

e. AL ネットワーク運営組織において，国内外の大学，企業，国際機関等と協働し，国内外の高等

学校等との連携によるテーマと関連した高校生国際会議等の開催準備状況について 

管理機関・拠点校は事業最終年度である令和４年 10 月に、SDGs をテーマとした高校生国

際会議「全国高校生 SDGs Youth Summit」を企画・実施した。同企画の準備第一段階とし

て、管理機関の協力のもと一昨年度、拠点校主催で「SDGs×高校 ユースミーティング」を

オンライン開催。準備第二段階として位置づけ昨年度実施した「全国高校生 Pre SDGs Youth 

Summit」でもオンライン開催となったが、バーチャル空間会議場 Virbela を活用することで、

新たな ICT の利活用による先進的教育プログラムの実践も行った。今年度実施した「全国高

校生 SDGs Youth Summit」では、生徒主体の運営委員会を事前に立ち上げ、企画運営を生徒

が主に行った。また、国際協働機関であるルーマニアの高校生２名を分科会の司会として配

置することで、英語分科会の活性化を担った。事前に、他校の国際会議にも参加することで、

大規模な会議開催のノウハウを得たことや、国内外の高校生との連携は情報共有アプリ Slack

に一元化することで、情報の伝達を円滑に行うなど工夫を凝らした。 
 

f. 事業成果の社会普及のため，社会に開かれたフォーラムや成果報告会などの実施について 

WWL 事業の成果の社会普及の一環として、管理機関の大学教員が拠点校生徒の指導を行

った「課題研究Ⅰ」の発表会を Web 開催し、関係機関へ案内のうえ一般公開した。また、多

言語対応となった WWL 専用 HP は 370回以上の情報発信、公式 Instagram では 300回以上の

情報発信を行うなど、事業成果の社会普及を実践できた。なお、拠点校 HP は、昨年度、慶應

義塾大学 SFC 研究所アグリプラットフォームコンソーシアム主催「全国農業高校・農業大学

校デジタルコンテストホームページ部門」において、一次審査の結果、特に優秀と認められ、

愛媛県代表に選出された。 

また令和５年２月３日には WWL 研究開発の最終年度実践報告会を拠点校にて開催した。

この「WWL 報告会」の一部として、WWL 検証委員である長尾眞文氏、WWL 国際カウンシ

ル委員である内田富男氏をお招きし本事業における指導講評をいただいた。報告会の毎年実

施、課題研究冊子や国際会議における宣誓文等の成果物を広く共有したことも好例と言える。

さらに、愛媛県教育員会主催「えひめスーパーハイスクールコンソーシアム」やグローバル

人材育成教育学会主催「グローバル人材育成学会第 10回全国大会」にて、拠点校生徒や教員

が事業実践報告を行い、社会普及に努めた。 

 

g. AL ネットワーク運営組織が， 構想目的の達成に資する取組を計画し， その効果的かつ円滑な

運営のための情報収集・提供を行ったことについて 

管理機関が設置し、外部有識者を交えた WWL 運営指導委員会は、研究開発の実践を担う

拠点校 WWL 推進委員会から今年度進捗状況および次年度計画の報告を受け、効果的かつ円

滑な事業実施のための指導・助言を行った。WWL 国際カウンシルはコロナウイルスの影響の

なかで、拠点校と海外連携校との交流維持のための調整・維持に関して重要な役割を果たし

た。愛媛大学 AL ネットワーク運営会議はこれら２つの委員会からの報告と、検証委員会の

答申を踏まえて、既存の高大接続組織や国際連携組織との調整を図り、事業全体の効果的な

推進・運営を担った。 

- 7 -



 

h. AL ネットワーク運営組織の基盤となる関係機関との協定文書等 

① 日本国国立大学法人愛媛大学附属高等学校とルーマニア国国立イオン・クレアンガ高等

学校との国際交流に関する協定（2014年 10月 23日） 

② 日本国国立大学法人愛媛大学教育学部とフィリピン大学教育学部との学術交流協定更新

（2016年 11月 16 日） 

③ 日本国国立大学法人愛媛大学附属高等学校とオーストラリア国・セントアンドリューズ 

ルーサラン・カレッジ高等学校との国際交流に関する協定更新（2021 年 11月 1日） 

④ 愛媛大学附属高等学校が松山市 SDGs 推進協議会に登録（2021年 11月 9日） 
 

７ 研究開発の実績 

（１）実施日程 

業務項目 実施期間（ 令和４年４月１日 ～ 令和５年３月３１日） 
 
カリキュラム開発と
実践 
【１年次】 
SDGs 伊豫学 
SDGs 探究Ⅰ 
 
【２年次】 
グローバル・スタデ
ィーズⅠ 

課題研究Ⅰ 
 
【２・３年次】 
課題研究Ⅱ 
グローバル・スタデ
ィーズⅡ 
SDGs 探究Ⅱ 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月  11月 12月 1月 2月 3月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大学との二重単位取
得科目履修準備 
【３年次】 
リベラル・アーツ 
 
【１・２年次】 
初修外国語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 

  

教員研修準備・実施 
 

           

事業協働機関、国内連
携校との連携、事業協
働 

 

           

留学生受け入れ準備、
支援 

            

国外連携校への研修
支援（今年度は中止）、
オンライン交流 
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カリキュラム開発の
検証 
 
【WWL 推進委員会】 
 
【生徒・教員・保護者
対象アンケート】 
 
【各種委員会での指
導助言】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（２）実績の説明 

【研究開発・実践】 

a. 設定したテーマ（ＳＤＧｓ，経済，政治，教育，芸術等）について 

 本事業では、管理機関と拠点校が連携しながら、SDGs（持続可能な開発目標）が掲げるテーマ

を中心課題に位置づけ、グローバル人材の育成を目指し、新しい高大接続モデルを開発、検証し

た。初年度の計画より拠点校の総合学科である特徴を活かし、管理機関の全学部等の教員が係わ

ることから、本事業で高校１年次設定科目の「SDGs 伊豫学」「SDGs 探究Ⅰ」、高校２年次設定

科目の「課題研究Ⅰ」「グローバル・スタディーズⅠ」、高校３年次設定科目の「課題研究Ⅱ」

「グローバル・スタディーズⅡ」「リベラル・アーツ」「SDGs 探究Ⅱ」を通して、生徒の主体的

な学びと SDGs の 17 目標との多様なリンクを検証していくことを目標としている。 

本事業最終年度となった今年度は、昨年度充実したオンライン上でのネットワークを通じて、

課題研究や高大連携事業等を実施することで実績を重ねることができた。１年次「SDGs 伊豫学」

では、愛媛の環境、文化、歴史、医療と福祉、国際社会、科学技術と情報との繋がり等をテーマと

し、「SDGs 探究Ⅰ」では果樹、作物・畜産、野菜、草花の４分野を設定し教育活動を展開した。

２年次「グローバル・スタディーズⅠ」では、キャリア学習、地球環境（環境倫理、生態系、生物

多様性、持続可能な開発等）、異文化理解の３分野に設定した。同じく正式実施となった２年次

「課題研究Ⅰ」では、愛媛大学全７学部（法文・教育・社会共創・理・医・工・農）の先生方に、

グループ研究指導をいただいた。これらの活動を SDGs17 目標に照らし合わせ指導を行った。特

に①「目標 2 飢餓をゼロに」、②「目標 4 質の高い教育をみんなに」、③「目標 5 ジェンダー平

等を実現しよう」、④「目標 11 住み続けられるまちづくりを」、⑤「目標 13 気候変動に具体的

な対策を」、⑥「目標 17 パートナーシップで目標を達成しよう」の目標については、拠点校のこ

れまでの実績やカリキュラム、管理機関のリソース、生徒の高い関心等から重点的に取り上げる

ことができたと考えている。なお、今年度、１年次対象の「SDGs 探究Ⅰ」を、教育課程の特例に

当たる科目として設定した。総合学科である拠点校において原則履修科目となっている「産業社

会と人間」のねらいを、「SDGs 探究Ⅰ」において、SDGs の観点から身近な地域課題や国内外の

連携校と共有できそうなグローバルな課題を積極的に取り上げ、探究型の取組として拡充し、上

位学年での関連科目へのつなげるよう検討・実施した。 

 

b. イノベーティブなグローバル人材育成に資する体系的かつ先進的なカリキュラム研究開発を，

国内外の大学，企業，国際機関等との協働により行ったことについて 

 ここでは、３年次設定科目「リベラル・アーツ（２重単位取得科目）」「グローバル・スタディ

ーズⅡ」が該当するが「グローバル・スタディーズⅡ」のみを以下に示す。 

（１） グローバル・スタディーズⅡ（３年次：選択者 68名 金曜日：５・６限目 13:30～15:10） 

拠点校生徒３年次選択科目受講生（全体の６割）に対して、管理機関である愛媛大学や拠点

校が連携している 国内外の大学等をリモートで結び、特別講義（国際理解、諸問題、 SDGs へ

の取組等）を受講、ディスカッション、英語でのプレゼンなどを行った。オフライン授業や

YouTube での事前活動を求める授業や、愛媛大学教員による補足説明が行われるなど工夫が凝
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らされた。１年次「SDGs 伊豫学」、２年次「グローバル・スタディーズⅠ」を人材育成の観点

から拡充、系統化した今科目は、生徒や外部委員会からも大変好評で、次年度はオンデマンド

として他校に共有できないか検討中である。 
 

回 月 日 担 当 者 ・ 実 施 内 容 

１ ４月 15日（金） グローバル・スタディーズⅡ ガイダンス 

２ ４月 22日（金） ルーマニア調べ学習① 

３ ５月 ６日（金） ルーマニア調べ学習② 

４ ５月 13日（金） ルーマニア調べ学習③ 

５ ５月 20日（金） 広島大学 教育開発国際協力研究センター 

副センター長・准教授 日下部 達哉 先生 

「日露戦争と愛媛」 

６ ５月 27日（金） ルーマニア調べ学習④ 

７ ６月 ３日（金） ルーマニア調べ学習⑤ 

８ ６月 10日（金） アメリカ テキサス大学 テレサ先生 

「Student Solutions in Response to the Pandemic:  The COVID-

19 Engineering Design Challenge」 

９ ６月 17日（金） フィリピン大学 ロリーナ先生 

「Understanding the Vulnerabilities of Filipinos to Online 

Disinformation」 

10 ７月 １日（金） アメリカ ベラ・ビスタ高校 森山 なな子先生 

「世界のつながり方について考える －アメリカでの日本語教

育、インドでのボランティアの経験をもとに－」 

11 ７月 ８日（金） 台湾 義守大学附属高校 堀野 善康先生 

「みんなができる日本国内での国際貢献 －やさしい日本語の使

い手になろう―」 

12 ７月 15日（金） ルーマニア バベシュボヤイ大学 ロディカ先生 

「世界理解 The Japanese Dream：Discovering and Rediscovering 

the Other」 

13 ８月 26日（金） 岡山理科大学 学生支援機構 グローバルセンター 

IB教員養成プログラ コーディネーター 木村 光宏先生 

「海外の教育プログラムによる教科横断の学び」 

14 ９月２日（金） 広島大学大学院生 林田 勇太氏 

「How is International Exchanges in the University？～My 

field work experiences in India～」 

15 ９月 ９日（金） まとめ・レポート作成① 

16 ９月 16日（金） まとめ・レポート作成② 

17 ９月 30日（金） まとめ・レポート作成③ 

18 以降 進路学習 

また、教育課程外の取組となるが、今年度は広島大学 WWL コンソーシアム構築支援事業のオ

ンラインセミナ－も開始され、拠点校生徒の希望者が毎週オンライン参加した。今年度は、高大

連携の高度化を目指す好例が多く、本事業を大きく推進した。 

 

c. 設定したテーマと関連し，外国語や文理両方の複数の教科を融合した内容を， 外国語を用いな

がら探究活動を行う「グローバル探究」等の教科・科目を設定した状況について記載実施にあた

って外国人講師等を活用した実績について 

ここでは、１年次設定科目「SDGs 伊豫学」「SDGs 探究Ⅰ」、高校２年次設定科目「課題研究

Ⅰ」「グローバル・スタディーズⅠ」、高校３年次設定科目「課題研究Ⅱ」が該当するが「グロー

バル・スタディーズⅠ」のみを以下に示す。 
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（１）グローバル・スタディーズⅠ（２年次：全 119名 水曜日：６・７限目 14:25～16:05） 

拠点校の２年生は、「キャリア学習」、「地球環境（環境倫理、生態系、生物多様性、持続可

能な開発等）」「異文化理解」の３分野の学習を通じて、１年次の「ローカル」を基礎とし、協

定校の視点から世界を見ることによって、地域の課題と世界の課題の繋がりを発見する。また、

協定校と協力して世界の人々と積極的に交流し、コミュニケーションを図ろうとする態度を養

う。この交流のなかで、学び方やものの考え方等の自己学習力を養い、自己の生き方や進路につ

いても考える力を習得することをねらいとした。 

ア 「キャリア学習」 

人間が社会生活を送り、自身のキャリアを形成していくうえで欠かせないものが、コミュニ

ケーション能力である。「キャリア学習」では、コミュニケーション能力について理解すると

ともに、社会の中でいかにコミュニケーションが重要であるかを計４回の講義を通じて学習し

た。コミュニケーションにおいて重要なスキルである「聴く（訊く）力」や効果的なプレゼン

テーションについて、具体的な方法を学び、コミュニケーション能力の向上を図ることとす

る。また、グローバル化がより進展する今後の社会においては、異なる言語や文化を背景とし

た人々と直接コミュニケーションを行う異文化間コミュニケーションが重要となってくる。こ

の観点から講義の後半においては、大学生の留学経験に関するプレゼン発表を通して、異文化

間コミュニケーションの難しさや楽しさ、大切な心構えについて学ぶことにより、コミュニケ

ーション能力の向上を図った。 

イ 「地球環境」 

地球環境問題の解決は、人類が取り組むべき最重要課題である。そして、その解決にあたっ

ての標語としてしばしば用いられるのが、「Think Globally , Act Locally」である。この標語の

意味にもみられるように、地球環境問題はまさに「ローカル」と「グローバル」の両側面から

考えていかなければならない問題である。「地球環境」の講義では、環境倫理、生態系、生物

多様性、持続可能な開発等をキーワードとして用いながら、地球環境問題の解決に必要な基礎

的な知識、求められる姿勢・態度を、「ローカル」と「グローバル」の両側面から考察した。 

  ウ 「異文化理解」 

  拠点校と連携するアメリカ、モザンビーク、フィリピン、ルーマニアの４か国に、本年は 

オーストラリアを加え、５か国の文化や歴史について理解を深めた。SDGs の視点をもとにグ

ローバルな社会的課題について興味・関心を持たせ、課題解決へ向けた考察を通して実践的態

度を身に付けた。留学生や ICT を利用した海外協定校との交流を通してコミュニケーション能

力の向上を図るとともに、ALT や外国人教員を含む大学教員の支援のもと、学びを深めた。外

国人講師として愛媛大学留学生を招き、英語で講義を受けるなど、各国の社会課題や解決に向

けて、仲間と協働し、平和で包摂的な社会構築へ向けた協働を先導できる人材育成に取り組ん

だ。 

回 月 日 担 当 者 ・ 実 施 内 容 

１ ４月 20日（水） グローバル・スタディーズⅠ・異文化理解ガイダンス 

２ ４月 27日（水） 異文化理解学習・講義 

３ ５月 11日（水） 異文化理解学習・講義 

４ ５月 18日（水） 異文化理解学習・講義 

５ ５月 25日（水） キャリア学習ガイダンス 

６

～ 

９ 

６月 １日（水） 

６月 ８日（水） 

６月 15日（水） 

６月 22日（水） 

愛媛大学 教育・学生支援機構 村田 晋也先生 

「キャリア学習Ⅱ①～④」 

10 ７月 ６日（水） 異文化理解学習・講義 

11 ８月 31日（水） 異文化理解学習・講義 

12 ９月 ７日（水） 異文化理解学習・講義 

13 ９月 14日（水） 異文化理解学習・講義 

14 ９月 28日（水） 愛媛大学 宇宙進化研究センター 清水 徹先生  
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「太陽と地球環境」 

15 10月 12日（水） 愛媛大学 法文学部 楢林 健司先生 

「人間の活動Ⅰ エネルギー問題と環境」 

16 11月 ２日（水） 愛媛大学地球深部ダイナミクス研究センター 桑原 秀治先生 

「地球深部と地球環境」 

17 11月 ９日（水） 愛媛大学 沿岸環境科学研究センター 吉江 直樹先生 

「生態系Ⅰ 海」 

18 11月 16日（水） 愛媛大学 法文学部 山本 與志隆先生 

「人間の活動Ⅱ 環境と倫理」 

19 11月 30日（水） 愛媛大学 国際連携推進機構 小林 修先生 

「環境教育」 

20 12月 ７日（水） 愛媛大学 農学部 上谷 浩一先生 

「生態系Ⅱ 森林」 

21 １月 11日（水） 

 

愛媛大学 工学部 三宅 洋先生 

「人間の活動Ⅲ 工業と環境」 

22 １月 25日（水） 愛媛大学沿岸環境科学研究センター 岩田 久人先生 

「人間の活動Ⅳ 化学物質と環境」 

23 ２月 15日（水） 愛媛大学アジア古代産業考古学研究センター 村上 恭通先生 

「人間の活動Ⅴ 歴史と環境」 

 また、異文化理解活動に関しては、今年度、拠点校主催の WWL 報告会やプロジェクト発表で

の報告を行ったことに加え、えひめスーパーハイスクールコンソーシアムにおいて県内の高校生

・中学生に向けて発表を行い、事業成果の社会普及に努めた。 

 

d. 海外の連携校等への短期・長期留学や海外研修等を，カリキュラムの中に体系的に位置づけて

実施したことについて 

 結果として本事業期間中、海外への現地研修は実施できずに終わったが、「グローバル・スタ

ディーズⅠ（２年次必修）」では、拠点校生徒がアメリカ・フィリピン・ルーマニア・モザンビー

ク・アフリカの５か国に分かれ、その国の歴史や教育制度、衣食住などに関する探究活動を行う

とともに、昨年の参加者や愛媛大学担当の先生方から助言や指導を受けながら、現地研修への準

備を進めることで異文化理解に取り組んできた。SDGs の視点をもとにグローバルな社会的課題

について興味・関心をもち、課題解決へ向けた考察を通して実践的態度を身に付けさせる一助と

なった。なお、各班の実践内容は、校内プロジェクトコンテストで発表したことで全体の周知に

も繋がった。教員についても、学年団を中心に現地渡航指導・準備にとりかかれたことは来年を

見据えた意味で良い経験となった。 

 また、今年度から開講された「グローバル・スタディーズⅡ（３年次選択）」では、「グローバ

ル・スタディーズⅠ（２年次必修）」の発展型として位置づけ、海外研修や海外フィールドワー

クの経験を踏まえ、国際法や国際教育論等、アジア・中東・アフリカ・ラテンアメリカ・ヨーロッ

パ地域等の内在的な理解と国際関係の諸問題を深く学ぶ授業を展開できた。具体的には、愛媛大

学が連携している海外の大学等（５か国８名）をリモートで結び、特別講義（国際理解、諸問題、

SDGs への取組等）を通訳等を介して受講した。次年度は、オンデマンド配信の準備も行うこと

で、AL ネットワーク連携校や希望校への配信も視野に入れることで、本事業で培ったカリキュラ

ムの一端を共有したいと考えている。 

 

e. 体系的なカリキュラムの編成にあたって，文系・理系を問わず，各教科をバランスよく学ぶ教

育課程の編成をしたことについて 

 １年次の「SDGs 伊豫学」「SDGs 探究Ⅰ」は先述した通り、今年度も SDGs の理念を大切にし、

広い視野を持ち多様な考えを備え、柔軟な行動ができる持続可能な社会の担い手を育てることを

目指し、探究的要素を取り入れながら、管理機関である愛媛大学の先生方のご指導、拠点校農業

科の実習を実施した。また、カリキュラム開発の柱である「課題研究Ⅰ（２年次必修）」も、実施

２年目を迎えたこともあり、教科横断型かつ異学年生徒による協働学習を支える愛媛大学７学部
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の先生方や拠点校教員も連携が円滑で満足のゆく授業展開を行うことができた。一部生徒は、研

究内容を学会発表するなど成果配信にも「課題研究Ⅱ（３年次選択）」を受講する生徒も全体の

半数近くとなり、２年次での「課題研究Ⅰ」の充実が窺える。また次年度「グローバル・スタディ

ーズⅡ（３年次選択）」実施に向けても今年度受講した生徒へのアンケート結果や関係の先生方

と意見をもとに、次年度の計画を立て準備を開始している。  

一方、拠点校内でも教科横断型の授業展開も実施した。農業科と家庭科で協力し、愛媛大学教

育学部附属幼稚園生を招き、農作物の栽培指導を行った。数学科と理科（地学）は、STEM 教育の

実践と検証を目指し、外部資金（日本学術振興会の科学研究費助成事業）獲得し実践している。

なお、拠点校は、昨年度より文部科学省「研究開発学校」指定となり、高大連携を活かした課題

研究と教科学習の深化と拡充を通し、個の特異な才能を見出して伸長し、社会的・情緒的支援を

包摂するテーラーメイド型の教育内容、指導方法および評価方法の研究を実践している。教科に

よっては、生徒の学習における認知とこころの調査を組み合わせ、個に応じた指導に当たるなど

工夫を重ねている。総合学科である強みを生かすとともに、各教科で工夫を凝らし、教育課程の

編成、内容の充実を推進しているとともに、ICT を活用し、地域や学校種を超えたネットワーク

構築を進めることで、体系的なカリキュラムの教育活動の充実を図ることができたことが校外で

も認知されつつあり、本事業３年間において、他校からの先進校視察は今年度が最多であったこ

とは特筆すべき点と言える。 

 

f. 学習活動が， 構想目的の達成に資するよう工夫したことについて 

事業期間中、WWL 事業推進に向けて、校内に WWL 推進委員会を設け、４月から月に１度の 

協議・共有を継続して実施してきた。今年度も、WWL 検証委員会をはじめとした各種委員会でご

指摘いただいた改善点や学校自己評価（生徒・保護者・教員）結果を拠点校内で共有し計画立て

た。昨年度実施した教員アンケートの結果も SGH 事業と比較して大変高い数値となっており、

全校体制で実践できたと振り返っている。今年度も継続して、持続可能な開発のための諸目標を

達成すべく、６月 27 日に愛媛大学 SDGs 推進室副室長の小林修先生を迎え、SDGs に関する教員

研修会をオンライン実施した。また、愛媛大学留学生の雇用に関しても愛媛大学国際連携推進機

構の協力を得て、３年間取り組むことが叶い、拠点校生徒や他校の高校生は対面・オンラインで

彼らと関わり異文化交流を定期的に行うことができた。また、今年度から広島大学ＷＷL コンソ

ーシアム構築支援事業の一環で、オンラインセミナーが開催され、拠点校生徒も放課後を利用し

主体的に参加した。「グローバル・スタディーズⅡ（３年次選択）」の開講も含め、オンラインで

国内外の多くの大学の先生の講義を受講できたことは、高大連携の国際化を目指している拠点校

の趣旨と合致する部分も多かった。今年度も研究発表会等は、オンライン開催とした所が多かっ

たが、主体的に発表したいと考える有志生徒が多く、人数の関係上、選定の場を設けることもあ

った。一方、学年を越えて協働して発表準備に取り掛かる機会も多かった点や、多くの教員が指

導に当たった点、拠点校主催の国際会議「全国高校生 SDGs Youth Summit」では、全体会や分科会

の司会を AFS 留学生やルーマニア留学生が担当するなど、学校全体が組織として準備に当たった

ことは、次年度への継続性という観点で、構想目的の達成に寄与できたと捉えている。今年度の

活動について、以下に一部掲載した。 

 

回 月 日 実  施  内  容 概  要 

１ 

５月 15日（日） 特定非営利活動法人まつやまさか

のうえ日本語学校主催「国際防災

教育プログラム」 

対面／生徒 17名が参加 

２ ５月 18日（水） マレーシア大学進学説明会 オンライン／生徒 15名が参加 

３ ６月２日（水） 愛媛大学留学生活用事業開始 E カフェ／農業 TA 

４ 
６月 11日（土） 南海放送主催「太陽石油プレゼン

ツ GO-MIX in 津島町岩末川 

対面／生徒２名が参加 

５ ６月 27日（月） SDGs 教員研修会 国内の高校 10校が参加 

６ 
７月１日（木） AFS アジア高校生架け橋プロジェ

クト生受入れ 

フィリピンより１名 
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７ 
７月 15日（金） 広島大学 WWL コンソーシアム構

築支援事業に関する協議会 

対面・オンライン／拠点校教員４名

が参加 

８ ７月 29日（金） 愛媛県高等学校国際教育リーダー研修会 オンライン／生徒４名が参加 

９ 
８月 14日（日） 公益社団法人ジュニア・アチーブ

メント日本主催「TTBiz2022」 

オンライン／生徒 12名が参加 

10 ９月 17日（金） 拠点校主催「課題研究成果発表会」 オンライン／生徒 120名が参加 

11 

９月 17日（土） まつやま NPO 登録団体 地質・環

境技術研究所主催「地質技術者の

仕事行って見て知るバスツアー」 

対面／生徒３名が参加 

12 

９月 24日（土） サスティナブル・ブランドジャパ

ン主催「サスティナブル・ブランド

国会会議 2023 地域ブロック 四

国大会」 

対面／生徒５名が参加 

13 
10月 15日（土） 

   16日（日） 

拠点校主催国際会議「全国高校生

SDGs Youth Summit」 

対面・オンライン／国内外10校 全

96名の生徒が参加 

14 

10月 22日（土） グローバル人材育成教育学会主催

「グローバル人材育成教育学会創

立 10周年記念プレ全国大会」 

対面・オンライン／生徒６名が参加 

15 

10月 22日（土） スポ GOMI 甲子園実行委員会 共

催海と日本プロジェクト スポ

GOMI 甲子園 愛媛県大会 

対面／生徒 12 名が参加・２年連続

優勝 

16 
11月 10日（水） 愛媛県高等学校国際教育研究協議

会 

オンライン／生徒３名が参加 

17 

11月 12日（土） 

   13日（日） 

立命館宇治中学校高等学校主催国

際会議「第５回全国高校生 SRサミ

ット FOCUS」 

対面・オンライン／生徒 26 名が参

加 

18 
11月 12日（土） 筑波大学附属坂戸高校主催「第 11

回高校生国際 ESD シンポジウム」 

オンライン／生徒４名が参加 

19 
12月 17日（土） 愛媛県、えひめ産業振興財団主催

「EGF ｷｬﾝﾊﾟｽｱﾜｰﾄﾞ 2022－2023」 

対面／生徒３名が参加・最優秀賞・

努力賞  

20 
12月 26日（木） 文部科学省主催「2022 全国高校生

フォーラム」 

オンライン／生徒２名が参加 

21 

12月 26日（日） スポ GOMI 甲子園実行委員会 共

催海と日本プロジェクト スポ

GOMI 甲子園 全国大会 

対面／生徒３名が出場し、全国準優

勝 

22 
１月 24日（火） 京都先端科学大学附属高校主催 

「Global Simulation Gaming」 

対面・オンライン／生徒８名が参加 

23 

１月 26日（木） 愛媛県教育委員会主催「えひめス

ーパーハイスクールコンソーシア

ム」 

対面・オンライン／生徒９名が参加 

24 
１月 28日（土） 愛媛大学高大連携事業「Minecraft

教育版を活用した SDGs 学習」 

対面／生徒 21名が参加 

25 
２月３日（金） 

  ４日（土） 

拠点校主催「WWL 報告会」 

「課題研究代表者発表会」 

オンライン/１・２年生一部参加 

 

g. 高大連携による大学教育の先取り履修を可能とする取組を実施したことについて 

管理機関である愛媛大学は、平成 26年度に「大学教育再生加速プログラム」事業に採択され、 

事業拠点校をモデルとして、大学・高校教育の円滑な接続方法の研究・開発を発展させるため、

パイオニア・アドバンスト・プレイスメント(P-AP：Pioneer Advanced Placement )プログラムの
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創設と「二重(デュアル)単位」の付与、ルーブリック評価による「課題研究」の高度化と入試へ

の活用、高大で一貫して汎用的能力を育てる ICT 教材の開発を実施してきた。また、教学 IR によ

って、大学入学後も接続教育の効果測定を行い、高校及び大学教育の質的向上を図るとともに、

本事業で得た知見や評価方法を入試改革へ活かす研究を行ってきた。昨年度、リメディアル教育

学会第 16回全国大会の現地企画「高大接続教育に関するフォーラム愛媛大学・愛媛大学附属高校

の取組 －早期の“動機付け”から“深い学び”へ－」にて管理機関と拠点校の教員が成果報告を

行った。今年度も、グローバル人材育成教育学会「グローバル人材育成学会第 10回全国大会」も

同様に、拠点校教員が事業内容を発信した。 

事業初年度より、「先取り履修」については、事業拠点校の教育課程の中で、３年生全員を対

象とする設定科目「リベラル・アーツ」にて、管理機関が提供する法文学部、理工学研究科等の

教員による大学講義科目を、先取り履修科目（二重単位取得可能科目）」として開講している。

今年度も、多くの拠点校生徒が２重単位を取得している。加えて、外国語学習に関する先取り履

修を拡充できた。コロナ禍でこの２年未実施となったが今年度は、管理機関により「令和４年度

前学期愛媛大学教育・学生支援機構高大接続科目」が開講された。ドイツ語、フランス語、中国

語、朝鮮語を先取り履修の二重単位取得可能科目として整備・実施した。 
 

h. より高度な内容を学びたい高校生が学習できる環境を整備したことについて 

国内外で行われる研究発表会や留学プログラム、ボランティア活動等の情報提供を積極的に行 

った。中でも「トビタテ！留学 JAPAN」については、拠点校生徒の採択実績が認知されており、

留学説明会においては、在校生の２割弱の生徒が参加した。他にも、愛媛大学高大連携事業「初

修外国語」や広島大学 WWL コンソーシアム構築支援事業オンラインセミナーの開催は、拠点校

生徒の多くが希望し参加した。また、次年度開始される広島大学 AP 事業（大学単位取得事業）に

も、拠点校生徒２名が選出され、次年度参加予定である。「グローバル・スタディーズⅡ（３年次

選択）」も含め、今年度は特に、より高度な学びの機会の確保・提供を行えたと自負している。 
 

i. 国が実施するアジア高校生架け橋プロジェクトや海外の連携校等からリーダー，架け橋となる

人材を受け入れ，日本人高校生と留学生が一緒に英語等で授業・探究活動を履修するための学校

体制を整備したことについて 

 拠点校においては、平成 21年度より留学生を毎年受け入れてきた。SGH 指定５年間を含めた 

留学生受け入れ実績は下記の通りである。長期滞在の留学生受け入れだけでなく、通常授業に参 

加する短期受け入れについても積極的に行っている。 

平成 27年度：長期：チェコ（１名）     短期：アメリカ（16名） 

平成 28年度：長期：タイ（１名）      短期：ルーマニア（３名）、台湾（１名） 

平成 29年度：長期：オーストラリア（１名） 短期：アメリカ（10名）、ルーマニア（４名） 

平成 30年度：長期：アメリカ（１名）    短期：ルーマニア（４名） 

平成 31年度：長期：アメリカ（１名）    短期：韓国（13名）、ルーマニア（２名） 

令和２年度 ：長期：フィリピン（１名）アジア高校生架け橋プロジェクト 

令和３年度 ：長期：フィリピン（１名）アジア高校生架け橋プロジェクト 

令和４年度 ：長期：フィリピン（１名）アジア高校生架け橋プロジェクト 

 

SGH 指定５年間を通して、英語科教員ばかりでなく、国語、社会科、数学、理科、体育科、農 

業科等から延べ 40名の教員が海外渡航・研修引率経験を有しており、全校体制として、日本人高

校生と留学生が一緒に学ぶ、文化適応度の高い教育環境が整っている。国際協力機構（JICA）青

年海外協力隊に参加経験のある教員や日本語教員の資格を持つ教員もいる。加えて、管理機関の

国際連携推進機構と連携し、留学生の日本語サポートや生活サポートを行うことも可能であり、

留学生の受け入れに係わる広範な案件にチームとして対応可能な体制が十分に整備されており、

その実績もある。 

また拠点校は、今年度、文部科学省補助事業「アジア高校生架け橋プロジェクト」による留学 

生を受け入れた。当初は４月から受入れ予定であったが、コロナ禍において、来日が叶わず７月

からの受け入れ開始となったが、受入れに向け AFS 日本協会愛媛支部と積極的に連携するなど、
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準備を整えた。受入れ後も、学年を越えたカリキュラムを整備し柔軟に対応することで、留学生

は英語等での選択授業・教育課程内外の探究活動、校内外の国際会議にも参加するなど、拠点校

生徒とともに主体的に活動することで、他者への共感を自己形成に役立てていた。留学生は日本

で得た経験を、第 19 回留学生日本語スピーチコンテスト in 愛媛 2022 にて発表し、３位入賞を

果たした。また、愛媛県立松山東高等学校が開催したフィリピンとのオンライン交流にも参加さ

せていただき、校内外での活躍を見せた。 
 

j. その他特筆すべき点があれば簡潔に記載 

① 拠点校が実施した教育活動の普及 

 拠点校は、本事業３年間で構築した愛媛大学留学生との英語交流 Eカフェについては、今年

度も視察が来られたが、愛媛県にある新田青雲中等教育学校が教員のみでの Eカフェを実践。

次年度からは留学生を募集し実践予定である。また、課題研究に関しては、視察に来られた鹿

児島県立大島北高等学校が自校で課題研究を開始した。 

 

② 先進的な教育研究成果の学会等での発信 

1)拠点校教員：上床. （2022）. 高校におけるグローバル人材育成活動の実態と将来～WWL

事業を通じた人材育成～．グローバル人材育成教育学会第 10回全国大会・第３回遠隔国

際大会 

2) 拠点校教員：上床.（2022）. コロナ禍でも国際色豊かな学校を目指して ～Eカフェを

通じた異文化交流～．文部科学省 官民協働海外留学創出プロジェクト トビタテ！留

学 JAPAN関連 令和４年度 SIPS高大接続研修 

3) 拠点校教員：上床.（2022） コロナ禍における異文化理解．国際教育研究協議会の冊子

寄稿 

4) 拠点校生徒．(2022). 教育連携部会企画「私たちが考える安心・安全とは」（使用言語

：日本語＆英語）海外・日本の生徒学生たちによるディスカッション. グローバル人材

育成教育学会第 10回全国大会・第３回遠隔国際大会 

5) 拠点校生徒.（2022）.愛媛県高等学校国際教育生徒研究発表会 
 

８ 目標の進捗状況，成果，評価 

a. イノベーティブなグローバル人材の育成状況について 

拠点校は、Society 5.0 社会に生きるイノベーティブなグローバル人材に求められる、資質・能

力やマインドセット、探究スキルを踏まえ、本事業を通して育成する人材像を以下のように設定

している。 

① 社会的課題に興味・関心を持ち、課題解決に粘り強く挑戦できる人材 

② 論理的思考のためのツールを習得し、根拠に基づいて判断できる人材  

③ ICT を適切に利活用し、考えや価値を統合・創出・発信できる人材 

④ 多様な人と積極的に交流し、他者への共感を自己形成に役立てる人材 

⑤ 生涯学び続け、平和で包摂的な社会構築へ向けた協働を先導できる人材 

これらは愛媛大学が 2012年に策定した、「５つの能力」と「12の具体的な力」からなる「愛大

学生コンピテンシー（Ehime University Competencies Standards for Students: EUCS-S）と合致するも

のである。拠点校は今年度、学生を対象に、国際交流等の事業が本格化し始める９月と、今年度

の活動の多くが終了した１月に分けて、アンケート調査を行い、４段階表の結果として定点比較

を行った。質問項目を大きく２つ「SDGs について（24項目）」と「グローバル人材について（28

項目）」に分けて実施することとした。また、今年度も例年通り、文部科学省委託調査「令和４年

度ＷＷＬコンソーシアム構築支援事業におけるＥＢＰＭに向けたデータ収集・分析、効果検証等

のための調査研究」も実施した。本事業を通じて国際的な学びを繋ぐための国内外の高校・協働

機関とのネットワーク構築が叶い、高校３年次の調査結果は、今項目で要求される「資質・能力

（コンピテンシー），心構え・考え方・価値観等（マインドセット），探究スキル等」について、

もっとも反映させると判断した。その結果、以下の通りとなる。 
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（図１）３年間の推移  ※赤は大きな伸長があった項目 青は小さな伸長となった項目 

 

 

 

 
（図２）男女別の伸長  ※男子は青、女子は赤で表記 

 

図１にあるように全項目、３年間で伸長を見せており、中でも「日本を世界的な視野に位置付

けて考えることができる」「国内や海外の資料や情報を収集し，読み解くことができる」「根拠

に基づき分析的に思考したり，判断したりすることができる」といった項目は、この３年間を通

じ大きな伸長を見せており、コンピテンシー、マインドセットといった部分は満足のゆく結果と

して表れている。一方、「生涯にわたって，様々な人々と平和で包摂的な社会を構築していきた

い」の項目については、大きな伸長を見せておらず課題となった。特に今年度はコロナに加え、

ロシア・ウクライナ問題、円安などにより日本国内外で大きな変化のあった年度と言える、その

中で今項目の伸びが小さかった点について、マインドセットが不足しているとも言える。拠点校

が掲げる人材像①～⑤について、どのような授業や教育活動が影響したのかという調査結果も以

下に掲載する。 
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（図３）影響のあった授業や教育活動 

 

拠点校が探究活動として位置づけている「課題研究Ⅰ・Ⅱ」はやはり、①～③の人材育成に大

きな役割を果たしたという結果が見て取れる。また、国際会議や E カフェも、④⑤の人材育成に

寄与したと言える。本事業を通して、拠点校はオフライン・オンラインの教育活動が充実し、グ

ローバルキャンパス実現に向けた環境が整備された。２重単位取得といった、より高度な内容を

学びたい、研究活動に専念したいといった学生も年々増加している。次年度は、卒業生の追跡調

査の結果の分析も詳細に行い、高大連携の国際化を通した SDGs グローバル人材の育成を目指し

たい。 
 

b. AL ネットワークが果たした役割等について 

① 管理機関である愛媛大学との高大連携事業を通した教育活動の国際化 

② 事業協働機関だけでなく、NPO や国際機関も含めた教育実践 

③ 国内外の連携校との連携強化 
 

c. 短期的，中期的及び長期的に設定した目標の進捗状況等について 

本事業では、大きく以下の４つの事業を設定している。 

① カリキュラム開発・先取り履修等の接続 

② 海外派遣・留学生の受入、海外提携校との連携 

③ 情報交換、比較研究・効果検証、教員養成・研修 

④ 国際会議「SDGs Youth Summit」 

（１） 短期的目標 

①については、今年度も管理機関である愛媛大学協力のもと、２重単位取得科目「リベラ

ル・アーツ」や初修外国語などの先取り履修科目、「課題研究Ⅰ・Ⅱ」「グローバル・スタ

ディーズⅠ・Ⅱ」などの高大連携科目を実施できた。中でも「課題研究Ⅱ」「グローバル・

スタディーズⅡ」は今年度初めての実施となったが、生徒のアンケート結果を見ても授業に

満足している生徒が過半数となっており、カリキュラム開発を通じた構想テーマ実現に向け

て概ね達成できたと考えている。また、次年度は、広島大学 WWL コンソーシアム構築支援

事業による AP（Advanced Placement)プログラムが開講されることが決定しており、他大学で

の先取り履修を目指した連携体制も整っている 

②については、事業２年目から２年生全員が修学旅行を通じて海外研修に参加予定で計画

準備してきたがコロナ禍で未実施に終わっている。その他海外研修も同様であり海外派遣は

実現できなかったが、アジア交流架け橋プロジェクト生を３年連続で受け入れることもでき

た。また、AL ネットワーク海外協定校であるルーマニアのイオン・クレアンガ高校の生徒

を３年ぶりに拠点校に受け入れることも叶い、連携強化を推進することができた。次年度も、
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管理機関事業となる「学生海外短期派遣・受入プログラム支援事業」にも応募することで、

国際交流の更なる充実を図る。 

③については、WWL 検証員会・国際カウンシル・運営指導委員会の３つの外部委員会に  

対し、毎年２回、実践報告・効果検証の共有を行った上で、本事業を推進するための指導助  

言をいただいた。教員研修に関しては、年間を通じて継続して行うことができた。また、教

科教育研究大会も毎年継続実施できており、今後もオンライン実施、他校との共同実施など

の充実を図る。 

④の国際会議「SDGs Youth Summit」を実施したことで、国内外に新たな連携を構築する

ことができた。事業初年度より国際会議を見据え、「ユースサミット」「全国高校生 Pre SDGs 

Youth Summit」と小さい規模で国内高校生と協議できた経験が国際会議の成功につながった。 

 

（２） 中期的目標（５年後に達成目標） 

①～③ については、自己資金で継続実施予定である。今年度も 2022年度愛媛大学学生海 

外短期派遣･受入プログラム支援事業採択に伴い、外部資金獲得を経て留学生の受け入れを

実現できたり、事前活動としてオンライン交流の充実を図った。また、教科研究に関しても

科研費等の研究費の獲得によりカリキュラム開発の一助となっている。先取り履修科目につ

いては、SGH 事業機関間中に構築した愛媛大学との先取り履修制度を今後も継続してゆきた

い。本事業の成果に関わる追跡調査による検証も継続して行い、その結果を公表することも

検討する。また、教科教育研究大会も継続実施、拡大を目指す。④に関しては、規模を縮小

して継続実施する。 

 

（３）長期的目標（10年後に達成目標） 

各種連携・協働機関を拡充させ、上記①～④を自己資金で継続して実施する体制を確立する。

管理機関以外の大学等とも相互互換可能な先取り履修制度を実質化する。 
 

９ 次年度以降の課題及び改善点 

〇本事業に関する管理機関の課題や改善点について 

 管理機関にかかる課題として、更なる高大連携の国際化推進が挙げられる。拠点校にて今年度

実施した３年次対象「グローバル・スタディーズⅡ」では、管理機関が連携している海外の大学

等をリモートで結び、特別講義やディスカッション行うことができた。次年度も管理機関の国際

ネットワークを介して、高大連携の国際化を通した SDGs グローバル人材の育成を目指す。一方、 

フィリピンとの交流に関しては、管理機関は現地研修を実施できたが拠点校は未実施となった。

コロナ禍で調整が難しかったものの、愛媛大学と附属高校が連動して現地での協働研修が可能に

なれば、高大連携の高度化・国際化の好例となる可能性があり可能性を探りたい。 

また、WWL 事業の自走に向け、国際附属高校ネットワーク構築とその運用も目指す。日本との

時差があるアメリカ、ルーマニア、モザンビークを含めた海外校や国内の高校との交流の充実を

図るため、ビデオベースの学習プラットフォーム「Flipgrid」、仮想オフィス「Virbela」、「Minecraft」、

「Slack」等を活用する。常時的に現地と繋ぐことを可能とすることで、オンラインを活用した先

進的な教育プログラムの実践、検証を行う。その点においても管理機関をはじめ、本事業を支え

ていただいた WWL 検証委員会等の委員らの指導助言、支援は欠かすことができないと考えてい

る。 

  

〇AL ネットワーク の課題や改善点について 

AL ネットワークにかかる課題として、海外連携校との更なる連携が挙げられる。今年度、オン

ラインを活用し各校との連携は充実したが、各校がオンラインを通じて一堂に会し課題解決に向

けた取組の実践を行えずにいる。そのため、次年度実施予定の国際会議「SDGs Youth Summit」で

の参加に向け、早い段階から計画・共有を行いたい。加えて、AL ネットワークの更なる拡充も今

後の課題である。現在の連携校は継続してネットワークに所属いただくが、普段より交流のある

県内外の高校や今後交流が増える可能性のあるベトナムについて拡充することで、協働事業を円

滑に行いたい。 
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〇研究開発にかかる課題や改善点について 

研究開発にかかる課題として、教科横断的な実践の更なる充実が挙げられる。事業期間中、高 

大連携、中高連携、産官学連携等の取組が多く見られたが、拠点校内での教科横断的な取組は改

善の余地がある。実際、文部科学省委託調査「令和３年度 WWL コンソーシアム構築支援事業に

おける EBPM に向けたデータ収集・ 分析、効果検証等のための調査研究」においても、他の教科

との連携を意識して教科教育に取り組む拠点校教員は 50％という低い数字が表れている。拠点校

においては、昨年度より文部科学省「研究開発学校」に採択されており、全校体制で、学力の定

着とこころの関係調査、教科間連携に着手している。加えて、今後も教員研修の充実と、教育研

究大会等において教員による発表も行うなど工夫を凝らすことで、研究開発の改善を図りたい。

また、ICT を活用した高大連携に係る遠隔指導体制も継続して整備し、積極的に導入することで

高大連携の国際化を目指す。生徒による研究成果発表会をオンラインも活用してハイブリッド開

催するとともに、パンフレットやホームページによる情報発信も積極的に行う。 

 

〇今年度が事業最終年度の管理機関は、 自走に向けた方向性について 

 自走に向けて、管理機関と拠点校では、本事業で構築したカリキュラムや AL ネットワークは

継続して実施することが共有されている。ただし、愛媛大学留学生の活用や拠点校主催の国際会

議、海外研修等、一部の教育活動については、規模や回数を縮小した上での継続実施となる。課

題は運営資金と教員の働き方改革であり、管理機関・拠点校が協働して外部資金獲得と他業務と

の効率化を目指す必要がある。一方、文部科学省から提言のあった「WWL 事業後も活動を継続

し、カリキュラムや探究活動等を他校と共有すること」に関し、検討を開始している。具体的に

は、国内外連携校に対して拠点校３年次設定科目「グローバル・スタディーズⅡ」の授業にオン

ライン参加、またはオンデマンド配信の提案を行う。また、教育課程外ではあるが、E カフェもオ

ンライン参加を促進することで、グローバルキャンパスの更なる推進を図るとともに、イノベー

ティブなグローバル人材の育成のため、高度で国際通用性のある教育を展開し、愛媛県内に留ま

らない広域における中等教育の国際拠点形成を目指す。 
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Ⅱ本年度の事業報告 

１ ＳＤＧｓ伊豫学  

（１）授業のねらいと年間計画  

① 授業のねらい  

地域の歴史・文化、環境などを理解することにより、地域の課題を発見し、

自ら探究する力を身に付ける。また、グループワークを通して、論理的な思

考能力やコミュニケーション能力を身に付けさせる。さらに、地域を知るこ

とが、世界を知る第一歩であることを理解させる。  

 

② 年間計画  

月   日  実施内容  月   日 実施内容  

４月 18 日

（月） 

ＳＤＧｓ伊豫学ガイダンス  

学校長講話  

９月 28 日

（水） 
キャリア学習Ⅰ③ 

４月 25 日

（月） 

図書館ガイダンス  

マイナビＳＤＧｓ講座 

10 月 12 日

（水） 
愛媛の歴史①  

５月 16 日

（月） 
ことばの不思議と楽しみ  

10 月 17 日

（月） 

ようこそ、ダイナミック

な農と食の世界へ  

５月 23 日

（月） 
知的財産について  

10 月 19 日

（水） 
ＳＤＧｓ研修事前指導  

５月 25 日

（水） 

刑事手続きを通して考える

私たちの社会  

10 月 25 日

（火） 
ＳＤＧｓ研修 

５月 30 日

（月） 

愛媛大学が開発する革新的

光技術と未来医療  

10 月 31 日

（月） 
愛媛の科学技術と情報①  

６月 13 日

（月） 

水俣病事件からあなたは何

を学びますか  

11 月７日

（月） 
世界のＳＤＧｓ  

６月 20 日

（月） 
宇宙の謎「宇宙天気予報」  

11 月 21 日

（月） 
愛媛の医療と福祉①  

７月４日

（月） 
探究の進め方  

11 月 30 日

（水） 
愛媛の文化①  

７月 11 日

（月） 

学長講話  

基礎科学実験事前指導  

12 月５日

（月） 
愛媛の産業①  

７月 21、22

日（木、金） 
基礎科学実験  

12 月 12 日

（月） 

企業講話：えひめグロー

バルネットワーク  

７月 26 日

（火） 
基礎科学実験発表準備  

12 月 19 日

（水） 
愛媛の文化②  

７月 27 日

（水） 
基礎科学実験発表会  

１月 23 日

（月） 
愛媛の科学技術と情報②  

８月 29 日

（月） 
ＳＤＧｓと化学について 

１月 30 日

（月） 
愛媛の産業②  

８月 31 日

（水） 
キャンパスＩＴ授業  

２月６日 

（月） 
愛媛の医療と福祉②  

９月５日

（月） 

輝く個性で地域を動かし世

界と繋がる大学へ 

２月 20 日

（月） 

企業講話：井関農機株式

会社 
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９月７日

（水） 
キャリア学習Ⅰ①  

２月 22 日

（水） 

愛媛県で起こりうる災害

への備え  

９月 26 日

（月） 
キャリア学習Ⅰ② 

３月 13 日

（月） 
まとめ（レポート作成）  

 

（２）授業概要  

「ＳＤＧｓ伊豫学ガイダンス」 ４月 18 日（水）    

愛媛大学附属高等学校  主幹教諭    角藤寿樹先生  

           研究・研修課長  上床孝樹先生  

主幹教諭の角藤先生からＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニングコンソーシ

アム）指定校に関することや、「ＳＤＧｓ探求 I」や「グローバル・スタディー

ズ I」などのＷＷＬ科目について説明していただいた。  

また、研究・研修課長の上床先生から留学生とオンライン上で交流すること

ができる「E カフェ（イングリッシュ・カフェ）」について説明していただき、

積極的に経験を積んで欲しいと話していただいた。  

 

学校長講話「さまざまな学びを結びつけよう」 ４月 18 日（月）   

愛媛大学附属高等学校  校長 吉村直道先生  

吉村校長先生より、感染者や濃厚接触者等に対する偏見や差別への対応、入

学式の式辞でも話された思慮深さ、今求められる文理融合、数学教育学の視点

からのものごとを見極めるためになどについてお話をしていただいた。特に、

「課題を解決するためには、多面性の持つ相互的なつながりを配慮して、一層

統合的な方法で考え、振る舞うことを学ぶ必要がある」という言葉は、生徒が

これから高校生として生活する一つの目標になった。  

    

「図書館ガイダンス」 ４月 25 日（月） 

 愛媛大学 中央図書館  福居みのり先生  

      農学部図書館 宮部明日香先生  

愛媛大学にある図書館を、課題研究など様々な場面で利用して欲しいとのお

話であった。図書館の利用方法や、高大連携図書コーナーもあることを紹介し

ていただくとともに、意見と感想の違いについても説明していただいた。意見

を述べるということは、説得力のある根拠が必要で、そのためには信頼できる

幅広い情報収集が必要であるとお話しいただいた。現在はネットに情報が溢れ

ているが、きちんとした根拠のもと成り立っている図書には説得力があり、ぜ

ひ活用して欲しいとのことであった。  

 

「マイナビＳＤＧｓ講座」 ４月 25 日（月） 

株式会社マイナビ  森田えり先生  

株式会社マイナビの森田先生によるＳＤＧｓに関する講話が実施された。森

田先生からは、ＳＤＧｓに関する身近な例をたくさん紹介していただき、私た

ちの何気ない行動や経験がＳＤＧｓに繋がっていることを教えていただいた。

また、全ての人が安心して自分の能力を十分に発揮し満足に暮らせるように、

ＳＤＧｓを身近なものとして捉え、自分の住んでいる地域に目を向け、地域の

ことをもっと知って欲しいとの助言をいただいた。  
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「ことばの不思議と楽しみ  ～大学での学び、その先にあるもの～」   

５月 16 日（月）  

 愛媛大学 法文学部  今泉志奈子先生  

今泉先生が言葉を使う上で大事にしていることを２つ教えていただいた。１

つ目は、「一度口に出した言葉は取り消せない」ということで、だからこそ言葉

にして伝える前に一瞬立ち止まり、相手の見えない心の中に一度思いめぐらせ、

それから言葉にすることをとても大事にしていると話された。２つ目は、「言葉

は贈り物」だと思っており、相手にプレゼントを渡すときのように、時間をか

けて大事に準備し、思いを乗せて選んで言葉にすることを大切にしていること

を話された。また、事前に生徒から集めた質問にも答えていただいた。その中

で先生が言われた「やってきたことは、なかったことにはならない」という言

葉に、生徒が一生懸命取り組んだことはいつか未来につながると思えたエピソ

ードだった。最後に先生は、「コロナで失われたものばかりではない。世界が分

断されたように見えても、次に会うときは世界中の人がコロナサバイバー同士

になる。きっと言葉の力が再び人と人とを結び直す原動力になる。」と締めくく

られた。  

 

「知的財産について」 ５月 23 日（月） 

愛媛大学 社会連携推進機構  中川勝吾先生 

身近にあるものを例に挙げ、特許法や著作権法、不正競争防止法など、知的

財産権に関する法律について詳しく講義していただいた。知的財産権は財産的

価値を有するすべての情報につきもので、新たなアイデアを守るために大変重

要なものであることをお話しいただいた。また、ＳＮＳの使用等の増加により、

「著作権」などの言葉は様々な場面で耳にする機会が増加している。人権侵害

などの問題も増加してきたため、法律の一層強化されることとなり、多くの人

が配慮を怠ってはいけない問題となってきている。生徒は、今回学んだことを

しっかりと活かし、今後実施される多くの発表会や「課題研究Ⅰ」などの研究

活動だけでなく、普段の生活においても知的財産権を侵さないように、正しい

方法で取り組んでいかなければならないと再認識することができた。  

 

「刑事手続きを通して考える私たちの社会」 ５月 25 日（水）  

愛媛大学 法文学部 関口和徳先生  

 関口先生の講義は、「私たちに話す権利、聞く権利という法による保障がある

から今回のような講義ができる」という言葉から始まった。そして、人権とは

一人一人が生まれながらに持っている権利で、国家はその個人の権利を守るた

めにあり、国家は人々の権利を預かっている立場であり、国家の独占などを防

ぐために憲法ができたことなどを分かりやすく解説していただいた。また、Ｓ

ＤＧｓの求める社会とは、一人一人の人間の尊厳が守られる社会であることも

説明していただいた。その上で、犯人とされる加害者の人たちも私たちと同様

に守られるべき存在であり、だからこそ、刑事訴訟や死刑制度などには難しい

部分があるからしっかりと考えていかなければならないと説明してくれた。そ

して、他人に対する人権侵害などを他人事と捉えずに対策することが自分の将

来を守ることとなると締めくくられた。生徒は、自分も他人も同じ立場の人間

であるということを改めて考えることができた。 
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「愛媛大学が開発する革新的光技術と未来医療」 ５月 30 日（月） 

 愛媛大学 医学部 今村健志先生   

今村先生は、20 年後の医療は、超早期診断、機能診断、超ミクロ手術がおこ

るのではないかと予想し、将来を見据えた研究をされていた。そして、生きて

いるマウスにおいてがん細胞や血管新生を可視化したり、緑色蛍光タンパク質

の開発に力を入れて研究していること、光のイメージングによってナビゲーシ

ョンができることでがん細胞にのみ反応する物質をマーキングできるように

なり、組織をとらずにがんの診断が可能であること、光を操作することで患者

の負担も軽減でき、幅広い治療に応用することが可能であることなどを教えて

くれた。特に、「科学は見る力で進歩する、見ることは納得させることであり、

サイエンスの次元が変わる」という言葉が印象的で、生徒にとっては最先端の

研究を「見る」ことで、将来に目を向けて「考える」いい機会となった。  

 

「水俣病事件からあなたは何を学びますか」 ６月 13 日（月）  

 愛媛大学 教育学部  川瀬久美子先生  

水俣病の話を主として、持続可能な社会の形成に向けて、社会学の観点から

講義していただいた。先生の「水俣病事件、水俣病問題などと言われるけれど、

これは紛れもない事件である。そして、水俣病問題ではなく、水俣病事件と伝

える背景には、水俣病の原因は人を傷つけることが明らかであり、傷害事件と

何ら変わりのないと」いう言葉に重みを感じた。実際に水俣病は、健康被害は

もちろん、風評被害、周囲からの差別、多くの心的被害を生み出した。また、

なぜ福島に多くの原発が立地していたのか、なぜ日本にある 7 割の米軍基地が

沖縄に集中しているのかなどの話もあり、私たちが広く社会・世界に関心を持

ち、当事者を支援していくことで事態が動くということ、事象はローカルかも

しれないけれど、問題の背景には日本社会全体の課題があるということを教え

ていただいた。これらの大きな課題に対して、私たちができることは、多数 (中

央 )の犠牲になる少数（地方）がいるという日本社会の歪みに気付くこと、関心

を持つことであり、課題の根本解決に向けて、無関心でいるのではなく、当事

者意識を持ち、物事に向き合っていく姿勢が必要であると学んだ。  

 

「宇宙の謎～宇宙天気予報～」 ６月 20 日（月）  

 愛媛大学 宇宙進化研究センター  清水徹先生  

愛媛大学宇宙進化研究センターには３つの研究部門があり、その中でも宇宙

プラズマ環境研究部門で行われている研究についてご講義いただいた。太陽の

活動は 1600 年頃から観測されていること、45 億年間爆発し続けていること、

活動の活発さに約 11 年の周期が見られることなどをお話しいただいた。宇宙

天気予報とは、太陽の表面爆発の予測、爆風が地球を直撃するかどうかの予測、

直撃が地球に及ぼす影響の予測の研究であることを知り、身近な愛媛大学の中

で壮大な研究が行われていることに驚かされた。清水先生は、私たちが生きて

いる地球環境は、長い宇宙の歴史の中で一瞬だけ奇跡的に出現した、絶妙にし

て不安定な環境かも知れないと話され、「競争も必要だが、生きていくことは競

争だけではない」と繰り返し伝えてくださった。この絶妙なバランスを維持し、

守っていくために、生徒が自分にできることを考えるいい機会となった。  

 

- 25 -



「探究の進め方」 ７月４日（月）   

株式会社マイナビ  森田えり先生  

探究活動とは、自分で課題を設定するもの、自分で問いを立てるもの、自分

が主体的に取り組むもの、テーマが与えられた調べ学習とは違うものというこ

とを講義していただいた。そして、課題設定では自分が疑問に思っていること

を追究することで、その時に大事にして欲しいのは、自分の感情が動くこと、

感情が動く疑問を見つけ出すことと、「感情」の大切さを強調してお話しされた。

さらに、探究活動を通して、また学校生活を通して、「考え方は１つではない」、

「見えない選択肢もある」という２つのことを得て欲しいとも話され、自分が

目指す「なりたい自分」を想像しながら、「自分らしい生き方」、「自分らしい働

き方」を、探究活動を通して、学校生活を通して、これから修得していって欲

しいと熱く語っていただいた。後半は、ワークシートで、テーマ（課題）の設

定やその設定理由を考え、探究活動を行った。個別に指導・助言もしていただ

き、生徒一人一人は、自分なりのテーマの設定ができ、意欲的に活動ができて

いた。 

 

「学長講話～愛媛大学が目指すべきこと～」  ７月 11 日（月）  

 愛媛大学 学長 仁科弘重先生  

仁科弘重学長にご来校いただき、１クラスは対面、２クラスはオンラインと

いう形態で「愛媛大学が目指すべきこと」についてご講話いただいた。初めに

ネットワーク環境の急速な整備やリモートワークの充実など、コロナ禍以降の

社会の変容についてのお話をされ、それに伴って都市圏から地方地域への移住

が増加するという予測があることを取り上げられた。その中で「愛媛大学が地

域の大学としてできること」、「愛媛大学が愛媛の人々に一生を通じてどのよう

に関わっていくことができるか」を具体的に示された。また、社会での女性の

地位の変容も今後の日本には重要になってくると話され、愛媛大学でも女性教

員の活動推進に活発に取り組んでいることを知った。講話の最後には、「これか

らの時代を生きていくために、想定外のことをひょっとしたらと予想し、考え

てみることを習慣として身に付けて欲しい」と話され、生徒が愛媛大学附属高

校生として、今後どのような学校生活を過ごしていくのが良いか考える機会と

なった。  

 

「基礎科学実験事前指導」 ７月 11 日（月） 

 愛媛大学 工学部 十河基介先生 

夏季休業中に愛媛大学工学部で実施される基礎科学実験の事前指導が行わ

れた。これまでのＳＤＧｓ伊豫学では、愛媛大学の先生方からオンラインで

様々なことを学ぶ形式であったが、基礎科学実験では生徒たち自身が実際に愛

媛大学工学部に赴き、施設をお借りして先生方の御指導の下に実験を行う。初

めての体験となるため、生徒たちはとても楽しみにしているが、実験に使われ

る道具や試薬は工学部で実際に使用されているものであり、実験を行う上で守

るべきルールや注意事項は必ず守らなければならない。講義では、そのことつ

いて詳細に教えていただいた。生徒たちは、指導を熱心に聞き、基礎科学実験

に向けて気を引き締めた。  
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「基礎科学実験」 ７月 21 日（木）、７月 22 日（金）   

（実験テーマ）  

① 発光ダイオード  

② 浮体による流速の計測 

③ 鋳造と付加製造  

④ スターリングエンジン  

⑤ 水の熱容量の測定  

⑥ 銅精錬  

⑦ 静止摩擦係数の測定 

⑧ 環境水中のＣＯＤ定量 

⑨ 電気抵抗の測定  

⑩ 吸水性ポリマーの合成  

１年生全員が２班に分かれて、愛媛大学工学部に赴いて、自ら選択した 10 個

の分野に分かれ、自然科学や環境問題に関する基本的な実験・実習を行った。

目的は自然現象を体験し、感覚的に理解し、状況を的確に把握して問題を発見

し、解決に至る発想を養うための基本を修得することである。今年度も工学部

の先生方のご協力で、徹底したコロナ対策を行い実施することができた。生徒

は、午前と午後で異なる２つの実験を体験した。実際に愛媛大学工学部の１年

生を対象として実施されている基礎実験を体験することにより、実験内容に難

しさを感じつつも、大学教育をより身近なものとして感じることができ、大学

への興味関心を深める良い機会となった。今後は、実験した内容を個人でレポ

ートにしてまとめるとともに、グループでプレゼンテーション資料にまとめて

７月 27 日に愛媛大学工学部で行われる発表会でグループ発表を行う予定であ

る。 

  

   

工学部での実験の様子  
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「基礎科学実験発表準備」７月 26 日（火）   

基礎科学実験発表会へ向けての準備を行った。７月 21 日、22 日に愛媛大学

工学部で実施した実験とその結果を班ごとでパワーポイントにまとめてプレ

ゼンテーション資料を作成した。発表の準備や練習をした後、担当の先生方に

アドバイスをいただき、発表のリハーサルを行った。クラスをまたいだ班構成

での活動となったが、互いに打ち解けて協力し合って活動できた。パワーポイ

ントでの分かりやすいまとめ方、効果的な発表の仕方などのスキルだけでなく、

班員と協力する方法や新たな人間関係も得ることができた。 

 

「基礎科学実験発表会」７月 27 日（水）  

基礎科学実験の発表会が愛媛大学城北キャンパスにおいて行われた。２会場

に分かれて、準備したパワーポイント資料を用いて班ごとに協力してプレゼン

テーションを行った。お忙しい中時間を割いて、実験を担当していただいた工

学部の先生方も参加してくださり、充実した内容で発表会が開催された。各班、

工夫を凝らした内容で自分たちが行った実験について説明し、その学びの中で

生じた疑問や感じたことを分かりやすく発表することができた。閉会行事では、

観覧してくださった先生方からのご講評もいただいた。知識を身に付けると共

に実際に事象を経験することに意味があるというお話や、実験には誤差や失敗

は付きものだが、そこにこそ新たな発見や気づきがあるかも知れないというお

話をしていただいた。最後に投票によって最優秀賞に選ばれたＡ班吸水性ポリ

マーの合成班、Ｂ班発光ダイオード班にそれぞれ賞状が贈られた。  

  

               工学部での発表会の様子  

 

「ＳＤＧｓと化学について」 ８月 29 日（月）  

 愛媛大学 工学部 白旗崇先生  

  この講義では、事前課題に対してまずグループディスカッションを行い、代

表者が発表するところから始まった。白旗先生は、生徒の意見を聞いた上で、

ＳＤＧｓと化学がどのように関わっているのかを講義してくださった。その後、

エネルギーの高効率利用と貯蔵に関する材料開発研究ユニットの話や、光貯蔵

技術の実現、有機二次電池の開発、有機超伝導体の開発などの先生の研究分野

についても話していただいた。研究にはまだまだ課題はあるそうだが、研究が

進めば環境負荷の軽減や豊富な資源の確保へとつながっていくと実感できた。

また、講義中に出てきた「化学をキーワードとして柔軟に対応ができる」、「未

来の初めてをつくる」という言葉に関心を持った生徒も多く、今後の未来を担

っていく世代として、多くの活躍を期待したい。  
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「キャンパスＩＴ授業」 ８月 31 日（水）   

愛媛大学 データサイエンスセンター  中川祐治先生 

      １年生全員が、愛媛大学総合情報メディアセンターを訪れ、講義を受講しま

した。前半の講義「What is ＡＩ ?－ＡＩってなんだろう－」では、身近に溢れ

るＡＩについての説明を先生の専門分野の話も交えながらしていただいた。ま

た、ＡＩが経てきた歴史についても学習した。後半の講義「How ＡＩ  works?

－ＡＩのしくみ－」では、ＡＩがどのように学習しているのか実際にパソコン

を使い、検索エンジンを用いて演習した。いつもとは違う場所、形態で受ける

本格的な授業に、生徒は真剣に取り組むことができた。  

        

愛媛大学総合情報メディアセンターでの講義の様子  

 

「輝く個性で地域を動かし世界とつながる大学へ」 ９月５日（月） 

 愛媛大学 農学部 山内聡先生  

前半の農学部全般に関する講義では、農業、林業、水産業は人類が最初に始

めた自然破壊であり、だからこそ自然と調和した農林水産業を目指さなければ

ならないという言葉が印象に残った。後半の農学に関する全ての分野の研究が

ＳＧＤｓつながるという講義では、農薬は警戒され、徹底的に検査されるが、

一般の食品自体に含まれている有機化合物は、その種類や量が多いことから人

体に及ぼす影響は解明されていないという言葉が印象に残った。私たちも食品

に対しては、「昔から食べている」、「体に良いと言われている」という認識では

なく、分子レベルで科学的な裏付けによる評価が重要だという教えていただい

た。また、今後の危機管理のためにも、植物工場や無農薬農業など多くのチャ

ンネルを作っておく必要があるとも言われ、生徒には農業だけでなく他の多く

のことにもアンテナを張って正しい情報を収集して欲しいと思う。  

 

「キャリア学習Ⅰ①～キャリアデザインとは何か～」  ９月７日（水）  

愛媛大学 教育・学生支援機構教育企画室  村田晋也先生  

講義の初めに「キャリアとは何か？」と質問された。生徒からは「経験・仕

事」という声が多く上がったが、キャリアとは学歴や職歴など一部分を指すの

ではなく、人生全体を指し、どの時期にどの道を通って人生を歩んでいくか、

目標にどうやって到達するか、時間や費用、労力はどれくらいかかるかを考え

ることがキャリアデザインで、夢や目標もお金もどれも大切なものだと先生は

お話しされた。講義内で行われたワークでは、10 年後の自分を想像し現在から

どんな道を辿って、将来の自分に到達できるかを考えた。生徒にとっては、具

体的に自分のキャリアについて考える貴重な学びの時間となった。  
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「キャリア学習Ⅰ②～仕事とお金について学ぼう～」  ９月 26 日（月） 

愛媛大学 教育・学生支援機構教育企画室  村田晋也先生  

キャリア学習の２回目となった本時は、「仕事とお金について学ぼう」という

テーマでご講義いただいた。人生の様々な場面において必要となるお金を稼ぐ

方法を示したうえで、正規社員と非正規社員の賃金や労働環境の比較を通して、

両者の差異を理解することができた。そのことから、生徒一人一人が自身の働

き方に思いを馳せるとともに、社会人に求められる基礎力（アクション・シン

キング・チームワーク）を考え、高校生活において身に付けたことが、その後

の社会人生活へと繋がっていくと実感できた。続いて、県外から愛媛大学へ進

学した現役大学生３名から、それぞれのキャリアを語っていただいた。生徒か

らの質問に答える形で、現在の自分を形作った出来事などを生徒たちに説明し、

持続的な人生設計を行うことが自分らしい幸せな人生を送るうえで重要であ

ると熱意を持って語ってくれた。生徒の今後のキャリアデザインに参考となる

アドバイスが多く、自身の人生を積極的にマネジメントしようとする意欲が芽

生える時間となった。  

 

「キャリア学習Ⅰ③～大学進学のコストとメリット～」  ９月 28 日（水）  

愛媛大学 教育・学生支援機構教育企画室  村田晋也先生  

キャリア学習の３回目となった本時は、「大学進学のコストとメリット」とい

うテーマでご講義いただいた。最初に、附属高校から愛媛大学へ進学した現役

大学生３名に話をしていただいた。「将来を見据えた選択をすること」、「自分の

ことを理解し、選択するために幅広く物事に挑戦すること」、「チャンスは平等

に与えられない。自分からチャンスを求めていこう」、「困ったら周りの人を頼

ろう」、「たくさん挑戦すると、自分の引き出しが増える」等の貴重なアドバイ

スをいただいた。その後、生徒からの質問にも答えていただいた。最後は、村

田先生に「大学進学のコストとメリット」、「計画された偶発性」等について講

義をしていただいた。特に、「自分がアクティブだと偶然の出来事が起こるし、

それをチャンスにも変えられる！」、「偶発性を起こす特性は好奇心、楽観性、

持続性、冒険心、柔軟性である」という言葉が強く印象に残った。全３回に及

ぶ講義で、生徒は自分の進路の見据え方を身に付けられたと実感した。  

 

「愛媛の歴史①」 10 月 12 日（水）  

 愛媛大学 教育学部  青木亮人先生  

青木先生の講義は、「見えているけれど、実は見えていないものがあるかもい

れない」、「一度立ち止まって、違う視点で見つめる」ことで、多様性の中での

他者を尊重する意識を高めることにつながるというテーマで行われた。複数の

映像、写真、短歌、お菓子などを通して、私たちには「見えているけれど、実

は見えていないもの」があるかもしれないことを意識すること、勉強としての

歴史ではなく、自分たちの生活の中で見られる歴史もあること、同じ言葉であ

っても、地域によって受け取るイメージが全く異なることがあることなどを教

えていただいた。また先生は、小林秀雄の「美を求める心」で書かれているこ

とと、愛媛、ＳＤＧｓで考えるべきことは同じではないかとも話された。生徒

は、身近で平凡だと思うことを丁寧に見ることは、丁寧に生きることになると

いうことを強く意識することができた。  
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「ようこそ、ダイナミックな農と食の世界へ」 10 月 17 日（月）  

 愛媛大学 農学部 胡柏先生  

講義の初めに、「先進国では農業従事者の高齢化が進んでいると思うか」と質

問され、生徒のほとんどが○と答えた。しかし、日本以外の先進国ではどの世

代にも農業従事者がおり、正解は×であった。先生は、農業従事者の高齢化は

普遍的な現象でも必然的な法則でもなく、キーワードは農学の進展、注目され

ている農業経済・農業研究、先端的な農業経営が求める人材像の３つであると

話された。農学の進展では、人気が上昇している農学の現状を紹介していただ

いた。注目されている農業経済・農業研究では「先端的な農学経営のデータ活

用」、「食と農のリスク管理」、「農産物流通、消費、貿易問題」などについてお

話しいただいた。先端的な農業経営が求める人材像では農家、地域、国ごとの

農業経営問題に対して、各分野のスペシャリストが必要であることをお話しい

ただいた。最後に、農学・農業経営学が目指す最高目標は、瞳の輝いた青年農

業従事者をこの地上に絶えず創り出すことである話され、講義を締めくくった。 

 

「ＳＤＧｓ研修事前指導」 10 月 19 日（水） 

鶴見武道先生  

10 月 25 日に実施されるＳＤＧｓ研修の事前指導が行われた。鑑賞炭につい

てや炭焼きで用いる材料などについて講義していただいた。また、おにぎりア

クションへの取り組みについても代表生徒が発表し、自分たちの取り組みがど

のようなことへとつながるのかを学習した。生徒にとっては初めての体験とな

るためとても楽しみにしており、その後の準備にも積極的に関わることができ

た。  

 

「ＳＤＧｓ研修」 10 月 25 日（火）  

鶴見武道先生  

炭焼きを自然の中で仲間と共に協力し合って実施することにより、炭の特性

や性質を理解するとともに、仲間とのより一層の親睦を深め今後の学校生活を

豊かなものにする、愛媛大学農学部附属農場の設備や環境について理解を深め

る、おにぎりアクションに参加することでＳＤＧｓについて深く考えるという

目的で、１年生全員が愛媛大学農学部附属農場に赴いて実習を行った。生徒は

思い思いの材料を持ち寄り、みんなで協力してオリジナルの鑑賞炭を製作した。

その後、自分たちで育てた米を使っておにぎりを作り、おにぎりアクションに

参加するため、最高の瞬間を写真に収めていた。この研修で、生徒の親睦もよ

り深まり、楽しくＳＤＧｓについて理解を深めることができた。  

  

研修の様子  
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「愛媛の科学技術と情報①」 10 月 31 日（月）  

 愛媛大学 無細胞生命科学工学研究センター  澤崎達也先生  

澤崎先生は、タンパク質の研究は遺伝子研究や医薬品開発のために非常に重

要であり、その研究でノーベル賞を受賞している研究者も数多いこと、遺伝子

を鋳型にしてタンパク質を合成する方法があること、愛媛大学プロテオサイエ

ンスセンターには世界に誇るコムギ無細胞タンパク質合成技術があることな

どを講義していただいた。また、薬が効くとは薬がターゲットとなるタンパク

質に作用することで、副作用とは薬が想定外のタンパク質に作用することであ

ると教えていただいた。最後に、工学部やプロテオサイエンスセンターへ入る

道筋もお話しいただき、生徒には具体的な進路を考える良い機会となった。  

 

「世界のＳＤＧｓ」 11 月７日（月）  

    愛媛大学  国際教育支援センター ヒディング・アドリアナ先生  

先生には、世界でのＳＤＧｓについて講義していただいた。国土の４分の１

が海抜ゼロメートルの国、オランダでは地球温暖化の影響により水没する可能

性があるというお話や、世界の各国において切実な地球規模の問題が存在し、

それを解決できるように掲げられたのがＳＤＧｓであると話された。また、

「17：パートナーシップで目標を達成しよう」について説明され、その後クラ

スで「３：すべての人に健康と福祉を」、「４：質の高い教育をみんなに」、「５：

ジェンダー平等を実現しよう」を「17」にどのように繋げることができるか話

し合った。生徒は、活発に活動しており、コミュニケーションを図り協力する

ことの重要性を実感することができた。  

 

「愛媛の医療と福祉①」 11 月 21 日（月）  

 愛媛大学 医学部 廣岡昌史先生  

廣岡先生は、医療と介護の違いや地域包括ケアシステム、医療・介護の問題

点について講義してくださった。愛媛県においては松山市以外の地域はクリニ

ックの先生が多く、医師の年齢層も高くなっており、医療の最前線で働く人が

少なくなっているという現状を知った。その後、先生からの質問に答えながら

どのようにこの問題を解決していけば良いかみんなで考えた。生徒は松山市以

外の現状を今まで考えたことがなかったと話しており、医学への進学を考えて

いる生徒は、解決策を模索したいと話していた。生徒にとって、地域医療の現

状を自分のこととして捉える良い機会となった。  

 

「愛媛の文化①～物語と歴史～」 11 月 30 日（水）  

 愛媛大学 教育学部  小助川元太先生  

「予章記」を中心に、史実とは記録として残っているものからわかる客観的

な出来事の情報であること。物語とは、記録や伝承をもとにのちの時代の人が

解釈したもので、その作品を書いた作者・筆者の思いやその時代特有の味方を

反映しているものである教えていただいた。そして、「予章記」のような作品は

他の地域にはなく、「予章記」は伊予（愛媛県）が誇るべき古典文学であること

も教えていただいた。小助川先生のお話から、史実と歴史をについて考え、史

実と物語の違い、地域の歴史を知る意義、古典文学を読む意義等について考え

を深めることができた。  
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「愛媛の産業①」 12 月５日（月）  

 愛媛大学 社会共創学部 山本智規先生  

前半は、世界の人口は増加中で、食糧需給の急増が予測され、日本も輸出す

れば必ず売れる世界になりつつあるが、日本は後継者不足などにより生産力が

低いのが現状である。愛媛には農業自動化技術について世界的に有名な企業が

あり、ＩＣＴ、ロボット、センサー技術などを駆使し、機械化、自動化が進ん

でいるが、最先端の機械は高額であることが問題である。愛媛大学では現場の

「あれが欲しい」を取り入れ、自律で動き安くて静かな、いけす網清掃用ロボ

ットの研究をされていることをお話しいただいた。後半は、新しい農林水産用

ロボットについてグループでアイデアを出し合い、「船の無人化」や、「みかん

収穫ロボット」などを提案した。現在、政府は農林水産業へのロボット技術の

応用を推進しており、急斜面の除草ロボットやいちご収穫ロボットなど、現場

で必要とされるロボットが開発されているという。興味のある人は工学部に限

らず、社会共創学部でも農業の機械化について学ぶことができると紹介して、

講義を締めくくられた。  

 

企業講話「愛媛から世界へ～モザンビークとのつながりから考えよう～」  

 12 月 12 日（月） 

えひめグローバルネットワーク  竹内よし子先生  

えひめグローバルネットワークはあらゆる人が人として平和な日々を送る

ことができる持続可能な社会を実現することを目指し、「地球規模で考え、地域

で活動し、自ら変わっていこう」をモットーに、国内外を問わず活動している

グローカルな団体である。「地域を多面的な観点から探求する」ことをテーマに、

ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）と、愛媛とモザンビークをつなぐ国際

協力活動についてお話をしていただいた。授業の後半では、オンラインで直接

モザンビークにいるイラーリオさんとマテウスさんと話をした。モザンビーク

の教育格差の現状や、チャンスは何度でもやってくるので、一つ一つをしっか

りと掴み、取り組むことが大事であるなどの経験談を聞くことができ、誰ひと

り取り残さない社会の構築に向けて、生徒一人ひとりが考える良い時間となっ

た。 

 

「愛媛の文化②」 12 月 19 日（水）  

 愛媛大学 法文学部  中川未来先生  

四国遍路の視点から、近代における感染症の流行と社会的差別意識について

講義をしていただいた。まずはテレビ番組で見られる四国遍路へのイメージの

変遷や災害により可視化された都道府県境などについて教えていただいた。次

に、近代の愛媛県と感染症についてハンセン病などへの偏見や差別などを例に

教えていただいた。最後に、四国遍路が貧困や差別、疾病などの種々の困難、

居住地からの離脱、出奔・漂泊などを余儀なくされた人々の生存をつなぐため

の場・手段であるのに、コロナなどの感染症の流行によってそれが奪われるこ

とがある現実を教えていただいた。そして、大事なのは人を排除しないで、ど

うやって受け入れやっていくかが大事なのだという言葉で締めくくられた。愛

媛県にも縁のある四国遍路の現実を知ることができ、生徒にも学びの多い講義

であった。  
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「愛媛の科学技術と情報②～持続可能なレジエント社会の構築を目指して～」  

 １月 23 日（月）  

 愛媛大学 工学部 森脇亮先生  

復元力、回復力、しなやかさ、強靱さ、弾力性、粘り強さを表す言葉「レジ

リエンス」から、レジリエントな地域社会に生きていける人材を育成するため

にはどのようにすればよいかを講義していただいた。現在、日本では西日本豪

雨災害に例を見るように、自然災害が多くなり、規模や被害も深刻化している。

そのことを取り上げ、主に地域防災能力の向上について話していただいた。防

災警戒レベルを軽んじるのではなく、それによる正しい判断を行うこと、地域

コミュニティーのタイムラインを確立することなどで災害被害者を減らすこ

とができるとことを学び、生徒一人一人が防災のために現状の自分に何があっ

て、何が不足しているのかを考える良い機会となった。  

 

「愛媛の産業②～作物病害のパンデミック愛媛は大丈夫か？～」 １月 30 日（月） 

 愛媛大学 農学部 八丈野孝先生 

大学教員の仕事は研究活動が７～８割で、現在大学教員の減少により、研究

者になりたい人には大チャンスの時期であること、生物を分子レベルで理解す

れば、病原体の感染戦略を解き明かすことができることを教えていただいた。

また、1845 年にアイルランドで「ジャガイモ疫病」が蔓延したとき、大飢饉が

起きて 100 万人が餓死し、更に 200 万人がアメリカ・イギリス・カナダ・オー

ストリアに移住せざるをえなくなった。そんな移住民の子孫には現在活躍して

いる人も多く、植物の病気が人類の歴史を変えることもあると話された。そし

て、未来では何が必要になるかは予測できないので、幅広い領域の基礎研究が

必要であると締めくくられた。また、附属高校の果樹園で新種の菌が発見され、

将来附属の名前を持つ菌が登録されるということを知り、身近なところですご

い研究が行われていることに驚くと同時に、自分たちも夢が持てたと話す生徒

もおり、生徒の未来が広がる講義であった。 

 

「愛媛の医療と福祉②～インフルエンザを考える～」  ２月６日（月）  

 愛媛大学 医学部 西嶋真理子先生  

初めに、西嶋先生から、愛媛大学医学部看護学科の紹介をしていただいた。

看護学科で保健師を目指している先輩と養護教諭を目指している先輩からメ

ッセージがあり、とても興味深く聴くことができた。次に、愛媛県の保健医療

体制を説明していただいた。住民の一般的な疾病や外傷等の診断・治療をする

一次保健医療圏、胃がんなど一般の入院医療に対応する二次保健医療圏、手指

切断など特殊な診断・治療を必要とする高次の保健医療サービスを提供する三

次保健医療圏について理解することができ、地域の方々が安心して質の高い医

療を受けられていることを知った。最後に、インフルエンザや感染症に関する

法律、感染症の分類、インフルエンザと新型インフルエンザの違いなどについ

て学ぶことができた。また、感染症に関する課題を設定してグループワークを

行い、どのような対応をすべきかを話し合った。生徒からは、感染者の人権に

配慮しなければならないという意見が多く、愛媛の医療と福祉について多くの

ことを学び、感染症などについて考えを深めることができた。  
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「企業講話」  ２月 20 日（月）  

井関農機株式会社  グリーンイノベーション室  三宅浩喜先生  

井関農機株式会社が、創業者の「農家を過酷な作業から解放したい」のもと、

農業に特化した会社として世界で活躍する愛媛県の企業であることを知り、農

業の未来を切り開き、豊かで持続可能な社会の実現のために、貢献すべく行動

を続けている真摯な企業であると感じた。また、スマート農業を進めることで、

農業の省力化、効率化、低コスト化を図り、就農者の負担を軽減につながると

いう考えのもと、田植えや稲刈り、水管理や除草など重労働の軽減を図るため

の様々な農機開発を進めていること、ＳＤＧｓ達成にやカーボンニュートラル

達成を目指し、環境負荷低減に向けて、中長期目標を設定し、ＣＯ２排出量の

削減、エコ商品比率の向上を図っていることを教えていただいた。その後、「近

未来における持続可能な農業とは何か、またその農業を実現するために必要な

ものは何か」というテーマについてグループワークを行った。生徒は、積極的

に意見を交わし、自分たちが生きる未来について、農業について真剣に考える

ことがでた。就農人口を増やすためには、人口増加の必要性があり、その就農

人口を増やすための教育に力を入れるには、農業における利益の向上を図る必

要があると強く考えさせられ、企業としての努力し続ける姿勢を目の当たりに

し、私たちも頑張らなければならないと強く思った。  

        

講義の様子  

 

「愛媛県で起こりうる災害への備え」 ２月 22 日（水）  

 愛媛大学 社会共創学部 二神透先生  

最初に、日本の国土面積は世界の 0.25％しかないのに、活火山の 7.1％が日

本にあり、日本の地震エネルギーは世界の 10％を占めていること、マグニチュ

ード 6.0 以上の地震の 18.5％が日本で発生していることを教えていただき、日

本が災害に合う確率が高いことを改めて認識した。そのためにも、障害者や高

齢者を含む全ての人を取り残さない「インクルーシブ防災」が重要であること

を教えていただいた。災害の被害、リスクの大きさはハザード（危機）×曝露

×脆弱性で決まり、日本はマジョリティに合わせて防災対策が作られているた

め、マイノリティーの人たちは脆弱性が高くなっており、そのためにも防災意

識の普及と人材育成が急務であり、クロスドゲームや防災運動会、ＤＩＧ（災

害図上訓練）、ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）などの取り組みを実施していること

を知った。生徒もグループに分かれてＨＵＧを体験し、災害に遭ったときの対

応について考えることができた。災害はいつ起こるか分からないので、直面し

たときに率先して行動できる人になって欲しいと思う。  
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（３）評価方法  

① アンケート調査  

次の項目についてアンケートを実施した。調査時期は、令和４年４月と 12 月

で、その間の生徒の変容を分析した。  

１ ＳＤＧｓの取組について関心がある。  

２ ＳＤＧｓの目標達成までに期限があるということを知っている。  

３ ＳＤＧｓ達成に向けた附属高校の教育活動を知っている。  

４ ＳＤＧｓ達成に向けた国内の企業等の取組を知っている。  

５ ＳＤＧｓ達成に向けた海外の企業等の取組を知っている。  

６ ＳＤＧｓ達成に向けた国内の他校や大学の取組を知っている。  

７ ＳＤＧｓ達成に向けた海外の高校や大学の取組を知っている。  

８ ＳＤＧｓ達成に向けた国際機関等の取組を知っている。  

９ ＳＤＧｓ達成に向けた優れた取組を提案した地方自治体を政府が選定す

る制度「ＳＤＧｓ未来都市」について知っている。  

10 ＳＤＧｓの観点で自分の生活や身の周りを見直したことがある。  

11 ＳＤＧｓ達成に向けて友人（日本人）と協力して解決したいと思う。  

12 ＳＤＧｓ達成に向けて外国の高校生と協力して解決したいと思う。  

13 ＷＷＬ事業活動は、地元愛媛県への興味関心を高めている。  

14 ＷＷＬ事業活動は、海外への興味関心を高めている。  

15 ＷＷＬ事業活動は、言語能力やコミュニケーション能力を高めている。  

16 ＷＷＬ事業活動は、情報発信やプレゼンテーション力を高めている。  

17 ＷＷＬ事業活動は、論理的思考力や根拠に基づいて判断できる力を高め

ている。  

18 ＷＷＬ事業活動は、情報収集や批判的思考力を高めている。  

19 ＷＷＬ事業活動は、地域や外国の課題発見力を高めている。 

20 ＷＷＬ事業活動は、地域や外国の課題解決力を高めている。  

21 ＷＷＬ事業活動は、協働して思考・解決する姿勢を高めている。  

22 ＷＷＬ事業活動は、主体的な学習意欲を高めている。  

23 ＷＷＬ事業活動は、進路選択に対する意識を高めている。  

24 ＷＷＬ事業活動は、ＩＣＴを利活用し、考えや価値観を創出・発信する

力を高めている。  

 

② 分析 

アンケート結果では、令和４年４月に比べ、令和４年 12 月ではほとんどの項

目で数値が低下していた。しかし、24 問中 18 問のアンケートは当てはまると

答えた生徒が 80％を超えた。また、生徒の意見には「さまざまな分野の話が聞

け、知識が広がった」、「解決すべき問題を知り、自分もこれから頑張ってい

きたいと思う」などの肯定的な内容が多かった。このことより、数値の低下は

１年間の教育活動でＳＤＧｓについて深く知ることにより、生徒が自己評価を

厳しくしてアンケートに回答したことによるものであって、一定の学習成果は

あったと考える。  

特に、12 月のアンケートで「ＳＤＧｓ達成に向けて友人（日本人）と協力し

て解決したいと思う」、「ＷＷＬ事業活動は、進路選択に対する意識を高めて

いる」に当てはまると答えた生徒は 98％、「ＷＷＬ事業活動は、協働して思考・
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解決する姿勢を高めている」、「ＷＷＬ事業活動は、主体的な学習意欲を高め

ている」に当てはまると答えた生徒は 97％に上り、関心度や前向きに取り組も

うとする意識の高さ、他者と協力することの重要性をきちんと理解した生徒が

多いと感じさせた。  

一方で、「ＳＤＧｓ達成に向けた国内や海外の企業、高校、大学、国の取

組を知っている」に当てはまると答えた生徒は平均で 58％と少なかった。し

かし、「もっと学びたいという思いが強くなった」という生徒の意見が多かっ

たことを考えると、ＳＤＧｓの面白みを発見し、解決していくことに楽しみを

見いだした生徒が増加したと考え、ＷＷＬ事業活動の効果が伺えた。 

 

（４）授業の評価  

愛媛大学の先生を中心に 36 回におよび、愛媛県の政治、経済、文化、医療、

福祉、環境問題などをテーマとした講座が実施された。生徒のアンケート結果、

レポートの内容からは、授業を通して様々な観点から愛媛の現状や課題、海外

の状況などについて学び、知識を深めることができたことが伺える。 

授業の内容は多岐にわたり、多様な角度から生徒を刺激した。地元の町に残

る文化・歴史や、より住みやすい町づくりのために考えるべき地域の課題、地

域全体での防災に対する意識改革など、身近でありながら普段生活していても

なかなか気付かないテーマについて掘り下げる研究。日々の生活や、地域で働

く人々や困っている人々を陰から支え、さらにより効率良くするための新しい

技術の研究。愛媛を基盤としつつも、いずれは世界とつながり、世界の常識を

変える可能性を秘めている研究。そのどれもが生徒の視野を広げたと考える。 

また、時折キャリアデザインの方法にも触れ、目標に近づくために様々な選

択肢があることや、一歩ずつ成長している先輩の情報も伝えていただいた。コ

ロナ禍のため遠隔の講義が中心とはなったが、グループワークやディスカッシ

ョンも行うことができ、基礎科学実験においては発表という経験もすることが

できた。「地域の課題を発見し、自ら探求する力を身に付ける」という授業の

ねらいが十分に達成できたと考える。 

    

（５）課題及び改善点  

地域の現状や課題の理解については、概ね達成できたと思われる。  

アンケート結果を見ると、生徒はもっと具体的な活動や愛媛県以外の国内や

海外の取組に興味を膨らませていることが伺えた。その理由として考えられる

点は、第一に遠隔での講義がほとんどであったため、生徒が受動的になってい

た点である。工夫された講義を聞くこともプレゼンテーション力を高めるため

に貴重な経験であるし、研究が世界とつながっていることから言語能力の必要

性を実感することもできているし、質問すれば大学の先生方は丁寧に応えてく

ださった。しかし、自分たちで意見を出し合い、解決策を見いだしていけるよ

うな機会が少なかったのも事実である。考えられる第二の理由は、コロナ禍に

より長い期間にわたり行動が制限され続けてきたが、それもやっと緩和の方向

に向かっている現状を感じ、今後は身近な人だけでなくより多くの人との交流

が必要だと感じているという点である。生徒の視野を広げ、知識を増やすこと

には一定の成果が得られていると考えるが、生徒自身が行動する経験や表現す

る経験を増やす方法を模索することが今後は必要であると感じる。  
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２ ＳＤＧｓ探究Ⅰ  

（１）授業のねらいと年間計画  

     ① 授業のねらい  

           ＥＳＤ、ＳＤＧｓの趣旨を生かした農業と環境保全の両立を図り、持続可

能な社会づくりの担い手や地域のリーダーとなる力を養うことを目的とする。

農業教育の現場では、フィールド活動そのものが、まさにＳＤＧｓの取組み

といえることが多い。  

さらに、今年度 5 月には農林水産省によって「みどりの食料システム戦略」

が策定された。日本農業の現場においても、 2050 年までに様々な視点からの

戦略的な取り組みが求められる。  

そうしたなか、本校においても農業教育を通じてＳＤＧｓの理念を大切に

し、17 のゴール、169 のターゲットに結び付けながら持続可能な社会の担い

手・地域のリーダーとなる人材を育てる。  

     ② 年間計画 

      

（２）授業概要  

本校農業科の特性を生かすため、 1 学年 123 名を４つの部門（果樹、作物・畜産、

野菜、草花）にグループ分けを行い、フィールドワークを中心に授業を展開していく。

地域の６次産業者や先進農家等との連携も行い、広い視野をもち多様な考えを備え、

柔軟な行動ができる活動を目指す。  

 

  

４月 20 日（水） ガイダンス  10 月 25 日（火） 収穫祭（全体）  

４月 27 日（水） 部門分け  10 月 26 日（水） プロジェクト学習（各部門） 

５月 11 日（水） テーマ設定  11 月２日（水） プロジェクト学習（各部門） 

５月 18 日（水） テーマ設定  11 月９日（水） プロジェクト学習（格部門） 

６月１日（水） プロジェクト学習(各部門) 11 月 14 日（月） プロジェクト学習（各部門） 

６月６日（月） プロジェクト学習（各部門） 11 月 16 日（水） 果樹園実習（全体）  

６月８日（月） プロジェクト学習(各部門) 12 月７日（水） プロジェクト学習（格部門） 

６月 15 日（水） 田植え（全体）  １月 18 日（水） プロジェクト学習（各部門） 

７月６日（水） プロジェクト学習（各部門） １月 25 日（水） プロジェクト学習（各部門） 

７月 13 日（水） プロジェクト学習（各部門） ２月１日（水） プロジェクト学習（各部門） 

９月 12 日（月） 稲刈り（全体）  ２月 15 日（水） プロジェクト学習（各部門） 

９月 14 日（水） プロジェクト学習（各部門） ３月 8 日（水） プロジェクト学習（各部門） 

10 月３日（月） プロジェクト学習(各部門) ３月 18 日（水） プロジェクト学習（各部門） 

10 月 19 日（水） プロジェクト学習（各部門）   
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《愛媛県の農業について》 

      本県は、全就業者数 601,302 人のうち第１次産業就業者数は 40,866 人となり、6.8％

を占めている。このうち、農業就業者数は 34,536 人で 5.7％を占め、全国の 3.1％と比

べ 2.6 ポイント高くなっている。また、第１次産業就業者数に占める農業就業者数は、

84.4％となっている。（令和４年度愛媛農業動向より）  

     このように、全国的にみても本県は農業基盤の強い地域といえる。瀬戸内の温暖な気

候を生かした柑橘栽培を中心として、多種多様な農業形態で経営が行われている。愛媛

県においても農業従事者の高齢化は顕著であり、様々な課題も山積されている。その一

方で、「食料の確保」「食の安全性」「農福連携」「持続可能な農業」「農業の多面的機能」

など、様々な観点で各方面から「農」の重要性の再認識へ意識が高まっている。  

     また、教育現場においても農業を通じて「食育」「生命の尊重」等の観点から、地域や

学校種を問わず、多くの教育効果を得られている。  

 

【果樹部門】  

    ① 授業の概要 

１学年全体が参加して 11 月に実施されるミカン収穫実習で高品質のミカンが

多く収穫できることを目標にして、学校果樹園で栽培されているウンシュウミカ

ン（宮川早生）を中心としたカンキツ類の管理作業を行った。  

 また、「みどりの食料システム戦略」を意識し、有機農業への理解を深めた。２・

３年生とともに、本校溝辺果樹園の有機 JAS 認証を目指して栽培管理を行なった。 

さらに、本校果樹園で収穫した果実を食品加工業者に委託し、ジュースを製造

販売することで、生産から加工販売（６次産業化）を意識させた。  

  年間を通じて、ＳＤＧｓに関連が強い、令和３年 5 月に農林水産省が策定した

「みどりの食料システム戦略」を意識した授業展開を行なった。「みどりの食料シ

ステム戦略」は日本農業の持続可能な方策を示したもので、2050 年までに段階的

にゴールが設定されている。昨今の肥料費の高騰や外国への依存度が高い状況を

鑑み、実際の生産現場において何が課題で、自分たちに何ができるかを様々な角

度から学習することとした。  

 

       
       ジュースのラベル貼り       羊のけい牧と実習 

 

② 評価方法  

  知識や技能の習得のみならず、果樹園や販売活動での実習を通じて考え、疑問

や問題点を発見し、自ら行動できるか、他の生徒が困難なときに協力できるかと

いう点を重視した。評価方法として、授業担当教師によって実習中の様子を観察

するとともに、生徒が授業ごと提出する実習記録のまとめと反省などを総合的に

判断して評価するものとした。  

  また、課題山積の農業現場で、柔軟な考えで解決に向けたアプローチができる

か、という視点も大切にしたい。  
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       販売実習の様子          有機レモンの収穫  

 

③ 授業の評価  

     愛媛は、温州ミカンの産地であり、地域のいたるところにみられる果樹である。

通学路にも見かける身近な柑橘を実習を通して樹木に触れながら学ぶことは、知

識、技術、地域への愛着としてより豊かな情操を育むと考えられる。その反面、

果樹栽培への取り組みが初めての生徒がほとんどであり、何から始めたら良いの

か理解できず、学んだことを自分で実践することへの不安も見られた。  

しかし、実習を続けることで次第に慣れ、作業のスピードも向上させることが

できた。栽培実習の苦労や技術習得、植物の成長の過程は、一朝一夕に習得でき

ない体験であるため、すべての生徒にとって貴重な経験となると考えている。  

また、作業を通じての助け合い、作業を進めるための準備、手の空いていると

きに何を行えばよいのかなど、自ら考え行動することを実習を通して学んでいく

ことが、将来の自立した行動に大きく役立つと考えられる。実際に積極的な行動

ができるように成長した生徒や収穫物に感謝をする生徒も見られ、互いを生かす

力が身に付いたと評価する。  

さらに、販売実習を通じて、消費者とのつながりを感じることができ、生産・

販売、さらには有機農業の重要性を PR することもできた。自然相手の農業では、

想定外の事象にも対応しなければならず、考え・行動する力を身に付けられたと

評価できる。  

 

       
       摘果作業の様子         みかん収穫実習  

 

④ 課題及び改善点  

不定期な授業間隔となり、継続的な取り組みが難しい状態であった。農作物は

適期作業が必須となり、一連の経験ができなかったことは残念である。また、果

樹は１年間で１度しか収穫ができず永年作物のため、十分な成果を１年で出す

ことが難しい場合がある。さらに、近年被害が拡大する野生鳥獣への対策も、

年々厳しくなっており、生徒が収穫の喜びを感じられる工夫も必要である。その

ため、次年度への継続研究や２年次以降の専門科目等での課題解決を希望する。

また、農学部や地域との連携した取り組みについても模索していきたい。  
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【作物・畜産部門】  

① 年間計画  

      作物・畜産部門の選択生 31 名が共通理解を図れるよう班分けは行わず、年間テ

ーマを複数決めて課題解決型の活動を行った。作物の栽培が初心者である生徒が

大半を占めていたため、季節の農作物を栽培し、基礎的な知識・技術を身に付け

る活動を中心に授業を展開させた。  

      授業内で生産した農作物は、校舎内に設置されている「無人販売所」や地域の

イベントにて販売した。新型コロナウイルスの制限が緩和され、「城山門前まつり」

や「植木まつり」などの行事が３年ぶりに再開されたため、コロナ禍の影響で多

様化した農畜産物の販売について、無人・対面双方で学ぶ機会を設けることがで

きた。このように農業生産のみならず、流通・販売の分野に触れる時間も確保す

ることで、幅広く農業について考えることができた。  

      ＷＷＬ指定の過去２年間に続き、ＳＤＧｓの観点から作物栽培や家畜の飼育に

ついて探究型の学習に取り組むことに重点を置いた。１学年全体で実施した田植

え・稲刈り・収穫祭では水田の価値から世界の食料事情までＳＤＧｓと関連させ

て幅広く学ぶ授業を行った。また、昨年度に続き春先に羊の赤ちゃんが産まれ、

畜産の実習では生命の逞しさや尊さをより身近に感じることができた。  

      そしてグローカルな視点を兼ね備えた人材育成のため、地元企業とタイアップ

した契約栽培を継続して行った。今年で９年目を迎えるからし菜は、愛媛県今治

市の（有）大沢食品に全量出荷した。企業との契約栽培に携わることで農作物を

作ることへの責任や地域との関わりの大切さを肌身で学ぶことを目的とした。  

② 授業の概要  

作物部門選択生全体で以下のア～オの活動を主に行った。  

ア 季節の農作物栽培  

   １年間を通して、タマネギ・枝豆・ホウレンソウ・ダイコン・ジャガイモなど

の栽培に携わった。初めて作物の栽培にチャレンジする生徒がほとんどであっ

たが、実習を重ねるにつれて互いに協力する姿や、作物の生育の経過を真剣に

観察する生徒が多く見られるようになった。  

イ 稲の栽培  

うるち米品種「コシヒカリ」を栽培した。田植え・稲刈りは学年行事として

執り行い、栽培期間中の管理や調査を作物・畜産部門の選択生で担当した  

ウ 自家製堆肥を用いたバケツ稲栽培  

本校農場で発生する農作物残渣やヒツジ・鶏の糞尿が原料である自家製堆肥

を使用してバケツ稲の栽培を行った。ＳＤＧｓの 12 番「つくる責任つかう責

任」について皆で考えを深めることができた。  

エ からし菜の契約栽培 

今治市の（有）大沢食品との「からし菜契約栽培」は９年目を迎えた。生産

から出荷までの一連の流れを通して、仕事をするうえでの人と人の繋がりの大

切さや、農作物の物流・商流について考える機会となっている。今年度におい

ても、２月上旬に無事出荷することができた。  
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         ジャガイモの定植           バケツ稲の栽培  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

          羊の様子            からし菜の出荷調製  

 

③ 評価方法  

       知識や技能の習得のみならず、実習を通して何か疑問を抱く、課題を発見する、

そしてこれらの解決に向かい仲間と協力して行動できるかという点を重視した。

評価方法として、授業担当教諭１名と技術職員１名の計２名によって実習中の様

子を観察するとともに、生徒が授業毎に提出する実習記録のまとめ・反省等を総

合的に判断して評価するものとした。  

④ 授業の評価  

作物の生育変化を五感で感じ、普通科目の授業では育むことの出来ない感性を

大切にすることを前提に４つのテーマに取り組んだ。年度当初は農業を初めて学

ぶということもあり、受動的な様子が多く見られたが、次第に始業前や放課後に

自主的に水やり等の管理作業を行う生徒が見られるようになった。作物を育てる

こと、動物を飼育することに愛着が湧き、目に見える生育変化に対して興味を持

ち始めたのではないかと感じている。  

田植え・稲刈り・収穫祭では、本授業を履修する作物・畜産班が中心となって

活動に携わってくれた。行事を重ねるごとに、細やかな目配り気配りが随所にみ

られるようになった。水田の価値や世界の食料事情等について、ＳＤＧｓと関連

させて幅広く学ぶことができた。  

の授業においても、実習内容がＳＤＧｓのどの番号に関連しているのか考えな

がら取り組むことができた。自家製堆肥を用いたバケツ稲の栽培は、栽培後の土

壌と本校産の堆肥を混ぜ合わせて土づくりを行った。慣行栽培と比較して収量は

減少する結果となったが、資源の循環にについて身近に感じて貰えたのではない

かと考えている。  

      からし菜の契約栽培については事前に企業との取引内容を生徒に提示すること
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で、コスト意識を持って栽培管理をすることができている。天候の影響で播種時

期が大幅に遅れたため、収穫は年度末になりそうだ。例年通り契約をしていると

いう責任感を持たせ、地域の企業と直接関わることで農業という産業のやりがい

や難しさを学ぶ機会としたい。  

今後の高校生活で自らの進路を模索していく１年生にとって、動植物と関わる

農業を学んだ経験を糧に小さくまとまらず懐の深い人間に育ってほしいと願っ

ている。  

⑤ 課題及び改善点  

ＷＷＬ指定の昨年・一昨年に引き続き、ＳＤＧｓと関連させながら作物栽培や

家畜の飼育について探究的に取り組むことに重点を置いた。農業とＳＤＧｓの関

わりは大変深く、本校ＷＷＬ事業の構想テーマである「高大連携の国際化を通し

たＳＤＧｓグローバル人材の育成」の基礎となる力を身に付けてもらいたいから

だ。本授業の取り組みが、２年次に開講される「グローバル・スタディーズⅠ」

での海外連携校との交流授業などに繋がれば幸いだ。  

    課題及び改善点は、授業時数を確保しつつ、既存の取り組みを更に深めること

だ。作物・畜産班の大きな柱の１つである契約栽培については、生産から出荷ま

での過程に携わることで農業という産業のやりがいや難しさを学ぶ良い機会と

なっている。「からし菜」の契約栽培は、先方との信頼関係も深まり、９年間取引

を継続することができている。生徒の大切な学びの場を確保するためにも、次年

度以降も取り組んでいきたい。  

コロナ禍３年目となった今年度、制限が徐々に緩和され、地域の農作物販売イ

ベントが一部再開された。生徒たちが、自身で手掛けた農作物をお客様に直接提

供する経験は、社会性を育むことにおいてこの上ない経験となったに違いない。

また、運用３年目となった無人販売所は、地域の方や本校生徒・保護者・教職員

にすっかり定着し、多くの方にご愛顧いただいいている。今後は、対面販売と無

人販売を上手く駆使し、多様な形で農畜産物の生産から販売までを生徒に学んで

もらいたい。  

３月末で計８年間の文部科学省の事業が終了する（ＳＧＨ５年間、ＷＷＬ３年

間）。自走となる来年度以降においても、生徒と共に創意工夫を凝らし、アフター

コロナを見据えて「新たな形での地域との関わり」を引き続き模索していかなけ

ればならない。  

 

【野菜部門】  

① 年間計画  

     野菜部門の選択生は３０名。今年度も、全体での活動を中心に実施した。野菜

の栽培が初心者である生徒がほとんどであるので、季節野菜の栽培管理を通して

基礎的な知識・技術を身に付ける活動を重点に置いた。そこで、１学期は夏野菜

の代表である「ミニトマト」の栽培管理、２学期は、プランターを用いて生育の

早い「ミズナ」「シュンギク」「コマツナ」「ハツカダイコン」の栽培管理も実施し

た。また、５号鉢にイチゴの苗を定植した栽培管理も行った。  

② 授業の概要  

     ア ミニトマトの栽培  

      野菜の栽培管理を通して基礎的な知識・技術を定着させるために、夏野菜の
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代表の一つである「ミニトマト」を用いて、栽培実習を行った。やはり、ほとん

どの生徒に栽培経験がなく、作業一つ一つを丁寧に学習していくように実施し

た。今年度は、品種を「ＣＦ千果」と「オレンジ千果」の２種類を用意した。ま

た、コンパニオンプランツである「バジル」「マリーゴールド」を準備し、生育

や管理作業での違いが表れないか、比較した。  

      また、ミニトマトの品種の一つである「レジナトマト」の栽培管理を行った。

「レジナトマト」とは、草丈が３０㎝程度の鉢物専用のトマトです。観賞用と言

われていますが、果実も食することができます。キッチンの窓辺等で栽培できる

ため、家庭菜園の導入として始めるには適する品種です。生徒に一鉢ずつ持って

帰らせて、ホームプロジェクトとして、栽培管理を行います。  

       

       

 

 

 

 

 

 

 

ミニトマトの定植            誘引、芽かき作業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミニトマトの収穫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レジナトマトの定植、置き肥  
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       イ 冬野菜の栽培  

     ２学期からは、播種から収穫まで早く栽培できる「ミズナ」「シュンギク」「コ

マツナ」「ハツカダイコン」をプランターで栽培することで、収穫をいち早く体験

できることで、野菜栽培の楽しさを伝えられるようにした。１学期に使用した野

菜のガラス温室で冬野菜の栽培を実施すると、高温のため順調な成長は見込めな

い。そのため、プランターを使用することで、栽培場所も移動が可能なため、時

期に応じて適切な場所で管理することが可能である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミズナの収穫               収穫のよろこび  

 

ウ 循環型農業の実施  

     野菜の栽培だけでなく、環境への影響も考え、循環型農業にも取り組んだ。施

設栽培だと、化成肥料の使用過多により、どうしても土壌に塩類が集積しやすく

なったり、団粒構造ができにくかったりする。そこで、堆肥の投入が行われるが、

それを本校は自分たちで堆肥を作り、賄おうと

いう考えである。今年度製造する堆肥にミニト

マトや冬野菜の植物残渣を投入し、昨年度製造

した堆肥を施設内の圃場に施用した。自家製堆

肥を多めに施用することで、土壌の環境がよく

なり、ふかふかの土に生まれ変わらせることが

できる。これは作目が変わるたびに実施してい

くようになる。                   堆肥の運搬 

③ 評価方法  

     知識や技能の習得のみならず、実習を通じて疑問・課題を発見し、それらの解

決に向かい、仲間と協力して活動できるか問う点を重視した。評価方法として、

授業担当教員が実習中の様子を観察するとともに、生徒が授業ごとに提出する実

習記録を総合的に判断して評価するものとした。  

④ 授業の評価  

     ア ミニトマトの栽培  

      各自でミニトマトの栽培管理を行うことで、基本的な知識や技術の習得を目

的とした。ミニトマトは生育段階での変化が多く、生育ステージに応じた管理

作業もいろいろとあるので、さまざまな管理作業を通じて、「なぜ、この作業が

必要なのか」という、疑問を持って取り組み、それを解決できる能力を身に付
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けてほしいと思う。  

     イ 冬野菜の栽培  

      ２学期より、プランターでの「ミズナ」「シュンギク」「コマツナ」「ハツカダ

イコン」の栽培も加え、収穫回数を多く確保することができた。一年を通して、

果菜類、葉菜類、根菜類の栽培を実施することができた。  

     ウ 循環型農業の実施  

      野菜栽培においても、植物残渣は多く発生する。それをうまく活用すること

で、堆肥を製造し、圃場に投入し、循環させる。ＳＤＧｓの１７のゴールでも

ある、「２．飢餓をゼロに」や「１５．陸の豊かさも守ろう」に当てはまる持続

可能な農業の推進に役立てたいと思う。  

⑤ 課題及び改善点  

      全体を通して生徒の実習への取組や実習記録の様子を見る限り農業を学んだ

ことの意義は大きいと感じる。野菜を施設の中で１年間、栽培・管理すること

により野菜作りの大変さや収穫の喜びを感じ、「命」というものを身近に感じる

ことができたと思う。特に、施設内では夏の猛暑との戦いが印象的ではないだ

ろうか。生徒にとっては経験したことのない暑さであったと思う。  

      改善点として、まずは施設をうまく活用した栽培計画の立案である。10 月以

降の残暑を利用した夏野菜の栽培も実験的に行ってみたが、やはり適期適作が

ベストである結論に至った。今後は、施設内での冬野菜の栽培管理をうまく実

施するための計画を立案し、効率よく、無駄なく施設を有効利用していきたい。

施設の有効利用次第では、今後の作目や栽培内容は大いに変わってくる。循環

型農業を活かし、低エネルギーでの施設栽培を今後模索していきたい。  

 

【草花部門】  

① 年間計画  

今年度の草花部門の選択生は 32 名で、農業及び草花栽培が初めての生徒が多

かったことを考慮し、全員で共通理解が図れるように全体での活動を中心に行っ

た。季節の草花の栽培管理を通して草花栽培に関する基礎的な知識・技術を身に

付けられる活動を中心に授業を展開させた。  

また、栽培した草花を使用して寄せ植えや花壇の製作も行い、草花の活用方法

についても理解させると同時に、生産した苗や製作した寄せ植えを校舎内にある

「無人販売所」で販売することで流通についても理解させることにした。  

さらに、ＳＤＧｓの観点から、松山市衛生事務組合「松山衛生 ECO センター」

より提供を受けた、し尿を原料にして合成する肥料「まつやまリン」を栽培に使

用したり、本校農場で発生する農作物残渣やヒツジ・鶏の糞尿が原料である自家

製堆肥を使用した用土作りを行ったりした。 

② 授業の概要  

ア 草花の栽培  

春まき一年草と秋まき一年草の栽培を行い、播種、鉢上げ、施肥、花がら摘

みなどの生育に応じた栽培管理実習を実施した。また、播種時に種子の観察、

鉢上げ時に発芽率の算出、生産物の校内販売を行い、品種の違いや栽培環境の

違いによる発芽率への影響、消費者の動向などについて理解させた。  
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播種の様子            鉢上げの様子  

 

    イ 寄せ植え製作  

      春と秋の２回、５号の普通鉢と 15 号の平鉢を使用して寄せ植えの製作を行

った。品種の特徴や寄せ植えの方法を学習した後、各々で色や組み合わせ考え

て作品を製作した。製作後はお互いの作品を鑑賞し、意見交換を行うことで、

お互いの良さを理解し、次の作品製作に活かせるようにした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

           寄せ植えの様子           完成した作品  

 

ウ 花壇製作  

春と秋の２回、露地にある土地を活用し花壇製作を行った。花壇の種類や定

植方法を学習した後、春はコスモス、マリーゴールド、ヒマワリを使ってボー

ダー花壇を、秋はキンセンカ、ナデシコ、パンジー、ビオラ、ハボタンを使っ

て毛せん花壇を全員で製作し、栽培管理を行いながらその後の様子も観察した。

また、その観察を踏まえて良かった点や改善点などを考察した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花壇製作の様子          完成した花壇  
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エ まつやまリン及び自家製堆肥の利用  

現在、リン酸肥料は国産品０％で、全てを輸入に頼っている。それらの解決

に向けて作られたのが「まつやまリン」であること、草花栽培で用いられる用

土に自家製堆肥を使用することで資源を循環していることなどを学習させ、Ｓ

ＤＧｓ についての興味・関心を深め、それを自らが実行しているという意識を

持って実習に取り組ませた。  

③ 評価方法  

      知識や技能の習得のみならず、実習を通して何かに疑問を抱く力、課題を発見

する力、そしてこれらの解決に向かい仲間と協力し行動する力、ＳＤＧｓについ

て考える力が身に付いているかという点を重視した。評価方法として、授業の最

初に行う筆記試験や授業担当教諭によって実習中の様子を観察するとともに、生

徒が授業毎に提出する実習記録のまとめ・反省等を総合的に判断して評価するも

のとした。  

④ 授業の評価  

ア 草花の栽培  

初めて経験する実習が多く、最初は自分で責任を持って草花を管理するとい

うことに自信が持てず不安な様子が見られた。しかし、実習を重ねることで、

少しでも良い草花を生産したいという思い、熱心に栽培管理を行う姿が見られ

るようになった。実習記録のまとめ・反省でも、最初は「実習したことが正し

いのか分からなかった」、「実習器具の名前が難しい」、「実習内容が多くて大変

だ」などというネガティブな表現が多かったが、実習回数が増えるのに比例し

て、「花の種類をたくさん覚えることができた」、「無事に育っている花を見るの

が嬉しい」、「実習を効率よく行うことができた」というポジティブなものに変

容していった。栽培を通して、草花が生長すると同時に、生徒の成長する姿を

見ることができた。  

    イ 寄せ植え製作  

      自分で作品を製作することは楽しかったようで、最初から特徴を活かした種

類や色の組み合わせを熱心に考え、何度も自分のデザインを見返すなど、意欲

的に活動する姿が見られた。また、他の生徒の作品を鑑賞することで、お互い

の良さを理解し、意見交換の中から自らの課題を発見できている様子が伺えた。

人の長所に目を向け、人の意見に素直に耳を傾けることで、課題を発見し、解

決策を見いだすことができると理解できた。  

ウ 花壇製作  

  最初は全員の意見をまとめ、全員で一つのものを作る難しさに多くの生徒が

悩んでいる様子が伺えた。しかし、みんなで意見を出し合い、また意見を譲り

合い方向性を決定することできると、それ以後は積極的に花壇製作を行えるよ

うになった。また、生育過程を観察することで、自分たちの想像したようには

育ってはくれない草花に悩みながら、何故なのかと疑問を抱き、解決策を模索

し、次回はどのような点に気を付けるべきかを話し合う姿も見られるようにな

った。多くの人と力を合わせる難しさや、力が合わさったときのすごさ、自然

の難しさなどが理解できた。  

エ まつやまリン及び自家製堆肥の利用  

  最初は人のし尿やヒツジ・鶏の糞尿が原料となっていることを嫌がる生徒も

見られたが、それがどのようにＳＤＧｓにつながっているのかなどを説明した
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り、農業における日本の現状を説明することで、生徒の気持ちも改善されてい

った。また、ＳＤＧｓ  についての興味・関心を深めたり、農業の問題解決に向

けての活動にも興味を持つことができ、それを自らが実行しているという意識

を持って実習に取り組む持つことができた。  

⑤ 課題及び改善点  

     生徒が生産者の立場で、どのように消費者と関わることができるか考えるため、

校外での対面販売実習を実施したかったが、昨年度に続き新型コロナウイルス感

染症対策のため実施できなかった。対面での販売実習を通じて得られる学習効果

は、何事にも代え難いものがあるのでたいへん残念であった。    

 

（３）授業の評価  

     評価の観点  

 

 

 

 

 

 

①農業とＳＤＧｓのつながりについて理解できたか  

②ＳＤＧｓとのつながりをもった視点で活動し、自ら考え意欲的に取り組めたか  

③グループ内で互いに認め合いながら学習し、協働学習が行えたか  

④リーダーシップを発揮し、責任をもって自分の役割を果たしたか  

⑤課題に対して粘り強く取り組み、継続的な学びであったか  

⑥人との関わりの中で、地域の人の思いや要望に気づくことができたか  

⑦農作物の栽培や家畜の飼育を行うことにより、生命の尊さを理解できたか  

⑧成果発表において事前準備が十分に行えたか  

⑨成果発表の方法に創意工夫がされ、わかりやすい表現方法であったか  

⑩授業のねらいや目標に沿った課題解決に向けて取り組めたか  

⑪聴衆に内容を伝えることができたか  

 

（４）課題及び改善点  

豊かな創造性を育み、イノベーションを起越すことができる人材を育む学校であ

るため、ＳＤＧｓから数多くの社会課題を解決するヒントを得ることができる。 

改善点として、ICT 機器を用いて時代にあった生育管理の方法やネット販売など

の実習方法を模索していきたい。このような時代だからこそ、高校生の柔軟な発想

力により、新たなイノベーションが起こることを期待している。そのためにも、生

徒の柔軟な発想や工夫が生み出され、答えのない社会で生き抜く力が身に付くよう

な学習環境を整備していきたいと考える。それこそが農業教育の最大の強みと考え

る。 

「農業と環境」「農産物の生産と消費」「経済と食品ロス」「生物多様性」等の様々

な切り口から、『自分ごと』として行動できる生徒の育成に努めていきたい。その結

果、持続可能な農業や関連産業、更には持続可能な社会づくりへの課題を発見し、

解決に向けた行動を起こせる『地球人』に成長し続けてほしいと切に願っている。 

大項目 細目 

「知識・技能」  ① ⑤ ⑦ ⑩ 

「思考・判断・表現」  ② ③ ⑥ ⑨ ⑪ 

「主体的に学習に取り組む態度」  ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
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３ ＳＤＧｓ探究Ⅱ 

（１）授業のねらいと年間計画  

① 授業のねらい  

１年次に必修科目として学習したＳＤＧｓ探究Ⅰの学びをもとに、より実践的

な実習や活動を通じて、地域の課題解決につなげる取り組みにしていきたい。１

年次のＳＤＧｓ探究Ⅰでは、広い視点でアプローチしてきたが、ＳＤＧｓ探究Ⅱ

では、より専門的・グローバルな視点をもち、持続可能な社会の担い手・地域の

リーダーとなる人材を育てることを目的とする。 

② 年間計画  

     週２単位（金曜日 3・4 限）の授業 

 

（２）授業概要  

     ３学年の選択生 14 名を２グループに編成し、３つの部門（果樹、作物・畜産、草

花）を輪番で、フィールドワークを中心に授業を展開していく。地域の６次産業者

や先進農家・福祉施設・附属学校園等との連携も行い、課題を明確にして解決に向

けた具体的な行動ができる活動を目指す。  

 

【果樹部門】  

① 授業の概要  

「みどりの食料システム戦略」を意識し、有機農業への理解を深めるとともに

溝辺果樹園の有機ＪＡＳ認証に向けた取り組みを行った。また、日本で有機農業

を普及させるために、慣行栽培との比較を行い、栽培管理の実情を学習する。  

② 評価方法  

  知識や技能の習得のみならず、果樹園や販売活動での実習を通じて考え、疑問

や問題点を発見し、自ら行動できるか、他の生徒が困難なときに協力できるか、と

いう点を重視した。評価方法として、授業担当教師によって実習中の様子を観察

するとともに、生徒が授業ごと提出する実習記録のまとめと反省などを、総合的

に判断して評価するものとした。  

  また、課題山積の農業現場で、柔軟な考えで解決に向けた建設的なアプローチ

ができるか、という視点も大切にしたい。  

 

          
      有機的管理作業の様子            有機 JAS 認証書 

 

③ 授業の評価  

     愛媛は、かんきつ類の栽培が全国的に見ても盛んな地域の一つである。近年は、

新品種の栽培や園地の若返り等で産地の発展を行っており、所得向上にもつなが

っている。  

また、一方で生産者の高齢化による耕作放棄地の拡大や野生鳥獣の被害拡大等
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の課題も山積している。そのようななか、本校としては以下の点に重点を置き、

課題解決型の実習を行った。  

まず、国内産の供給が求められている「レモン」の栽培拡大を図った。これま

では、ウンシュウミカンやナシ・モモなどを栽培していたが、イノシシ・サル・カ

ラス等の食害が年々増加し収穫に至らないため、食害の心配がないレモンへの転

換を図った。また、「国産レモン」に更なる付加価値を付けるために「有機 JAS 認

証」の取得に取り組んだ。実習園地である溝辺果樹園では、令和 3 年度から有機

的管理を行っており、令和 4 年 5 月に認証に向けての書類を提出した。  

書類審査・現地調査等の手続きを経て、認証を得られることができた。令和 6 年

度までは、「転換期間中」という制限はあるものの、「有機 JAS 認証」を受けた絵

レモンの販売を開始することができた。  

有機的管理を行うことは、「みどりの食料システム戦略」の理念であり、今後の

日本農業の進むべき姿となり、高校生がそのような視点で実習に取り組むことは

意義深いと考える。  

校内での販売にとどまらず、校外での販売実習にも積極的に参加し、「有機レモ

ン」の紹介・普及等も行った。有機農業の普及には消費者の意識改革も必要とさ

れており、これを機に啓発活動を行うこともできた。  

慣行のレモン栽培と有機的管理のレモン栽培を両方経験して、有機 JAS 認証の

初年度を経験した生徒たちは、１・２年次に学習したことに加え、新たな発見と

可能性を感じることができたと思う。  

校外での販売実習を通じて、消費者とのつながりを感じることができ、生産・

販売、さらには有機農業をＰＲすることの重要性を認識した。  

 

         
     有機レモン収穫の様子        有機レモン販売状況  

 

④ 課題及び改善点  

グループでローテーションでの授業となり、継続的な学習は難しい状態であっ

たが時期それぞれの課題に取り組むことができた。今後、有機農業や肥料等の海

外依存の低減等、課題は山積している。次世代を担う高校生が、生産現場を学ぶ

と同時に、消費者との懸け橋的存在となり、生産者・消費者が課題を共有し、日

本の食のより良い姿に繋げられると考える。  

次年度以降、生徒の経験値をさらに高められる活動が必要であると考える。国

産有機農産物のＰＲを全国展開するために、ＥＣサイトの開設を目指し準備を進

めようとしている。この 3 年間の WWL 事業の成果をさらに充実させるために、今

後も広い視野を持ち、社会の課題解決に尽力していきたいと考える。  

 

【作物・畜産部門】  

① 年間計画  

授業選択生 14 名を２グループに分け、ローテーション制としたため、授業の実

施は隔週となった。１年次に履修したＳＤＧｓ探究Ⅰでは、季節の農作物の栽培

を通して、基礎的な知識・技術を身に付ける活動を中心に行った。本授業では、
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この学びを土台とし、農業とＳＤＧｓとの関わりについてより深く探究すること

を目的とした。以下の年間計画表の通り授業を展開した。  

 実施内容  

１学期 ・トウモロコシ、枝豆の促成栽培  

・食品ロスについて考える  

・イネの栽培  

２学期 ・生分解性マルチを用いた枝豆の栽培  

・サツマイモ、サトイモの栽培  

・持続可能な米作りについて（小学生との協働授業）  

３学期 ・１年間のまとめ  

 

② 授業の概要  

授業内容の一部を以下のア～エに示した。  

ア トウモロコシ、枝豆の促成栽培  

    ２月末に播種、３月中旬に圃場に定植し、トンネルマルチを被覆した。４月

末にトンネルマルチを外し、通常通り栽培をし、６月初旬に収穫を迎えること

ができた。通常の露地栽培よりも収穫時期を早めたことで、農薬散布の回数を

１回に減らすことができた。  

イ 食品ロスについて考える  

教育実習期間中を活用し、愛媛大学農学部食料生産学科食料生産経営学コー

スの学生に食品ロスについて講義をしていただいた。食品ロスの定義に始まり、

フードチェーンごとの食品ロスの原因や企業等で行われている取り組みなど

幅広い観点で学ぶことができた。  

ウ 生分解性マルチを用いた枝豆の栽培  

近年プラスチックごみによる海洋汚染が国際的な問題となっており、農業生

産においても農業用ハウスやトンネルの被覆資材、マルチなど生産資材として

多くのプラスチックを使用している。今回はマルチに着目し、生分解性マルチ

を用いて枝豆を栽培した。環境に配慮した農業についての学習を深めた。  

エ 持続可能な米作りについて  

愛媛大学教育学部附属小学校の５年生と協働授業を実施した。愛媛大学農学

部附属農場（愛媛県松山市八反地 498）で栽培されている有機無農薬米「安心

米」を切り口として、持続可能な農業について協議した。多くの生産現場で普

及している慣行栽培を、有機や自然農法といった地球環境に配慮した農業へ

徐々に舵を切る必要性を、小学生との協議の中で学ぶことができた。  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

トウモロコシ・枝豆の促成栽培        トウモロコシの収穫  
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     食品ロスについて（生徒の記録）     附属小学校５年生との協働授業  

 

③ 評価方法  

       知識や技能の習得のみならず、実習を通して何か疑問を抱く、課題を発見する、

そしてこれらの解決に向かい仲間と協力して行動できるかという点を重視した。

授業担当教諭が実習中の様子を観察するとともに、生徒が授業毎に提出する実習

記録のまとめや定期考査を総合的に判断して評価するものとした。  

 

④ 授業の評価  

１年次のＳＤＧｓ探究Ⅰと同様に、作物の生育変化を五感で感じ、普通科目の

授業では育むことの出来ない感性を大切にすることを前提に授業を展開した。本

校は、２年次から農業の授業は選択制となるが、今回ＳＤＧｓ探究Ⅱを履修した

生徒 14 名の多くが、２年次も農業科目を履修していたため、終始主体的に実習や

座学に取り組むことができていた。  

 

⑤  課題及び改善点  

  課題は２点挙げられる。まずは、選択生の人数を増やすことだ。本校は、総合

学科ながら一般受験で４年制大学に進学する生徒も多く、学年が上がるにつれて

専門科目の履修者が減少する傾向が強い。多くの生徒に農業とＳＤＧｓの関わり

について深く学んでもらうために、来年度以降も更に魅力ある授業を展開するこ

とを心掛けたい。２点目は、新たな挑戦と既存の取り組みの更なる発展を両立さ

せることだ。例年栽培しているトウモロコシと枝豆は、促成栽培に挑戦すること

で、減農薬について考える機会となった。愛媛大学教育学部附属小学校の児童と

の協働授業は、今年度から始めた新たな取り組みである。生徒たちが、実際に経

験した米作りを小学生にアウトプットしながら、持続可能な農業について互いに

考える良い機会となった。生徒・教職員・本校と関わっていただいている方々が

負担にならない範囲で、これからも挑戦を続けていきた。  

ＷＷＬ事業は３月末で終了するが、次年度以降においても、生徒と共に創意工

夫を凝らし、「農業とＳＤＧｓの関わり」を引き続き模索していかなければならな

い。 

 

【草花部門】  

① 年間計画  

今年度は選択生 14 名を２班に分け、少人数の形態で授業を行ったので、全員で

共通理解が図れるように実習内容を同じにするよう心掛けた。季節の草花の栽培
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管理を通して草花栽培に関する基礎的な知識・技術を深められる活動を中心に授

業を展開させた。  

また、校内美化活動の一貫として、栽培した草花を使用して花壇製作やプラン

ター製作を行ったり、生産した苗は校舎内にある「無人販売所」で販売すること

で、草花の活用方法や流通について理解させることにした。  

さらに、栽培した草花を使用して松山市内の福祉施設と交流活動を行い、農福

連携の意義についても学習した。  

 

② 授業の概要  

ア 草花の栽培  

春まき一年草と秋まき一年草の栽培を行い、播種、鉢上げ、施肥、花がら摘

みなどの生育に応じた栽培管理実習を実施した。また、播種時に種子の観察、

鉢上げ時に発芽率の算出、生産物の校内販売を行い、品種の違いや栽培環境の

違いによる発芽率への影響、消費者の動向などについて理解させた。  

 

 

 

 

 

 

 

播種の様子            鉢上げの様子  

 

イ 校内環境美化  

      春と秋の２回、季節の花を使用して花壇製作やプランター製作を行い、校内

の環境美化に努めた。品種や花壇の特徴を学習した後、全員で色や組み合わせ

考えながら製作した。製作後の栽培管理も定期的に行い、きれいに花が咲いて

いる状態を維持した。  

 

 

 

 

 

 

 

         プランター展示の様子        花壇の様子  

 

ウ 福祉施設との交流活動  

春と秋の２回、季節の花を使用して一緒にプランターを製作する交流活動を

行うこととした。春は実施できたが、秋は新型コロナウイルス感染症の関係で

実施できなかったため、学校でプランターを製作し施設に展示する交流となっ

た。 
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交流活動の様子         プランター製作の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設に展示している様子 

 

③ 評価方法  

      知識や技能の習得のみならず、実習を通して何かに疑問を抱く力、課題を発見

する力、そしてこれらの解決に向かい仲間と協力し行動する力、農福連携につい

て考える力が身に付いているかという点を重視した。評価方法として、定期考査

や授業担当教諭によって実習中の様子を観察するとともに、生徒が授業毎に提出

する実習記録のまとめ・反省等を総合的に判断して評価するものとした。   

④ 授業の評価  

ア 草花の栽培  

選択生には、初めて草花栽培を経験する者、経験のある者が混在する状況で

あったが、お互いに良く声を掛け合い、実習を正確に行うよう努めていた。ま

た、２学期以降はいかに時間を有効に使って実習するかという点にも考慮しな

がら、作業効率の問題を発見し改善し、周りに目を向け、自らできることを探

して行うなどの姿も見られるようになった。実習記録のまとめ・反省にも、「作

業の方法を友達が教えてくれたので無事にできた」、「作業を分担して行い、早

く終えることができた」、「余った時間で草を抜いた」などの言葉が記入されて

いた。今までの経験を十分に活かしつつ、生徒が更に成長していく姿を見るこ

とができた。  

     イ 校内美化活動  

最初は、草花の特徴を踏まえてプランターや花壇に合う種類や色の組み合わ

せを考えて作る難しさに、なかなか作業が進まない様子が伺えた。しかし時間

が経つにつれ、製作経験のある生徒が今までの経験を活かして意見を言ったり、

お互いにアドバイスしたりする姿が見られるようになり、熱心に活動に取り組

めるようになった。また、その後の栽培管理も定期的に行い、きれいに花が咲
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いている状態を維持することで、実習記録のまとめ・反省には、「新しい芽がで

きていたので、今度はどんな色の花が咲くのか楽しみです」などの言葉が記入

されており、自分たちの栽培した草花で校内を癒やしていると実感している様

子が理解できた。  

ウ 福祉施設との交流活動  

  交流の最初は緊張している様子が伺えたが、施設の方々が楽しんでくれてい

る姿を目の当たりにし、積極的に活動できるようになっていった。中には、花

の種類や栽培管理の方法などを説明している生徒もいて、短時間ではあったが、

生徒の大きな成長を感じることができた。農業と福祉が連携することで、高校

生の自信にもつながり、施設の方々も生きがいを持てるということを理解でき

た。 

⑤ 課題及び改善点  

     福祉施設との交流は、生徒が教えるという立場で行われるため、教えられる側

とどのように交流を持つことが良いのかなどを考える良い機会となる。しかし、

昨年度に続き新型コロナウイルス感染症対策のため２回の実施は叶わず、たいへ

ん残念であった。    

改善点として、交流を通じて得られる学習効果は、何事にも代え難いものがあ

るので、感染対策を考慮した実施方法について検討を重ねる必要があると考える。

また、農福連携等の広がりは今後の日本の未来を担っていく一つであると考えて

おり、高校生の柔軟な発想力を活かし、活動がより幅広く進展できるような学習

環境を整備していきたいと考える。  

 

（３）授業の評価  

     評価の観点  

 

 

 

 

 

    ①農業とＳＤＧｓのつながりについて理解できたか  

②ＳＤＧｓとのつながりをもった視点で活動し、自ら考え意欲的に取り組めたか  

③グループ内で互いに認め合いながら学習し、協働学習が行えたか  

④リーダーシップを発揮し、責任をもって自分の役割を果たしたか  

⑤課題に対して粘り強く取り組み、継続的な学びであったか  

⑥人との関わりの中で、地域の人の思いや要望に気づくことができたか  

⑦農作物の栽培や家畜の飼育を行うことにより、生命の尊さを理解できたか  

⑧成果発表において事前準備が十分に行えたか  

⑨成果発表の方法に創意工夫がされ、わかりやすい表現方法であったか  

⑩授業のねらいや目標に沿った課題解決に向けて取り組めたか  

⑪聴衆に内容を伝えることができたか  

 

（４）課題及び改善点  

1 年次のＳＤＧｓ探究Ⅰでの学習をもとに、 2 年次の農業科目「農業と環境」「食

品製造」「グリーンライフ」を選択し、課題解決学習に取り組んだ生徒が約半数いる。

大項目 細目 

「知識・技能」  ① ⑤ ⑦ ⑩ 

「思考・判断・表現」  ② ③ ⑥ ⑨ ⑪ 

「主体的に学習に取り組む態度」  ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
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2 年次以降は、選択科目になるため、2 年次に農業科目を履修せず、3 年次に再び履

修する生徒も多くいる。このＳＤＧｓ探究Ⅱもそうである。  

学習するたびに課題が発見され、その解決に向けてプロジェクト学習を行い、更

に課題を発見するといったサイクルが重要である。 1 年次から 3 年次にかけて系統

立てて学習することが難しい反面、様々な実習を経験することで視野を広く持ち、

疑問を発見できる機会が持てたように感じる。  

ローテーションでの授業展開になるため、生徒が理解しやすく目的をもって実習

を行える準備が大切である。また、ICT 機器を用いて時代にあった生育管理の方法

やネット販売などの実習方法を模索していきたい。このような時代だからこそ、高

校生の柔軟な発想力により、新たなイノベーションが起こることを期待している。

そのためにも、生徒の柔軟な発想や工夫が生み出され、答えのない社会で生き抜く

力が身に付くような学習環境を整備していきたいと考える。  

今後も、身近な社会問題や農業・環境問題に関心をもち、将来を担う高校生が自

分たちに何ができるかを考え、行動できる学習環境を多く用意していきたい。それ

こそが農業教育の最大の強みと考える。  

農業教育は、予てからＳＤＧｓの要素を含んだ学習を行ってきた。継続するとこ

ろと、社会や時代に求められる新たな分野にも注力し、多様なニーズに応えていき

たい。 
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３ グローバル・スタディーズⅠ  

（１）授業のねらいと年間計画  

① 授業のねらい  

「キャリア学習」、「地球環境（環境倫理、生態系、生物多様性、持続可能な

開発等）」「異文化理解」の３分野の学習を通じて、１年次の「ローカル」を基礎

とし、協定校の視点から世界を見ることによって、地域の課題と世界の課題の

繋がりを発見する。また、協定校と協力して世界の人々と積極的に交流し、コミ

ュニケーションを図ろうとする態度を養う。この交流のなかで、学び方やもの

の考え方等の自己学習力を養い、自己の生き方や進路についても考える力を習

得することをねらいとする。  

ア 「キャリア学習」  

人間が社会生活を送り、自身のキャリアを形成していくうえで欠かせない

ものが、コミュニケーション能力である。「キャリア学習」では、コミュニケ

ーション能力について理解するとともに、社会の中でいかにコミュニケーシ

ョンが重要であるかを計４回の講義を通じて学習した。コミュニケーション

において重要なスキルである「聴く（訊く）力」や効果的なプレゼンテーシ

ョンについて、具体的な方法を学び、コミュニケーション能力の向上を図る

こととする。また、グローバル化がより進展する今後の社会においては、異

なる言語や文化を背景とした人々と直接コミュニケーションを行う異文化間

コミュニケーションが重要となってくる。この観点から講義の後半において

は、大学生の留学経験に関するプレゼン発表を通して、異文化間コミュニケ

ーションの難しさや楽しさ、大切な心構えについて学ぶことにより、コミュ

ニケーション能力の向上を図った。  

イ 「地球環境」  

 地球環境問題の解決は、人類が取り組むべき最重要課題である。そして、

その解決にあたっての標語としてしばしば用いられるのが、「Think Globally , 

Act Locally」である。この標語の意味にもみられるように、地球環境問題は

まさに「ローカル」と「グローバル」の両側面から考えていかなければなら

ない問題である。「地球環境」の講義では、環境倫理、生態系、生物多様性、

持続可能な開発等をキーワードとして用いながら、地球環境問題の解決に必

要な基礎的な知識、求められる姿勢・態度を、「ローカル」と「グローバル」

の両側面から考察させた。  

ウ 「異文化理解」  

本校と交流があるアメリカ、モザンビーク、フィリピン、ルーマニアの４

か国に、本年度はオーストラリアを加え、５か国の文化や歴史について理解

を深めさせた。ＳＤＧｓの視点をもとにグローバルな社会的課題について興

味・関心を持たせ、課題解決へ向けた考察を通して実践的態度を身に付けさ

せた。留学生やＩＣＴを利用した海外協定校との交流を通してコミュニケー

ション能力の向上を図るとともに、ＡＬＴや外国人教員を含む大学教員の支

援のもと、学びを深めさせた。  
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② 年間計画  

回 月 日 実 施 内 容 

１ ４月 20 日（水） グローバル・スタディーズⅠ・異文化理解ガイダンス  

２ ４月 27 日（水） 異文化理解調べ学習  

３ ５月 11 日（水） 異文化理解調べ学習  

４ ５月 18 日（水） 異文化理解調べ学習  

５ ５月 25 日（水） キャリア学習ガイダンス 

６ ６月 １日（水） キャリア学習Ⅱ①  

７ ６月 ８日（水） キャリア学習Ⅱ②  

８ ６月 15 日（水） キャリア学習Ⅱ③  

９ ６月 22 日（水） キャリア学習Ⅱ④  

10 ７月 ６日（水） 異文化理解調べ学習  

11 ８月 31 日（水） 異文化理解調べ学習  

12 ９月 ７日（水） 異文化理解調べ学習  

13 ９月 14 日（水） 異文化理解調べ学習  

14 ９月 28 日（水）  太陽と地球環境  

15 10 月 12 日（水） 人間の活動Ⅰ  エネルギー問題と環境  

16 11 月 ２日（水） 地球深部と地球環境  

17 11 月 ９日（水） 生態系Ⅰ 海 

18 11 月 16 日（水） 人間の活動Ⅱ  環境と倫理  

19 11 月 30 日（水）  環境教育  

20 12 月 ７日（水） 生態系Ⅱ 森林 

21 １月 11 日（水） 人間の活動Ⅲ  工業と環境  

22 １月 25 日（水） 人間の活動Ⅳ  化学物質と環境  

23 ２月 15 日（水）  人間の活動Ⅴ  歴史と環境  

  ※新型コロナウイルス感染防止のため、講義はオンライン形式で実施した。  

 

（２）授業概要  

① 「キャリア学習Ⅱ①」 ６月１日（水）  

愛媛大学 教育・学生支援機構 村田 晋也 先生 

「キャリア学習Ⅱ」の第１回目の講義として、「コミュニケーションとは何か」

ということをテーマに「コミュニケーション能力の重要性」や「コミュニケーシ

ョンを円滑にするスキル」について講義を受けた。「受け手」のスキルである「き

く力」の中には、「聞く・聴く力」と「訊く力」があり、それらの力を伸ばして

いくためにはどのようなことが必要かについて学んだ。始めに、「コミュニケー

ションとは何か」や「コミュニケーションを取る手段にはどのようなものがあ

るか」、「コミュニケーションスキルがある人とはどのような人か」ということ

を生徒同士で話し合い、「コミュニケーション」への認識を深めた。コミュニケ

ーションには知識・経験・考え・情報などを共有するという意味が込められてお

り、様々な方法でコミュニケーションを取ることができる。そして、「コミュニ

ケーションスキル」には、発信する力だけではなく、「聴く力」も必要であると

いうことを学び、顔の表情やジェスチャー、アイ・コンタクトなどがコミュニケ
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ーションを円滑にするということを学

んだ。「訊く力」すなわち質問力や発問

力の重要性についても学び、質問の種類

を使い分けることによってコミュニケ

ーションがより活発になるということ

も教えていただいた。グループワークを

交えながら、コミュニケーション能力の

重要性について理解するとともに、さま

ざまなコミュニケーションスキルを実

践的に学ぶことができた。  

 

② 「キャリア学習Ⅱ②」 ６月８日（水） 

愛媛大学 教育・学生支援機構 村田 晋也 先生 

「発信力を伸ばす：プレゼンテーション」をテーマに講義を受けた。今回は

「投げ手」のスキル＝伝える力・発信力について学んだ。課題研究Ⅰで行う予定

のプレゼンテーションを意識しながら、どうすれば効果的で説得力のあるプレ

ゼンができるかについて学習を深めることができた。プレゼンの種類、技術、準

備物、構成の立て方、ツールとその使い方について具体的なことを教わり、発信

力を高める学びを得た時間となった。さらに実践的なプレゼンのテクニックと

して、「ナンバリング」、「強調する話し方」、「間・休止の重要性」、「アイ・コン

タクト」、「ノイズの減少」、「ビジュアル・ハンド」を教えていただいた。また、

リハーサルの大切さ、聞き手側のルー

ル、コメント・質問の仕方についても学

び、投げ手と受け手のキャッチボールと

してのコミュニケーション能力の重要

性について理解するとともに、発信力と

してのプレゼンテーションに役立つさ

まざまなスキルを学ぶことができた。遠

隔授業であったが、生徒は教室のパソコ

ンから積極的に発言し、村田先生とのコ

ミュニケーションを深めることができ

た。 

 

③ 「キャリア学習Ⅱ③」 ６月 15 日（水） 

愛媛大学 教育・学生支援機構 村田 晋也 先生 

「実例から学ぶ：大学生によるトークライブ①」というテーマで講義を受け

た。愛媛大学法文学部の学生２名がゲストスピーカーとして参加し、講義を聴

きながら Teams のチャット機能を使って生徒が質問をしてコミュニケーション

を取った。 

初めに村田先生が、何かを学ぶためには自分で体験する以上に良い方法はな

いと話された。経験する（具体的経験）→振り返る（内省的観察）→教訓を引き

出す（抽象的概念化）→新たな状況へ応用する（能動的実戦）という過程を経て

人は成長する。直接経験も良いが、学生からの話を聞く間接経験も学びがある

ということで、学生のスピーチが始まった。 
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まず、学生広報アンバサダーをされている家中さんより「国際交流から得

たもの」について話していただいた。家中さんは、コロナ禍でもオンライン

で５つの国と国際交流をしており、最初は自信がなくてもいろいろなことに

挑戦して徐々に自信をつけたと話された。 

次に、台湾や朝鮮学校の人達との交流を通して「平和の使者」を目指すよ

うになったという石橋さんのスピ

ーチを聞いた。ＳＤＧｓを進めるた

めにも平和でなければならないと

考え、交流の場を作るために、古民

家を購入して皆でＤＩＹし、ゲスト

ハウスを作りたいと話された。 

最後に村田先生より、夢が見つか

っていない人も焦らず、興味のある

ことや人から勧められたことに全

力で挑戦してみてはどうかとアド

バイスをいただいた。 

 

④ 「キャリア学習Ⅱ④」 ６月 22 日（水） 

愛媛大学 教育・学生支援機構 村田 晋也 先生 

「実例から学ぶ：大学生によるトークライブ②」というテーマで、前回に引

き続き愛媛大学法文学部の学生３名をゲストスピーカーとして迎え、Teams の

チャット機能を使って質問をした。 

吉政さんは７年間海外で過ごした経験を持っているが、自分で何をしたいか

考えて挑戦した日本での高校生活３年間の方が充実していたと話された。目的

や目標が見つかったら挑戦すべきとアドバイスいただいた。  

宮野さんは高校時代に台湾に短期留学した時に、将来を見据えている台湾の

学生に驚き、自信があったのに伝わらない自分の英語力に大きな危機感を感じ

たと話された。この経験から意識が変わり、コロナ禍の現在も海外交流の機会

を見逃さず積極的に活動しているとのことだ。  

京極さんはリーダーシップチャレンジ in サイパン（オンライン研修）参加の

報告をしていただいた。英語があまり理解できず悔しい思いもしたが、チャッ

トやリアクションなどできることはあると話された。  

地球規模でものを考える時に「言語」よりも「偏見」や「排他主義」が障壁

となる。互いのアイデンティティを尊重し、認め合い、助け合い、必要とし合

い、許しあう関係を築くことが偏見・先入観を拭うことになるため、何事にお

いても積極的に挑戦していくことが大事であると４回にわたり行われたキャ

リア学習は締めくくられた。  

 

⑤ 「太陽と地球環境」 ９月 28 日（水） 

愛媛大学 宇宙進化研究センター 清水 徹 先生  

「宇宙の謎：深宇宙探査機のはなし」というテーマで講義を受けた。始めに、

愛媛大学宇宙進化研究センターで取り組んでいる宇宙大規模構造進化研究部門、

ブラックホール進化研究部門、宇宙プラズマ環境研究部門の内容を紹介してい

ただいた。続いて、日本の宇宙開発や宇宙探査に関するお話があり、「ロケット
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と探査衛星の仕組み」を理解した上で、そこから「ミスしない仕事（勉強）の進

め方」を考えた。あかつき衛星やひとみ衛星の失敗の原因を分析し、人間は必ず

ミスをするとの前提で、「問題点の把握・トラブルの予測」「フェールセーフ（多

重防御）」「絶え間ないＰＤＣＡサイク

ル」「ＰＤＣＡサイクル自体の改善」の

重要性を理解することができた。  

トラブルやミスは起こるものとし

て捉え、予測して対策を立て、失敗を

次の成功に生かすことが重要であると

いう考え方は、学校生活やテストの時

にも十分活用できる考え方だと言え

る。宇宙でも生活の中でもトラブルや

ミスは起こるものだが、起こる確率を

限りなく下げることはできると再認識

することができた。  

 

⑥ 「人間の活動Ⅰ エネルギー問題と環境」 10 月 12 日（水）  

  愛媛大学  法文学部 楢林 健司 先生 

「生物多様性について考える」というテーマで講義を受けた。まずは、つい

先日まで学生を引率されていた、タイの日系企業訪問の様子について話してい

ただいた。その企業には一般の人々向けの環境学習施設があり緑化を進めてい

るが、なぜ日系企業がタイでこのような取り組みをしているのかという質問が

投げかけられた。  

地球温暖化などの Global な問題は国境・国家の存在を超えているが、国際法

（ International Low）は国家の存在を前提として定められており、問題解決の

ために十分とは言えない。生物多様性が重要視されているのは人間が生きてい

くために必要な基盤が多くの生物によって支えられているからだけではない。

生物の個性が最新技術へ応用されたり、文化的多様性の支えになっていたりと、

人間に様々なめぐみをもたらしてきたからである。その生物多様性に迫ってい

る危機には、人間による乱獲や開発、人間による働きかけの縮小、人間が連れて

きた外来種など、地球温暖化以外にも多くのものがある。絶滅の危機にひんし

ている野生生物を救うために、 1992 年に生物多様性条約が国連環境開発会議で

採択された。日本でも生物多様性基本

法が公布され、この法律に基づいて国、

地方公共団体が施策を策定し実施する

ことになっている。本県においても生

物多様性えひめ戦略として「 100 年先

も生きものみんながやさしい愛顔でい

られる社会」の実現を目指そうとして

いるとのことであった。これらの保全

活動が続くために、まずは人と人の関

わりや交流を大切にしなければならな

いと実感する時間となった。  
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⑦ 「地球の起源やこれからの地球惑星科学について」 11 月２日（水）  

  愛媛大学地球深部ダイナミクス研究センター  桑原 秀治 先生 

まず地球の内部構造についてお話しいただいた。地殻は表面部分のみで、さ

らに内部にマントルと核があり、核の中心部は固体であると考えられている。

スイカを選ぶ時に叩いて音を確認するように、地震波の伝播時間を計測するこ

とで地球の密度を求めることができると教えていただいた。地球の内部ほど振

動が伝わりやすく、そのため金属であると考えられているそうだ。また、月の

表面には「海」と呼ばれる部分があるが、これはマグマがクレーターを埋めて

平原に変わった場所のことである。天体同士が衝突するとその表面や天体自体

は溶解する。惑星全体が溶解したことで金属核とマントルが効率的に分離した

のではないかと考えられている。また、プレートがマントルへと沈み込む際、

大量の海水が一緒に引き込まれていることは知られていたが、水が地球深部に

まで運ばれ、その圧力によって結晶構造に変化した含水鉱物として貯蔵されて

いることが愛媛大学の研究によって発表された。目で確認することのできない

地球内部だが、観測や計測や理論計算などによって他の天体と地球の違いや地

球の起源など様々なことが明らかになる。  

後半は、愛媛大学ＧＳＣのラボツアー動画を見た。天然ダイヤよりも硬いヒ

メダイヤが作成されていたり、高性能な電子顕微鏡が研究に使われていたりと、

最先端の研究の様子を垣間見ることができた。 

 

⑧ 「生態系Ⅰ 海」 11 月９日（水）  

  愛媛大学  沿岸環境科学研究センター  吉江 直樹 先生 

「生態系Ⅰ海」をテーマに講義を受けた。豊かな印象がある瀬戸内海におい

ても、1960 年から 80 年にかけ、富栄養化、赤潮などの環境問題を経験し、 40

年以上の環境規制によりやっと回復してきた歴史があることを知った。近年は

新たに貧栄養化、温暖化、海洋酸性化の影響が懸念されており、海域によって

異なる栄養塩変化と諸問題がある。具体例として燧灘のシラス漁獲量の急激な

減少についてお話しいただいた。海洋全体の問題として現在注目されているの

が海洋プラスティック汚染と海の酸性化である。人間が大量生産・消費した海

洋プラスティックは海岸だけでなく外洋や海底にも蓄積されており、海の生態

系を危険に陥れている。酸性化も人間の活動による二酸化炭素の放出が原因で

あり、海洋が弱アルカリ性から中性へと変化することでカキやカニの幼生に大

きなダメージを与えているという。  

後半は私たちにできることをグループで話し合った。脱炭素社会の実現に向

けて個人にできることは小さいが、まずは現状を正しく知り、将来に向けてで

きることを探し続けたいという意見にまとまった。 

     

⑨ 「人間の活動Ⅱ 環境と倫理」 11 月 16 日（水） 

愛媛大学 法文学部 山本 與志隆 先生 

「現代文化とテクノロジー」というテーマで講義を受けた。「文化」は民族・

地域・社会に固有の精神的なものであるのに対し、「文明」は技術・機械の発達

や社会制度の整備などによって生活を豊かにするものと言える。現在、グロー

バル化が進んでいるが、グローバル化は「地域の固有性を有する文化を文明化

すること」と解釈することができる。したがって、グローバル化が進展すると文
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明は拡大するが、文化は衰退することになる。  

近年、グローバル企業がグローバライゼーションを進め、科学の発達や文明

の進展を推し進めている。株式会社は超国家的な存在となり、グローバリズム

は国民国家的な「文化」に敵対するものとなり、このグローバライゼーションに

よって世界中の「文化」は均質化されつつある。例えばマクドナルドは、世界の

あらゆるところでハンバーガーを提供している。

同じ物が世界にいきわたって生活の一部となりつ

つある。味覚の嗜好がアメリカ的なものにシフト

され、日本においても食文化の象徴の一つである

米の消費が低下し続けている。グローバル化によ

って失われるものもある。  

デジタル機器をうまく使いながらも、記憶力を

優位にする「紙に触れて書く」という作業もおろそ

かにすべきではない。グローバル化とテクノロジ

ー化の中にあっても、大地に足を付け、自分たちの

固有の「文化」を見失わないように自分自身で考

え、「文化」を新たに創造していく力を身に付けて

いく必要があると講義を締めくくった。 

 

⑩ 「環境教育」  11 月 30 日（水） 

愛媛大学 国際連携推進機構  小林 修 先生 

「高校時代から自分の未来をつくる～ＳＤＧｓに自ら取り組むことで！～」

というテーマで講義を受けた。まず、ＶＵＣＡ時代と言われる現代において、

効果的な学びはどのように得られるかという話題が投げかけられた。聞いたこ

とは忘れるが、見たことは思い出し、体験したことは理解できる。さらに、自

分自身で発見したことは身に付く。モノやヒトとのつながりを意識して、つな

がりの先を想像することから、自分が生き抜く力が他人にも生かせる力となり、

持続可能な未来の形をイメージできるとのお話であった。  

ＳＤＧｓは 2015 年９月 25 日に国連総会で採択された。まず前文と宣言を読

み込んで欲しい。「誰ひとり取り残さない」という部分につながりを大切にす

る姿勢が伺える。また「Well-Being」という言葉にも注目してもらいたい。Ｗ

ＨＯ憲章の前文にも用いられた言葉で「心身だけではなく社会的にも満たされ

た状態」を示している。ＳＤＧｓも Well-Being も個人の幸福だけではなく、

世界全体のことを考えていることがわかる。  

人口減少・少子高齢化が進む日本は、課題先進国として世界から注目されて

いる。課題そのものを解決することよ

りも、その課題の上に、どのように人

が住み、どのような公共政策や社会シ

ステムを構築していくかという社会

構想の面に注目が集まっている。国際

協力以外の、想像もしていない場面に

おいても世界と日本、世界と私たちは

つながっている。一人にできることは

小さく思えても、それがつながって大
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きな成果を生むと考えて、実践を大切にして欲しいと締めくくられた。 

 

⑪ 「生態系Ⅰ 森林」 12 月７日（水） 

  愛媛大学  農学部 上谷 浩一 先生 

人類の進化と歴史を通じて環境を守ることについて講義を受けた。まず、二

足歩行のメリットと、唯一の二足歩行を行う生物であるヒト科ヒト属がどのよ

うな影響を受けたかについて話していただいた。化石の分析や骨の比較から類

人猿との違いと環境への適応力が明らかになった。また、ヒトが氷河期に陸続

きであった全世界へと食料を得るために拡散していった経路を解説していただ

いた。 

次に、人間の文明について大きな転換期に着目して解説していただいた。人

類は農業革命や産業革命により人口を増加させ、現在は環境革命の時期を迎え

ていると言える。人類は発展と引き換

えに自然を失い、現在は自然を積極的

に取り入れる努力をしなければならな

い。しかし、その一方で原生的な自然と

いうものは現在ほとんど存在しておら

ず、存在しているのはヒトによって改

変されてきた半自然環境であるという

ご指摘に衝撃を受けた。守るべき生物

多様性は、人間の価値観が決めるとい

う言葉を受け、私たちは何をすべきか

改めて考えさせられた。  

 

⑫ 「人間の活動Ⅲ 工業と環境」  １月 11 日（水）  

  愛媛大学  工学部 三宅 洋 先生 

「工学で生物多様性を保全する」というテーマで講義を受けた。まず「工学

とは何か」について工学部の分野でご説明いただいた。また、「いい川とはど

のような川か？」という問を私たちに投げかけられ、正解は立場によって変わ

ると示された。人々のため、地域のために治水工事を行った川が、生態系のた

めにいい川とは言えないことが多々ある。生態系と生物多様性の関係、人類が

多様性にもたらしてきた影響についてお話いただいた。  

後半は、多くの種が生息している河川と、多様性の中でも種多様性に注目し、

日本の河川において種が減少している問題を取り上げた。前半の問と関連して

「よくない川とは？」という問から河

川の改変、外来種、汚染物質の混入、

生物の乱獲、気候変動など様々な要因

が関係していることをご説明いただ

いた。そこで、多様性を復元するため

の「川づくり」が工学部で研究されて

いることを教えていただいた。実際に

研究室での活動の様子や国内外の「川

づくり」をご紹介いただき、工学が多

様性の保全に取り組む様子を知るこ

- 65 -



とができた。「川づくり」には自然を相手にする難しさと共に、その川に接す

るどの人やどの生物において「いい川」となるかを考える難しさがある。生物

多様性を守る活動について改めて考える機会となった。  

 

⑬ 「人間の活動Ⅳ 化学物質と環境」  １月 25 日（水）  

  愛媛大学沿岸環境科学研究センター  岩田 久人 先生  

「野生動物の健康を評価する環境毒性学」というテーマで講義をしていただ

いた。冒頭に、愛媛大学沿岸環境科学研究拠点（LaMer）の目標と活動内容に

ついて説明があり、講義の本題に入った。  

まず、「リスク」というのは「ある」か「ない」かではなく、連続的な数字で

表されること、化学の世界に置き換えて考えると曝露量と有害性を把握する必

要があることを学んだ。そして、化学物質のリスクに関わる要因には、環境要

因と遺伝要因があり、化学物質のリスク評価には遺伝要因の理解が不可欠であ

ることを講義していただいた。  

講義の後半では、ロシアのバイカル湖に生息するバイカルアザラシの大量死

の原因となった環境汚染物質（＝ダイオキシン類）について学んだ。岩田先生

ご自身が研究を重ねるうちに、ダイオキシン類が食物連鎖を経て生物濃縮され、

バイカルアザラシがダイオキシン類に対して高い感受性を持っていたことで、

高いリスクに曝されていたことが分かった。産業の発達と共に我々人間の生活

は豊かになってきたが、予測のできない危険を含んでいることがある。生物多

様性保全の観点からも野生動物への影響を正しく調査・評価し、遺伝情報とタ

ンパク質の機能に関する情報を収集することの重要性を学ぶことができた。  

 

⑭ 「人間の活動Ⅴ 歴史と環境」 ２月 15 日（水）  

  愛媛大学アジア古代産業考古学研究センター  村上 恭道 先生 

「発掘が解明する瀬戸内海の歴史―縄文時代から中世まで―」をテーマに、

考古学の観点から教科書には載っていない瀬戸内海の歴史について講義を受け

た。京都の東寺に伝わる国宝「東寺百合文書」には、しまなみ海道に浮かぶ弓削

島荘の様子が克明に描かれていた。この弓削島荘遺跡は 2021 年に国史跡に認定

された。佐島の宮ノ浦遺跡からは中世の土器や陶磁器が大量に出土した。弓削

島荘は塩の荘園として知られているが、実際に中世の地層からは揚浜式塩田の

跡が見つかっており、その重要性が再確認された。今治市にある高橋佐夜ノ谷

遺跡は奈良時代の遺跡で、四国初、四国唯一の近江型製鉄炉跡が発見されてい

る。当時、白村江の戦いの影響で大陸から入手しにくくなっていた鉄作りを、都

の近くで製鉄技術としてマニュアル化し、国家事業の一環として各地に導入し

たものと考えられる。  

遺跡の発掘や資料の調査によって愛媛の歴史が多く解明されている。中世は

大量の塩が生産され、京に貢納していた記録が残っている。奈良時代は今治の

海岸でとれた砂鉄によって、大陸からではない鉄が作られていた。古墳時代は

その土壌から温暖期であることが分かり、同時に製塩土器や人が生活していた

痕跡が多く出土している。最下層の縄文時代の地層からは打製石鏃や中四国内

ではあまり例のない撚糸文土器が出土し、この当時に瀬戸内海は存在しておら

ず、人々は海を知らなかったことが明らかとなった。  
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⑮ 「異文化理解」 全 15 回（10 月 14 日以降は「課題研究Ⅰ」で実施）  

生徒の希望によって、アメリカ、オーストラリア、フィリピン、ルーマニ

ア、モザンビークのいずれかのグループに分かれ活動を行った。各国グルー

プに教員２名、大学教員１名を指導担当者として配置した。各国グループ内

でいくつかの班を構成し、それぞれが設定したテーマについて日本と比較し

ながら考察し、プレゼン作成や発表などを行った。その際、偏った意見や見

方にならないように留意した。例年は授業の一環として実際に現地を訪問す

る海外研修を実施しているが、昨年一昨年に続き今年度も新型コロナウイル

ス感染症の影響のため実施することができなかった。現地に赴いての交流は

できなかったが、ＩＣＴを利用したり、ＡＬＴや留学生に御協力いただいた

りして、国ごとに学びを深める取組を工夫して行った。各国グループに所属

した生徒数は以下の通りである。  

 アメリカ  オーストラリア  フィリピン  ルーマニア  モザンビーク  

所属生徒数  20 名  32 名 27 名 25 名  15 名 

  

ア アメリカ  

（ア） 取組概要  

今年度のアメリカ合衆国班は、選択生 20 名で異文化理解の授業を行

った。１学期は、海外研修を視野に入れて学習をすすめていたが、新型

コロナウイルスの感染状況とともにアメリカの物価高騰などによる渡

航費の高騰を鑑みて、今年度も海外研修は実施できなかった。そのよう

な状況の中、調べ学習だけでなく、アメリカの海外連携校であるベラビ

スタ高校との Flipgrid というアプリを使った交流、アメリカ人の先生に

よる遠隔での講義、パキスタンの学校との遠隔での交流を実施し、少し

でも海外の方と交流できるような機会を設けた。  

 

（イ） 取組内容  

ａ アメリカについての調べ学習  

４つの班に分かれて自分たちが決めた内容について調べ、パワーポ

イントで資料を作成して英語で発表をさせた。また、それぞれのグル

ープの発表に対して英語で質疑応答をさせた。教師が積極的に英語で

話す姿勢を見せることで、生徒も英語でやり取りをしようとしていた。 

 

ｂ 愛媛大学ボグダン・ディビッド先生との交流  

愛媛大学のボグダン・ディビッド先生に、アメリカに関する講義を

遠隔で実施していただいた。事前に伝えた生徒からの質問事項に答え

る形で、アメリカのことや先生ご自身のことについて話していただい

た。先生が日本にいらっしゃったきっかけは「Shogun」という本で、

ちょっとしたことがきっかけで人生が大きく変わることがある、と話

してくださった。  
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ボグダン先生との交流の様子  

 

ｃ Fripgrid を使ったアメリカのベラビスタ高校との交流  

昨年度に続き、海外連携校であるカリフォルニアのベラビスタ高校

日本語クラスの学生と、アプリを使用して交流した。時差のため、リ

アルタイムの交流は非常に難

しかったため、Flipgrid という

アプリを使い、動画でのやり取

りを行った。  

ベラビスタ高校の学生は自

己紹介、アメリカの食べ物、ハ

ロウィンの様子、おにぎりアク

ションについて動画をアップ

し、本校生徒は自己紹介、学校

の紹介、日本文化の紹介、修学

旅行の様子を動画にアップし、

お互いにコメントを送り合っ

た。また、正月には紙の年賀状

を送っていただいた。      ベラビスタ高校からの年賀状  

 

d Zoom を使ったパキスタンの学校との交流  

愛媛大学の留学生で、パキスタン出身のマリアム先生の紹介で、この

先生が努めているパキスタンの Beacon house school AECHS branch

の学生と交流を行った。パキスタンを襲った水害についての話を聞いた

り、好きなスポーツについて英語で話し合ったりした。アメリカのベラ

ビスタ高校とは時差の関係でオンデマンドの交流だったが、聞きたいこ

とを英語で質問し合いながら同じ時間を共有でき、とても貴重な経験と

なった。生徒からは、「英語は人と人をつなぐ便利なツールであり、私

たちの世界を広げてくれるものだと実感した」、「これからも英語を学

び続けてもっと相手が話していることを理解したり英語で自分の言い

たいことを言ったりできるようになりたい」などの感想があった。  
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パキスタンの学生との交流  

 

イ オーストラリア  

（ア）取組概要  

オーストラリア班は選択生 32 名で異文化理解の授業を行った。日本

とは正反対の気候を持つオーストラリアの日常や食生活、行事など、現

状を知り、共通点と相違点を見つけるための調べ学習とその成果発表を

実施した。また、愛媛大学法文学部の今泉志奈子先生から、現地の様子

や実体験などを紹介する講義をしていただいた。  

 

（イ）取組内容  

ａ オーストラリアについての調べ学習  

オーストラリアの「食」「教育」「行事」「遊び」「世界遺産」「国民性」

など興味のある分野について、グループごとに調べ学習を行い、成果

発表を行った。「食」については複数の班が選択したが、菓子や伝統料

理など視点を変えての発表が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表会の様子  

 

ｂ 愛媛大学法文学部  今泉志奈子先生の講義の受講  

今年度はオーストラリアへの研修はかなわなかったが、現地の様子

をより身近に感じるために、以前実際にオーストラリアに赴き活動さ

れていた、愛媛大学法文学部の今泉志奈子先生から現地の様子や実体

験などを紹介する講義をしていただいた。「旅する・学ぶ・暮らすオー

ストラリア」と題したアデレードという都市での体験談からは、現地

に行かないと理解しにくい言葉の違いや表現方法、人との交流のあた
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たかさなど、インターネットだけでは調べきれない多くの情報を得る

ことができた。生徒たちの感想には、「価値観が変わった」「心と心を

通わせる意思の大切さを知った」など、今後の交流につながる意見が

多く見られた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今泉志奈子先生の講義  

ウ フィリピン  

（ア） 取組概要  

今年度のフィリピン共和国班は、選択生 27 名で異文化理解の授業を

行った。今年度も新型コロナウイルスの影響で海外研修が実施できなか

ったが、11 月 28 日にフィリピン大学附属高校とのオンライン交流を実

施することができた。交流会当日に向けた事前学習や事前交流、交流会

後の事後交流を通して、生徒の異文化への理解が深まっただけでなく、

本校における新たな海外交流の形を築くことができた。  

フィリピン班の取組内容は主に次の四つである。一つ目は、交流会当

日のプレゼン発表に向けて調べ学習を行なった。二つ目は、本校生徒と

フィリピン大学附属高校の生徒が手紙やメールの交換を行なった。三つ

目は、11 月 28 日に Zoom を活用したオンライン交流を行なった。四つ

目は、12 月８日にフィリピン大学附属高校の先生が来校し、本校にて対

面で交流を行なった。  

 

（イ）取組内容  

ａ 調べ学習  

オンライン交流で「国紹介」「学校紹介」「自国の伝統の遊び」「フー

ドロス問題」について各校でプレゼン発表することが決まっていたた

め、生徒はグループに分かれてテーマごとの調べ学習を行なった。「自

国の伝統の遊び」では折り紙をテーマにした。フィリピンの生徒に発

表内容が伝わるように、発表スライドの文字を英語で記載し、英語で

の口頭発表を行うこととした。また、折り紙の折り方など文字や口頭

では伝わりにくい部分は、生徒が作成した英語字幕入りの動画を試聴

してもらうこととした。  

 

ｂ 事前交流  

本校生徒２名とフィリピン大学附属高校の生徒１名でグループを組
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み、オンライン交流当日までに、手紙交換やメール交換を行なった。手

紙交換では、生徒の名前や趣味などを英語で記載した手紙を作成し、そ

れを送付した。メール交換では、文面でのやり取りだけでなく、自己紹

介動画を撮影し、それを共有した。  

  

手紙交換とメール交換の様子  

  

c オンライン交流  

11 月 28 日 13:00〜16:00 に Zoom を活用したオンライン交流会を実

施した。始めに各校の校長先生から挨拶をいただき、ブレイクアウト

ルームに事前交流で組んだグループごとに分かれ、挨拶や自己紹介を

行なった。その後、「国紹介」や「学校紹介」、「自国の伝統の遊び」の

プレゼン発表を各校で行なった。「自国の伝統の遊び」では、本校は折

り紙を紹介し、カエルを折る際の手元を映しながら、一緒にカエルを

折った。フィリピン大学附属高校は切り絵の一種である Pabalat につ

いての紹介を行い , こちらも折り紙と同様に一緒に作成を行なった。

次に、「フードロス問題」について各国の視点で発表を行い、その後ブ

レイクアウトルームにグループごとに分かれ、フードロス問題の解決

に向けての協議を行なった。最後に、各校の代表生徒による挨拶を行

い、記念撮影を行なった。  

  

  フィリピン大学附属高校の生徒がカエルを折る様子と記念撮影の様子  

 

d 事後交流  

12 月８日 16:30〜17:00 にフィリピン大学附属高校の先生に来校し
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ていただき、対面で事後交流を行なった。事後交流では、調べ学習や

オンライン交流会で疑問に感じたことを英語で質問し、回答していた

だいた。そして、お互いにお土産を交換し、記念撮影を行なった。  

 

  
フィリピン大学附属高校の先生との事後交流の様子  

 

エ ルーマニア  

（ア） 取組概要  

ルーマニア班は 25 名の生徒が所属し、海外連携校であるルーマニア

のイオン・クレアンガ高校との交流を通じて、異文化について積極的に

学ぶ態度を育成するとともに、異文化への理解を深めることを目的に取

り組んだ。今年度についても海外研修は実施できなかったが、調べ学習

やイオン・クレアンガ高校留学生、スイス人留学生との交流、愛媛大学

特命アンバサダー清水史先生や本校英語科砂田倫子先生による講話を

通して学びを深めた。  

 

（イ） 取組内容  

ａ 調べ学習  

25 人の生徒が８つの研究テーマに分かれ、ルーマニアに関する班別

調べ学習に取り組んだ。各班の研究テーマは、１班から順に「デザイ

ン」、「食文化」、「歴史と伝統工芸」、「数学」、「観光地」、「農業」、「教

育」、「建造物」であった。７月６日に中間発表会、９月 14 日に最終発

表会を行い、各班が取り組んだ調べ学習の成果を発表した。また、イ

オン・クレアンガ高校との動画による交流に向けて、調べ学習の発表

内容を収録した動画作成を行った。  

 

ｂ 日本紹介動画の作成 

夏休みには、イオン・クレアンガ高校に送る日本紹介動画の作成に

各班で取り組み、８月 31 日に発表会を行った。テーマは１班から順に、

「日本の女子高生の放課後」、「松山紹介」、「愛媛の綺麗なスポット」、

「日本の運動会」、「松山歩き」、「日本のお菓子」、「日本の部活動」、「茶

道」であった。生徒は画面の漢字にルビを付けたりゆっくり話したり

するなど、伝わりやすい工夫を凝らしていた。調べ学習の発表動画と

日本紹介動画をイオン・クレアンガ高校に gigafile 便を利用して送っ

た。残念ながら相互に感想のやりとりをするところまで繋がらなかっ
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たが、日本紹介動画の作成を通して日本の文化や愛媛、松山の良さを

再確認することができた。  

 

ｃ イオン・クレアンガ高校留学生との交流  

10 月 14 日に、本校に留学中のイオン・クレアンガ高校の生徒２名

と先生に来ていただき交流を行った。班ごとにそれぞれ自己紹介を行

った後、かるた、折り紙、竹とんぼなどの日本の遊びを通して交流を

深めた。調べ学習を行ってきたルーマニアの方と直接交流することが

でき、互いに理解を深める良い機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イオン・クレアンガ高校留学生との交流会  

 

ｄ 砂田倫子先生の講話 

11 月４日に、本校英語科砂田倫子先生に参加していただき、先生が

訪れたフランス、イタリア、スペイン、トルコについての講話を聴講

した。フランスでの海外ボランティアの経験や、地元の人たちとの交

流、各国の料理や文化、街並みについて、たくさんの写真を見せてい

ただきながらお話いただいた。また、その国の人たちの性格や雰囲気、

治安なども教えていただき、ルーマニアを含む東欧やヨーロッパの

国々について学ぶことができた。  

 

ｅ 清水史先生の講話  

11 月 18 日に、愛媛大学特命アンバサダーの清水史先生に来ていた

だき、ルーマニアについての講話を聴講した。清水先生が何度も訪問

したルーマニアについてお話いただき、交流の際に日本からルーマニ

アへ桜を送った時のエピソードは生徒の印象に残った様子だった。ル

ーマニアの紙幣や貨幣を見せていただき、日本とは異なるカラフルな

お金を見たり触れたりすることでルーマニアの文化を実際に感じるこ

とができた。  
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清水史先生の講話  

 

ｆ スイス人留学生との交流  

12 月２日に、スイス人留学生のカリムさんとサミさんに来ていただ

き交流を行った。スイスの地理や文化、食べ物や産業についてのお話

を伺った後、質疑応答で交流した。生徒から、スイスの学校生活や海

外の方から見た日本についての質問があり、丁寧に答えていただいた。

ヨーロッパの文化や歴史の素晴らしさ、日本の良さを再認識する良い

機会になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スイス人留学生との交流会  

 

オ モザンビーク  

（ア） 取組概要  

今年度のモザンビーク班は、選択生 15 名で異文化理解の授業を行っ

た。始めに、モザンビークについて関心のある分野を生徒個々人が考

え、それらを基軸としてテーマごとにグルーピングを行った。グルー

プごとに設定したテーマに基づき、調べ学習を行い、プレゼン資料を

作成した。その後、愛媛大学国際連携推進機構の小林修先生から現地

の様子や実体験などを紹介していただき、モザンビークの現状と課題

を再確認した。最終的にはモザンビーク班全体で、どうして支援をす

るのか、私たちに何ができるのかについて話し合い、モザンビークか
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ら日本が学び得ることへと学習を深化させた。また、えひめグローバ

ルネットワークとの連携を通して、モザンビークの人々の生の声や暮

らしぶりについて理解を深めた。  

 

（イ） 取組内容  

ａ モザンビークについての調べ学習  

生徒個々人がそれぞれ関心のある分野を考えた上で、「経済格差」

「環境」「教育」「食文化」「観光」の５つのテーマを設定し、グルー

プを形成して調べ学習を行った。２学期に成果発表を愛媛大学国際連

携推進機構の小林修先生に参観いただき、発表内容についてのアドバ

イスや、現地の最新情報をご教授いただいた。Padlet という情報共

有アプリを活用し、生徒一人ひとりが集めた情報を全員で共有し、モ

ザンビーク班としてモザンビークの何をどのような形で校内発表す

るべきかを話し合い、統一テーマを決めた。 12 月には校内のプロジ

ェクトコンテストで２名の生徒が今年度の取組を発表し、校内でのモ

ザンビーク理解に貢献した。  

 

      発表会の様子  

  

ｂ 愛媛大学国際連携推進機構  小林修先生の講話  

実際に何度もモザンビークを訪れたことのある愛媛大学国際連携推

進機構の小林修先生から、インターネット検索では得られない現地の

情報をＳＤＧｓに絡めてご紹介いただいた。例えば、モザンビークで

はゴミを埋め立て処理しているが、その中には支援という名で日本な

ど先進国から送られた誰も着ない洋服なども含まれていること。生ゴ

ミも一緒に埋め立てられているため、度々ガスが発生するが、まだ使

用できるものを探すためにゴミ埋め立て地の側に暮らしている貧困層

の人々がいること。また、現在モザンビークでこの課題を解決するた

めに使用されているガスの発生を防ぐ技術が、日本で考え出された技

術であることなどである。  

一方的に想像して行う支援は、的外れで課題を大きくする可能性が

ある。現地で必要とされているものや技術を正しく知り、現地で持続

できる形に変えて応用することで、生きた支援になると痛感した。私

たちにできることは、まず互いの歴史や文化を正しく理解して人間関

係を築くことで、その相互理解から互いの課題と協力できることに気
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付くことができると感じた。 

 

ｃ えひめグローバルネットワークとの連携・交流活動  

地元のモザンビーク支援団体であるえひめグローバルネットワーク

と連携し、モザンビークでの国際協力活動や、ESD（持続可能な開発

のための教育）の普及活動の様子をリアルに知ることができた。本校

卒業生も現地で活躍している縁で交流活動の機会を紹介していただき、

積極的に参加した。  

６月 21 日、松山市内の新玉小学校にモザンビーク日本大使の木村さ

んが訪れると知り、交流活動に参加し、発表させていただく予定であ

ったが、大使の体調不良により中止となった。８月 18 日、モザンビー

ク班の生徒５名がモザンビークのパラリンピック陸上選手イラーリオ

さんとのオンライン交流会に参加した。日本語と英語とポルトガル語

を駆使しての交流となったが、市内の小中学生のモザンビーク支援の

熱を実感し、身の引き締まる思いをした。学校行事と重なり、参加で

きない交流会もあったが、校外においても活動の幅を広げることがで

きた。  

 

（３）評価方法 

「キャリア学習」、「地球環境」では毎回の講義後、講義の内容、感想、自己評

価（態度、関心、理解、総合の４項目について、Ａ～Ｃの３段階で評価）を記入

したレポートを提出させた。講義の内容を簡潔にまとめられているか、講義を聴

いて何を感じ考えたか、意欲的に講義に取り組み、理解することができたかを総

合的に評価した。生徒は 14 回の授業でこのレポートを提出し、レポートは毎時

担任が得点化する。「異文化理解」では授業への取組を評価すると共に、授業ごと

に提出する活動記録用紙の記入内容やプレゼン発表を行った際の発表内容、発表

態度等を総合的に評価した。年度末にはそれらの結果と各分野への積極性を合わ

せて５段階で評価を行う。  

 

（４）授業の評価  

「キャリア学習」では、コミュニケーションに必要なスキルやその本質について

学んだ。留学経験のある大学生にゲストスピーカーとして参加していただき、効果

的なプレゼンテーションの実例を見るとともに、現地での経験とコロナ禍の今考

えていることを聴くことができた。マスクや行動制限によりコミュニケーション

が難しくなったからこそ、コミュニケーションについて考えを深めることができ

た。 

「地球環境」では生態系や環境問題に関する最新の研究内容に触れることがで

きた。グローバル化や生物多様性の問題、環境問題、地球温暖化、薬剤耐性菌の問

題などは、どの問題も法文学、理学、医学、工学、農学など多くの分野にまたがっ

ており、その解決に向けて既に多様な取組が行われていることを学んだ。それぞれ

の講義で、地球のために自分たちができることは何かを考え、発表したり感想に記

したりした。課題解決に取り組む基礎となる素養を身に付けることができたと思

われる。  

「異文化理解」ではどの国においても、調べ学習や発表資料の作成、プレゼン発
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表に意欲的に取り組む様子が見られた。コロナ禍により交流活動に制限がある中

で、愛媛大学の先生や留学生、ＡＬＴの先生や海外連携校など多くの方々に御協力

いただき、各国ごとに工夫した学習活動を行うことができた。他国の歴史や文化を

知るとともに、その国で実際に暮らす人々について理解を深めることができた。  

 

（５）課題及び改善点  

「グローバル・スタディーズⅠ」においては、「キャリア学習」、「地球環境」「異

文化理解」の３分野から、日本と世界の課題について考察させた。  

通常であれば大学の先生から直接講義を受けるが、一昨年度から新型コロナウ

イルス感染防止のため３教室に分かれてプロジェクタを用いたオンラインでの

実施となった。対面での指導やグループディスカッションで考えを共有したり深

めたりする活動が行えないことは大変残念であったが、席の周辺の生徒との意見

交換や教室内のカメラに向けて意見を発表するなどができた。大学の先生方はそ

れぞれに工夫したプレゼンテーションを準備してくださり、生徒にとって貴重な

学習の機会となった。  

「キャリア学習」においては、プレゼンテーションにおける様々な技術を学ぶ

ことができた。身近な関係作りからグローバルな交流まで、今後の様々なコミュ

ニケーションに役立ててくれることを期待したい。しかし、感染状況の問題によ

り実践的な活動についてはほぼ実施できなかった。生徒自らが講義内容を生かし

て効果的なプレゼン作成を行う場を設けたかった。  

「地球環境」においては、環境に関する様々な課題について理解を深め、それぞ

れ解決方法を考えることができた。しかし、考えれば考えるほど課題解決のため

に私たちにできることは僅かで、その僅かに思えることを実行し続けなければ課

題解決には近づけない。今後は私たちにできることを実行し続けようとする工夫

を考えることが必要であると感じた。  

「異文化理解」においては、新型コロナウイルス感染拡大や世界情勢不安のた

め、海外研修を実施することができなかった。どの国の担当者も限られた交流活

動の中でどのような学習が進められるかを模索して工夫した。アメリカ班は

Fripgrid による動画のやり取りを行い、フィリピン班は教員が互いに行き来しつ

つ Zoom を利用することで交流することができ、ルーマニア班は留学生を迎える

ことができた。相手国も交流の機会が失われたことを残念に感じており、どの国

の人々ともその気持ちは共有できるということを実感した。海外研修は数名のみ

の活動だが、ＩＣＴを効果的に利用することで多くの生徒が実際に交流すること

ができる。直接、外国を訪れ異文化に全身で触れる海外研修は確かに魅力的だが、

ＩＣＴを用いた交流にもさらなる可能性を感じた。  
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５ グローバル・スタディーズⅡ  

（１）授業のねらいと年間計画  

① 授業のねらい  

グローバル・スタディーズⅠの発展型として位置づけており、海外研修や海

外フィールドワークの経験を踏まえ、国際法や国際教育論等、アジア・中東・

アフリカ・ラテンアメリカ・ヨーロッパ地域等の内在的な理解と国際関係の諸

問題を深く学ぶ。  

愛媛大学が連携している海外の大学等（４～５か国）をリモートで結び、特

別講義（国際理解、諸問題、ＳＤＧｓへの取り組み等）を通訳等を介して受講

する。さらに、愛媛大学留学生との交流やディスカッション、各種イベント、

コンテストなどへの参加するための準備、英語でのプレゼンを実施する。「キャ

リア学習」、「地球環境（環境倫理、生態系、生物多様性、持続可能な開発等）」

「異文化理解」の３分野の学習を通じて、１年次の「ローカル」を基礎とし、

協定校の視点から世界を見ることによって、地域の課題と世界の課題の繋がり

を発見する。また、協定校と協力して世界の人々と積極的に交流し、コミュニ

ケーションを図ろうとする態度を養う。この交流のなかで、学び方やものの考

え方等の自己学習力を養い、自己の生き方や進路についても考える力を習得す

ることをねらいとする。  

 

② 年間計画  

回 月 日 実 施 内 容 

１ ４月 15 日（金） グローバル・スタディーズⅡ ガイダンス  

２ ４月 22 日（金） ルーマニア調べ学習①  

３ ５月 ６日（金） ルーマニア調べ学習②  

４ ５月 13 日（金） ルーマニア調べ学習③  

５ ５月 20 日（金） 広島大学 教育開発国際協力研究センター  

副センター長・准教授  日下部 達哉 先生 

「日露戦争と愛媛」  

６ ５月 27 日（金） ルーマニア調べ学習④ 

７ ６月 ３日（金） ルーマニア調べ学習⑤ 

８ ６月 10 日（金） アメリカ テキサス大学 テレサ先生  

「Student Solutions in Response to the Pandemic:  The 

COVID-19 Engineering Design Challenge」 

９ ６月 17 日（金） フィリピン大学 ロリーナ先生  

「 Understanding the Vulnerabilities of Filipinos to 

Online Disinformation」 

10 ７月 １日（金） アメリカ ベラ・ビスタ高校  森山 菜々子先生 

「世界のつながり方について考える  －アメリカでの日本

語教育、インドでのボランティアの経験をもとに－」  

11 ７月 ８日（金） 台湾 義守大学附属高校 堀野 善康先生  

「みんなができる日本国内での国際貢献  －やさしい日本

語の使い手になろう―」 

12 ７月 15 日（金） ルーマニア バベシュボヤイ大学 ロディカ先生  
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「 世 界 理 解 The Japanese Dream ： Discovering and 

Rediscovering the Other」 

13 ８月 26 日（金） 岡山理科大学  学生支援機構  グローバルセンター  

IB 教員養成プログラ  コーディネーター  木村 光宏先生  

「海外の教育プログラムによる教科横断の学び」  

14 ９月 ２日（金） 広島大学大学院生  林田 勇太氏 

「How is International Exchanges in the University？

～My field work experiences in India～」 

15 ９月 ９日（金） まとめ・レポート作成① 

16 ９月 16 日（金） まとめ・レポート作成② 

17 ９月 30 日（金） まとめ・レポート作成③ 

18 以降 進路学習  

  

（２）授業概要  

① 「ルーマニア調べ学習①～⑤」 ４月 22 日（金）・５月 ６日（金）・ 

５月 13 日（金）・５月 27 日（金）  

６月 ３日（金）  

受講生徒 68 名を２～４人で構成され

るチームに分かれ、全 10 時間をかけ、ル

ーマニアに関する調べ学習・動画作成を

行った。10 月実施の国際会議に合わせて

ルーマニア高校生が来校することが決

定していたため、事前学習としてルーマ

ニアの現状把握と日本との相違点をテ

ーマとして取り組んだ。テーマは様々

で、民族問題や人口問題、貧困、農業、

エネルギー、防災、マンホール  

チルドレン、経済状況など、多岐に渡り、内容を深めることができた。イン

ターネット上の情報が少ない場合は、英語論文から引用したり、作成資料も

英訳を記載するなどの工夫を凝らした。また、日本語を学習している現地校

生徒の理解促進を目指して、可能な限り難しい日本語を使用しない、漢字に

はルビを振るといった工夫を凝らした。２年次のグローバル・スタディーズ

Ⅰの授業で得たことを活かそうと協議を何度も重ね、ＩＣＴを活用した資料

の整理により、コミュニケーションスキル・プレゼンスキルを実践的に学ぶ

ことができた。  

 

② 「日露戦争と愛媛」 ５月 20 日（金）   

広島大学 教育開発国際協力研究センター  副センター長・准教授   

日下部 達哉 先生 

深刻化しているロシアとウクライナの現状を踏まえ、司馬遼太郎著「坂の

上の雲」における秋山兄弟と当時の時代背景を紐解きながらロシアと愛媛県

との関連に関する講演となった。日露戦争時に、日本の騎兵隊（騎兵第一旅
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団）を率いた秋山好古の功績を称えな

がら、秋山兄弟のふるさと松山に話が

発展した。ー藩閥政治はあったものの、

貧乏士族の倅が将官になることができ

た日本軍部の人材活用システムは、貴

族階級と農奴階級にわかれており、溶

け合うことが一切なかったロシアの人

材活用システムと一線を画しており、

その違いが秋山兄弟が活躍できた要因

であるとのお話をいただいた。また、余

計な管理をしない伊予の土地柄が利発な兄弟を育んだとの見解を示された。

ロシアウクライナ問題を自分事として捉える機会となったと振り返る生徒

も多かった授業となった。  

 

③  「 Student Solutions in Response to the Pandemic:  The COVID-19 

Engineering Design Challenge」 ６月 10 日（金） 

アメリカ テキサス大学 テレサ先生  

実施形態は、まず YouTube 動画を視聴   

し、一つ以上英語で質問を考える。その

後、ＰＤＦファイル論文を読み、紹介さ

れている生徒たちのアイデアを確認し、

特に良いと思ったものを一つ挙げる。そ

の後、Word ファイルの雛形に沿って、

COVID-19 Pandemic を解決するイノベ

ーションを自分で考えて、提案する、と

いった流れのものであった。事前に、前

校長隅田学先生にも Zoom でテレサ先生

に関する紹介があり、続いて本日の授業の目標として①英語でゲストスピー

カーの紹介ができる。②英語でのレクチャーや発表聞いて、要点を把握する

ことができる。(質問ができる)③英語の文献を読んで、要点を把握すること

ができる。④国際的なコンテストで自分の考えを提案することができる。と

いうことを提案していただいた。通常の高大連携事業と比べ、授業内でのア

クティビティも多く、語学力向上を目指しながらパンデミックに対応した学

生の貝悦作について考えることができた。  

 

 

④ 「Understanding the Vulnerabilities of Filipinos to Online Disinformation」  

６月 17 日（水）  

フィリピン大学 ロリーナ先生  

 ＳＧＨのときから懇意にさせていただいているフィリピン大学からロリ

ーナ先生をオンラインでお招きし、「ネット上のデマに関するフィリピン人

の脆弱性への理解」というテーマでご講義いただいた。フィリピンにおいて

も日本と同様ＳＮＳの普及が顕著で、特に Facebook の活用が普及している

ため、パソコンだけでなくスマートフォンの活用により、多くの情報に触れ
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る機会が増えたことについて言及され

た。一方、フェイクニュースも年々増

加傾向であり、国政選挙など国内での

大きな動きがあるときもフェイクニュ

ースにより困難が生まれることを憂慮

されていた。今後を創ってゆく若者が、

自分自身で根拠を正確に捉え、解決に

向かう姿勢が大事だと発信された。ま

た、フィリピンに精通されている愛媛

大学法文学部菅谷成子先生もオンライ

ン参加され、ロリーナ先生からいただいた情報の補足や、英語補助として手

助けいただくなどサポートいただいた。  

 

 

⑤ 「世界のつながり方について考える  －アメリカでの日本語教育、インドで

のボランティアの経験をもとに－」  ７月１日（金）  

アメリカ ベラ・ビスタ高校  森山 菜々子先生  

 森山先生はベラ・ビスタ高校で日本

語の指導に当たっておられ、日本への

一時帰国に合わせ、対面講義していた

だいた。今年度初めての対面での授業

であったことに加え、Mentimeter や

Kahoot!を用いて、クイズなどを交えな

がら、ベラ・ビスタ高校の紹介をして

下さったり、インドでのボランティア

活動を通して経験した文化の違いにつ

いて、お話してくださった。「アメリカ

の高校で日本語を教えるとしたら、どんな授業を行うか」「ＪＩＣＡボランテ

ィアにどんな種類があるか、自分に合う職種を探す」の課題が出され、生徒

たちはその場で Google Forms に書き込む形で答えるなどしていた。生徒の

感想には「言葉を学ぶことを通して、その土地に根付いた文化やそこに住む

人々のことを受け入れられるようになりたい。好きなこと、得意なことを伸

ばすことによって、誰かの手助けができるようになりたい」というものがあ

り、森山先生の自分の好きなことにどんどん挑戦していく生き方に勇気づけ

られ、感銘を受けた生徒も多かった。参加型の講義に生き生きと取り組む姿

がとても印象的であった。 

 

⑥ 「みんなができる日本国内での国際貢献   

－やさしい日本語の使い手になろう―」  ７月８日（金）  

台湾 義守大学附属高校 堀野 善康先生  

 台湾の義守大学の堀野善康先生から日本語教育についてのご講義をして

頂いた。堀野先生は、アメリカと台湾で日本語教師をされたご経験があり、

アメリカでの経験、台湾の高雄がどのようなところか、台湾でどのような授

業をされているのかについてお話くださった。３年生は本来、修学旅行と海
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外研修班で台湾に行く予定であったが、新型コロナウィルス感染症拡大の影

響で国内へ変更となった経緯があったため、改めて台湾のことに向き合う時

間となった。４人班に分かれ、堀野先生のご出身である関西の方言を使って

自己紹介を行うことや、誕生日に欲しいものは何かといったアイスブレイク

のアクティビティを踏まえ、グローバル人材にとっての英語の位置づけや、

外国人は日本語をどのように捉えてい

るのか、実際に実施されている日本語教

育はどのようなものかを学んだ。考えて

意見を交わす活動がたくさんあり、活発

な授業であり、堀野先生のご講義は「気

付かせてくれる」お話が多く、日常の中

で見逃している大切なことに気づく習

慣が身に付く時間となったため、生徒か

らの反響の大きかった授業の一つとな

った。 

 

 

⑦ 「世界理解 The Japanese Dream：Discovering and Rediscovering the Other」 

７月 15 日（金）  

ルーマニア バベシュボヤイ大学 ロディカ先生  

動画や資料はすべて英語であり、生徒たちは内容理解にかなり苦戦してい

たが、どんなに難しい内容であっても理解しようとする姿勢や気持ちが大事

だということを学んだ。また、「俳句」「書道」「桜」などについて日本に住ん

でいる自分達よりも深いところまで興味・関心を持って下さっていることに

生徒たちは感銘をうけたようであった。この講義を通して、文化を学ぶこと

でその国の人の人間性も学べることが分かったようで、自分たちもその国の

言語を学ぶだけではなく、敬意をもってその国の文化を調べ、その国の人に

寄り添えるようになりたいと思ったとの感想が多く挙がった。 

 

 

⑧ 「海外の教育プログラムによる教科横断の学び」  ８月 26 日（金）  

岡山理科大学  学生支援機構  グローバルセンター  

ＩＢ教員養成プログラ  コーディネーター 木村 光宏先生  

 国際バカロレア（ＩＢ）とは、スイス

発祥の教育プログラムでインターナシ

ョナルスクール等で発展しており、

2005 年から日本の公立高校で実施され

ており、一般の学校の間にも広がって

いる教育プログラムであるが、初めて

聞く内容。であったと振り返った生徒

が多かった。木村先生はまず始めに、国

際バカロレアは、多様な文化の理解と

尊重の精神を通じて、より良い平和な

世界を築くことに貢献する、探求心、知識、思いやりに富んだ若者の育成を
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目的としていることをお話された。教師は、英語での講義が前提であり、今

講義でも数学（確率分野）を英語でご指導された。生徒は、ＩＣＴを活用し

て確率の理論値と実測値の違いを理解するとともに、班ごとで英語で協議し

あうことで、国際バカロレア教育の必要性を強く感じたようであった。グロ

ーバル化の現代の社会において、英語は必須となり、英語教育はさらに発展

していく。その中で、探求心、知識、思いやりに富んだ将来世界で活躍でき

る人材育成のために必要な教育の一端に触れることがことができた。 

   

⑨ 「How is International Exchanges in the University？  

～My field work experiences in India～」   ９月２日（金） 

広島大学大学院生  林田 勇太先生 

 林田先生はインドの私学教育につい

て研究をされており、インドに行かれ

たご経験より、貧困が子どもの教育に

どのような影響を与えているのか、イ

ンドの富裕層が私学教育に熱心な理由

などについてお話いただいた。また、広

島大学・大学院での国際色豊かな学生

生活についてもお話いただいた。英語

での講義であったが、生徒たちはほぼ

理解し、メモをとったり、Sli.do を利用

して先生の質問に答えたりしていました。ストリートチルドレンの置かれて

いる状況や教育格差の深刻さには改めて衝撃を受けた振り返り意見が多か

った講義であった。年齢が近いせいか、生徒から質問がたくさん出ており

Sli.do からの個別の質問にも後日メールで丁寧にご返答下さった。外部の先

生から特別講義をいただくのは今回が最後であったが大変充実した  

本事業を通じて国際理解、各国が抱える諸問題、ＳＤＧｓへの取組など多く

のことを学び、考える時間となったと振り返っている。  

 

 

（３） 評価方法   

  以下の３点を総合的に判断し算出した。  

    ・毎授業後に提出するレポート  

    ・ルーマニア送付用のプレゼン動画  

    ・最終レポート 

 

（４）授業の評価  

授業初年度となったが、愛媛大学の協定校やＷＷＬ事業で構築したＡＬネットワ  

ークにご協力いただき、５か国８名の先生方に講師を担当いただいた。受講生徒を

対象に行ったアンケート項目の一つ「なぜ本授業を選択したのか」に関しては、「２

年次までに培った異文化学習をさらに深めたかったから」「語学力を向上させたか

ったから」「世界の課題やそれに向けた解決を知りたかったから」の意見が多く見ら

れた。結果的に、これら３点の生徒要望に応えられたのではと考えている。授業担

当いただいた講師の先生方にも事前に本校の事情や科目設定の位置づけなどを伝
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えており、授業を通じてお応えいただいた。実際、事後アンケートを見ても、満足

した生徒の割合が全体の 96.2％と高い数値として表れている。中でも「コロナ禍で

も、様々なジャンルの講義を聞くことができ、世界を見つめ、現状を把握しグロー

バルな視点と課題を解決したいと思うことができた」といった意見が散見され、地

域等の内在的な理解と国際関係の諸問題を深く学ぶといった観点では、大きな意義

があったと実感している。１年次「ＳＤＧｓ伊豫学」、２年次「グローバル・スタデ

ィーズⅠ」といった「地域」「海外」に視点を置いた授業を系統的に結び付け、３年

次「グローバル・スタディーズⅡ」として、高大連携の国際化・高度化の一端を担

えたことはグローバル人材育成に貢献できたと担当者一同考えている。  

 

（５）課題及び改善点  

課題は「現地高校生とのオンライン交流」「課題解決に向けた討論の少なさ」が挙

げられる。コロナ禍で海外協定校の中には未だロックダウンしている高校もあるた

め、オンライン交流には調整がいるが、討論の更なる導入は可能である。次年度は

生徒の課題発見・解決力の更なる向上を目指して、マイナビの Lotus の利活用を検

討している。また、次年度は他校にも事業の参加を案内することで、ＷＷＬ事業を

通じて開発された本校カリキュラムの一端を共有し、グローバルキャンパスの広が

りをみせたい。  
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６ 課題研究Ⅰ  

（１）授業のねらいと年間計画  

① 授業のねらい  

本校生徒１年生と２年生は、１年次に地域の歴史や文化、環境などを学習す

る「ＳＤＧｓ伊豫学」および農業実習を通して農業の六次産業化に向けての現

状と課題を学習する「ＳＤＧｓ探究Ⅰ」の２科目を履修する。その目的は、「ロ

ーカル」な課題を知り、それを解決していく姿勢を生徒に身に付けさせること

である。  

また、２年次には地域の課題と世界の課題とのつながりを理解する「グロー

バル・スタディーズⅠ」および協定校と協力して異文化を理解する「異文化理

解」の２科目を履修する。この２科目の履修を通じて、１年次の「ローカル」で

学習した内容を「グローバル」な観点から考察していこうという姿勢を生徒に

身に付けさせることがねらいである。  

また、１年次から培ってきた知識や問題意識を、実践を通して解決を図るこ

とを目的とした「課題研究Ⅰ」を履修する。「課題研究Ⅰ」では、１年次の「ロ

ーカル」と２年次の「グローバル」を統合しつつ、「グローカル」な視点から多

様な教科・科目の選択履修によって深められた興味・関心にもとづいて、生徒一

人ひとりが自ら課題を設定し、その課題の解決を図る。この実践を通して、課題

解決能力や自発的、創造的な学習態度を養い、研究能力の基礎を涵養するとと

もに、自己の将来の進路選択を含め、人間としての在り方生き方について考え

る力を身に付けさせることがねらいである。  

さらに、３年次には「課題研究Ⅱ」と「グローバル・スタディーズⅡ」の２科

目から選択履修し、２年次の学びをさらに深める。  

 

② 年間計画  

本校の「課題研究Ⅰ」は、１年次の 10 月から２年次の９月にかけて、次に示

す計画で実施する。  

１ 

年 

次 

月 大  学 高  校 

10 ・「課題研究Ⅰ」キーワードの作成  ・「課題研究Ⅰ」ガイダンス 

11 

・キーワードの見直し  

・指導教員の選定と（42 名）「指導

可能テーマ」の提案  

・研究内容希望調書作成  

・文献調査にもとづく自主学習 

・指導可能テーマ一覧のとりまとめ 

12  
・テーマ希望調査・事前学習 

・１年学年団によるテーマ調整  

１ 

 ・テーマ決定・実施に向けた日程調整 

・高校側学部担当教員との打ち合わせ  

・高校側担当教員の決定と連絡  

２ 

 ・研究計画書（進路希望含む）の 

担任への提出 

・大学へ希望生徒一覧を提出 

３ 
・生徒と担当大学教員との面談（指導・助言）  

・研究テーマおよび内容の修正、「課題研究Ⅰ」実施 
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（
２
年
次 

２
単
位
時
間
） 

月 大  学 ・ 高  校 

４  大学教員指導のもと、「課題研究Ⅰ」を実施  

５       〃  

６       〃  

７  〃              、「課題研究Ⅰ」中間発表会（校内）  

８       〃  

９  「課題研究成果発表会」（ポスターセッション：愛大ミューズ・Web 発表会）  

10 「研究要旨 (600 字程度 )」提出  

11  

12 「課題研究成果発表集」・「課題研究パンフレット（ＳＤＧｓ）」作成  

１   

２  「課題研究代表者発表会」（プレゼンテーション：南加記念ホール・Web 発表会）  

 

③ 活動時間・場所・内容  

金曜日の５～６限を用いて「課題研究Ⅰ」を実施する。生徒はこの時間を用い

て月に１回程度の割合で愛媛大学の大学指導担当教員のもとを訪問し、指導を

受ける。大学を訪問しない日については、高校の各教室や図書室などを用いて

研究を行う。ただし、大学指導担当教員の授業等の理由から、金曜日以外の平日

の放課後に、指導を受ける場合もある。  

実施時間  場 所          活動内容  

 金５～６限 
 （13:30～15:10） 

愛媛大学各学部内
および高校内  

 大学側教員の指導（指示）による研究  
(高校側教員の指導（指示）による研究 ) 
(課題研究の記録（実施計画と実施内容）を生徒
にまとめさせるとともにファイルさせ、その都
度面接する) 

 

（２）授業概要  

① 本校の「課題研究Ⅰ」について  

本校の「課題研究Ⅰ」は、生徒が全体で共通テーマを追究するのではなく、

各自がその進路を視野に入れつつ、自分の興味関心を深く追究することが特

徴である。そのように設定した理由は、生徒一人ひとりが個別のテーマで「課

題研究」を実施していくことで、グローバル社会に対応するために自ら主体

的に考え、他者の声に耳を傾け、多様性を許容する資質が涵養されると考え

たからである。  

生徒一人ひとりが研究テーマを設定できる前提として、地域に関する理解、

グローバルな課題に関する理解があり、さらにはコミュニケーション能力や

幅広い知識を持ったうえで、これらを総動員して多様な視点から多様な事象

を探求する能力を身に付けている必要がある。愛媛大学の教員（42 名）の協

力を得て、本格的な「課題研究Ⅰ」を行うことを踏まえ、愛媛大学の学部毎

に「課題研究Ⅰ」のキーワードを後述の通り設定している。 

研究テーマを決める手順は、まず生徒が関心のあるキーワードを選択し、

そのキーワードを専門とする大学教員と生徒の間で研究内容についてマッ

チングを行っている。そして、大学教員の指導のもと国際的な社会課題やビ

ジネス課題を解決する等の研究をしていく。この「課題研究Ⅰ」を通して、

学びのすばらしさを体感し、自らの未来を切り開いていく力を養うことによ

り、グローバル人材としての資質を身に付けさせる。 
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２年次の４月以降から、月に１回程度大学担当教員の指導のもと研究を

進め、７月には全生徒が中間発表会を行い、９月には愛媛大学ミュージア

ムにおいて全生徒参加のもと、課題研究成果発表会をポスターセッション

の形式で実施する。また、２月には各学部代表グループによる「課題研究代

表者発表会」を愛媛大学で実施する。各生徒の担当として全高校教員が本

授業を担当しており、活動中の安全管理や、授業前後の連絡調整を行うほ

か、テーマ決定や発表練習までの指導はもちろん、資料や記録の収集・保管

方法やメールの書き方に至るまで、細かな指導を１人ひとりに行っている。 

 

② 研究テーマの決め方（フローチャート）（令和５年度）  

 

 

大学  高校  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 31 日 

「課題研究Ⅰ」  

テーマの決め方  

キーワード希望調査・調整  

キーワードをもとに  

テーマ・研究内容作成  

報告  

12 月 12 日  

指導可能テーマ  

（生徒の作成した研究内容を  

参考に）  

提示  

1 月 10 日  

大学指導教員  

指導可能テーマのキーワード  

受入可能グループ  

提示  

10 月 11 日  

１年学年団による調整・研究計画書を大学に提出  

      各学部コーディネーターと高校側チーフとの連絡・調整  

グループ一覧作成  ２月 28 日  

生徒と担当大学教員との面談（指導・助言）、最終マッチング  

研究テーマ及び内容の修正  

「課題研究Ⅰ」実施  

「課題研究Ⅰ」  

テーマ決定  
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③ 指導体制組織図  

次の図・表に示すように、各学部のコーディネーターと高校側担当チーフが

学部全体に渡る調整を行った。本校の全教員は、いずれかの学部の担当として

配置され、各学部指導教員とともに、生徒の研究について、指導・助言を行っ

た。  

 

       〈大学側指導体制〉                                    〈高校側指導体制〉  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大 学 側 教 員   コ ー デ ィ ネ ー タ ー  高 校 側 学 部 担 当 チ ー フ  

 統 括  

 (社 会 共 創 部 )  

 

 

 川口 和仁 

  

主幹教諭     角藤 寿樹  

２学年主任    髙市佳代子  

２学年副主任    中川 和倫 

法 文 学 部  齊藤 貴弘 国語科主任    大西 倫紀 

教 育 学 部   秋山 正宏 英語科主任    佐伯恵美子  

社 会 共 創 学 部   入江 賀子 地歴・公民科主任  谷井 正和 

理 学 部   高田 裕美 理科主任     松本 浩司 

医 学 部   小林 直人 保健体育科    角藤 寿樹 

工 学 部   黄木  景二  数学科主任    平田健太朗  

農 学 部  阿野 嘉孝 農業科主任    光宗 宏司 

     

④ 大学指導教員から提示されるキーワード  

生徒は、大学指導教員から提示される「課題研究Ⅰ」に関するキーワードを

参考に、「課題研究Ⅰ」で取り組みたい研究および指導を希望する教員を選定し

た。教員の選定終了後は、研究計画書を作成し、２月下旬から３月下旬にかけて

マッチングを実施した。マッチングとは、生徒の希望する研究内容に対して、大

学指導教員が指導可能かどうかの具体的な打合せである。マッチングは学部単

位で実施し、指導教員および生徒が面談を通じて、研究の方向性を確定させた。  

マッチング終了後は、大学指導教員から４月以降の研究に向けての具体的な

指示・アドバイスがなされ、生徒は４月からの研究に向けて、本格的に準備に入

った。  

「課題研究」  

統  括  者  

校  長  

（副校長）  

主幹教諭  

各学部コーディネーター  
各学部担当チーフ  

（教科主任）  

各生徒担当教員  

学年主任（副主任）  

各学部指導教員  生  徒  
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⑤ 生徒のテーマ一覧（令和４年度） 

令和４年度の「課題研究Ⅰ」における生徒のテーマは次のとおりであった。 

法文学部  

「誹謗中傷の現状と対策、その後の対応  ～被害者を守る法律  with SDGs～」  

「高校生が考えるコロナ禍の不安と差別・誹謗中傷」  

「平和学と戦争体験記録の活動（ SDGs GOAL 16 Action）～ SDGsGOAL16 の解決に向

けて日本の若い世代が個人でも参加できる社会の仕組み～」  

「翻訳の可能性  ～作り手の思いを汲み取ることはできるのか～」  

「宮崎駿映画から見る日本の宗教観  ～アニミズムに着目して～」  

「なぜ子ども食堂が増えているのか？」  

「韓国語と日本語に見られる類似点と相違点」  

 

教育学部  

「通常学級における児童生徒の困り感の解消とユニバーサルデザインについての研

究  ～支援の現状と課題～」  

「未来の英語の推測  ～英語表現の変遷から考える～」  

「今も続く水俣病  ～この問題が何を問いかけているのか～」  

「松山の街づくり  ～歩いて暮らせる街づくり～」  

「コンピュータで作る音楽について  ～ AI との比較～」  

「美術の表現と鑑賞  ～制作者の意図と鑑賞者の解釈～」  

「高校生における自立した学習への動機づけ支援  ～自己の学習へのやる気を見出

すために～」  

「動物園動物の環境エンリッチメント  ～ネコ科動物にマタタビ等を与えたときの

対応～」  

「モーゼ効果観察装置の開発」  

「 CD のトラックピッチの測定」  

「特別支援が必要な子どもへの教育  ～生活単元学習をより良くするには～」  

「特別支援教育と周りの人々の関わり」  

 

社会共創学部  

「企業戦略の現状と課題  ～日本の企業の成長のために～」  

「情報化が進む中、世代によるアプリケーションからの影響とは」  

「女性活躍推進の現状と課題  ～女性の地位向上に向けて～」  

「魅力的なまちづくり  ～松山市の観光の活性化を目指して～」  

「地元の人に愛される観光地とは  ～道後温泉を例にして～」  

「内子のじゃばらの魅力を発信しよう  ～オリジナルレシピを取り入れたパンフレ

ット作成を通して～」  

「シニアとスポーツ  ～シニアの皆さんに健康生活を送っていただくために～」  

 

理学部  

「多面体から見る切頂多面体」  

「キウイフルーツ中のビタミン類の有効活用にむけて」  

「自動給餌・水替えシステムを用いたマツカサガイ稚貝の水槽飼育」  

- 89 -



「マツカサガイの温度変化」  

 

医学部  

「ヘルスプロモーションと中・高校生の健康  ～持続可能な健康づくりのために

～」  

「看護の在り方について  ～コロナウイルスの経験を手掛かりに～」  

「世界の医療格差  ～生まれる命を救うために～」  

「小児がんと晩期合併症  ～知名度の向上を目指して～」  

「口内炎について詳しく理解しよう  ～クイズ形式で理解度をはかる～」  

「仮想実験を用いたマスクの性能調査」  

 

工学部  

「高圧力場を用いた新しい機械材料の探索」  

「物質と電気抵抗  ～温度と光の影響～」  

「産業系廃棄プラスチックと海洋マイクロプラスチック汚染の関係  ～海の環境汚

染を解決するために～」  

「廃材を電力へ  ～バイオマス発電で SDGs に取り組む～」  

「磁性体を使った冷却材料の研究」  

「深層学習を用いた自然言語処理の研究  ～人工知能とコミュニケーションをとろ

う～」  

「ＶＲ酔いについて」  

 

農学部  

「柑橘類の品種間での生理落花・落花の環境差による差異」  

「トマト果実の成長に及ぼす塩処理と植物ホルモンの影響」  

「移住者による新規参入者の拡大推進  ～担い手の実態、政策に視点を当てて考え

る～」  

「愛媛県の農産物ブランドに秘められた可能性について  ～キウイのブランド化

～」  

「利便性の高いセルロースをつくる酢酸菌株と培養条件の探索」  

「酢屋で植え継いできた酢酸」  

「菌と野外で採集された酢酸菌  ～糖濃度耐性からみる 400 年の進化～」  

「農産廃棄物の有効利用を目的とした温州ミカンの葉による後発酵茶の試作」  

「メダカを用いた松山市内の河川の安全性評価」  

 

⑥ 「課題研究成果発表会」について  

今年度の「課題研究成果発表会」は新型コロナウイルス感染症対策により、

昨年度と同様に校内発表会と Web 発表会に代替実施した。校内発表会におい

ては、生徒が各学部に分かれ、作成したポスターを投影し、ポスターセッショ

ンを２回行った。Web 発表会は、発表の様子を録画しその動画を Web 上にア

ップロードし、校内外の教育関係者に閲覧していただいた。数多くの閲覧者か

らコメントをいただき、論理的な思考力、プレゼンテーション能力を培った。

アクセス数は延べ 5,000 を超えた。  
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ア 実施日（配信期間）  

（ア） 校内発表会 令和４年９月 16 日（金）  

（イ） Web 発表会  令和４年９月 16 日（金）～令和４年９月 30 日（金）  

イ 実施場所  愛媛大学附属高等学校  

ウ 対 象  ２年生全員（119 名）  

法文学部：７グループ 20 名 教育学部：12 グループ 23 名  

社会共創学部：７グループ 22 名 理学部：４グループ５名 

医学部：６グループ 19 名 工学部：７グループ 14 名 

農学部：８グループ 16 名 

エ 参加者  

（ア） 校内発表会 １年生全員(122 名) 

（イ） Web 発表会  本校生徒教職員・校外関係者（アクセス数 5、030）  

オ 発表形態  ポスター発表 

 

 

⑦ 「課題研究代表者発表会」について  

各学部から１つの代表グループが「課題研究」の取組について発表を行った。

今年度は、３年ぶりに新型コロナウイルス感染防止対策を徹底し、対面による

南加記念ホールでの代表者発表会を実施した。ただし、会場内に入場できるの

は事前に申し出のあった愛媛大学の関係者のみとし人数制限を行った。発表会

の様子は Zoom でライブ配信を行い、本校生徒１年生を始め、大学の先生など

多くの方が参加した。また、非同期による Web 配信も実施した。代表者は選

出されて以降、それまで行ってきた研究を見直し、より良いものにまとめる過

程で研究がさらに深まるとともに、大学進学後の継続的な学びの大きな動機付

けになるものであった。  

ア 実施日（配信期間） 

（ア） 代表者発表会 令和５年２月４日（土） 

（イ） Web 配信    令和５年２月７日（火）～令和５年２月 28 日（火）  

イ 実施場所  愛媛大学南加記念ホール  

ウ 発表者  各学部代表生徒（７グループ 21 名） 

エ 参加者  

（ア） 校内発表会  １年生希望生徒・２年生発表生徒(47 名)、校内関係者

（24 名） 

（イ） ライブ配信 １年生希望生徒（34 名）・校内関係者（９名） 

. 
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（ウ） Web 配信   本校生徒教職員・校外関係者（アクセス数 972） 

オ 発表形態  パワーポイントを用いたプレゼンテーション  
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⑧  生徒の作成したポスター例  
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（３）評価方法  

「課題研究」評価に係るルーブリックの開発を行うため、平成 27 年度から、愛

媛大学の大学教育再生加速プログラム高大接続推進室の下に、専門的な事項を検

討するため「『課題研究』評価ワーキンググループ」が設置された。「課題研究成

果発表会」では高校教員と大学教員が、ワーキンググループで作成したルーブリ

ック評価表（http://ap.hi.ehime-u.ac.jp/pages/?page_id=1052）を利用して評価

を行った。ルーブリック評価表は、「プロセス評価」シートと「課題発表評価」シ

ートがあり、それぞれに教員が生徒を評価することを念頭に置いた「フルバージ

ョン」と、生徒が自己評価や相互評価することを念頭に置いた「簡易バージョン」

がある。  

高校教員向けに実施した「ルーブリック評価アンケート」において、「生徒が自

らの進行状況を把握でき、次の目標を意識化できる。」や、「ルーブリック評価規

を使うと、生徒の課題研究の成果を高められる。」といった回答が増えた。ルーブ

リック評価を用いることで、教員は生徒の意欲が高まり、研究の成果が得られる

傾向にあると実感できている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）授業の評価  

① 生徒アンケート結果より  

今年度「課題研究の取組」について、「非常に意義がある」「どちらかといえ

ば意義がある」と回答した生徒は全体の約 91％となった（表１）。「課題研究の

成果」についても同様の傾向であったが、「十分な成果が得られた」の割合が

例年より高い数値となった（表２）。また、複数回答できる「課題研究で身に

付いたこと」に関しては、全体で 108 の回答が得られた（表３）。 

また、今年度は新型コロナウイルス感染防止対策を徹底し、対面での授業を

復活させたこともあり、生徒は大変充実した研究を行うことができ、課題研究

 

- 94 -



Ⅱの選択希望生徒も昨年を上回った。課題研究は生徒にとって大きな影響を与

えていることがうかがえる。 

  

② 大学教員アンケートより  

課題研究の指導を担当した大学教員へのアンケートにおいては、対面授業の

復活により、「十分指導できた」「どちらかといえば指導できた」の回答が 54％

と昨年より向上した結果となった。課題研究の成果については「十分な成果が

得られた」「一定の成果が得られた」との回答が 75％と例年並みであった。し

かしその反面、対面授業に臨む生徒の主体性、積極性に対する指摘を受けてい

る。本校生徒の物静かな性格によるものと思われるが、生徒自身がそれを打開

できるよう教員間で意識統一のもと指導にあたりたいと考える。  

対面による指導が緩和されたとはいえ、「十分な指導ができたとは言い難い」

や「生徒が自分のこととして探究を楽しんでもらえるような指導には至らなか

った」などの意見は例年と同様に寄せられた。しかし、限られた状況の中でも

熱心な指導と工夫された授業内容、そして高校教員との連携が十分に機能して

取り組めた結果、生徒にとっては満足のいく課題研究になったと考えられる。 

 

表１ 「課題研究」の取組について  

 非常に意

義がある  

どちらかといえ

ば意義がある  

普  

通  

あまり意義があ

るといえない  

全く意義

がない  
合計  

25 年度 57 38 19 3 0 117 

26 年度 53 35 14 4 5 111 

27 年度 59 38 13 2 4 116 

28 年度 54 40 10 8 0 112 

29 年度 29 43 19 15 7 113 

30 年度 64 37 15 4 0 120 

元年度 58 37 15 5 0 115 

２年度 59 29 13 3 4 108 

３年度 104 29 12 4 0 149 

４年度 76 23 6 3 0 108 

  

表２ 「課題研究」の成果について  

 十分な成

果が得ら

れた  

一定の成果は得

られた  

普  

通  

ややものたりな

かった  

全く成果

は得られ

なかった  

合計  

25 年度 41 59 14 3 0 117 

26 年度 36 54 18 2 1 111 

27 年度 52 41 16 5 2 116 

28 年度 33 65 11 3 0 112 

29 年度 31 49 21 10 3 114 

30 年度 45 57 13 4 0 119 

元年度 55 42 10 8 0 115 

２年度 46 45 10 5 2 108 

３年度 68 64 7 10 0 149 

４年度 65 37 5 1 0 108 

 

- 95 -



表３ 「課題研究」を通じて身に付いたことについて（複数回答可）  

 

課題設定

する力  

課題に主

体的に取

り組む力  

課題解決

方法を自

ら工夫す

る力  

コミュニ

ケーショ

ン能力  

将来の目

標を明確

にする力  

その他  合計  

25 年度 41 42 29 47 21 3 183 

26 年度 37 41 33 62 28 3 204 

27 年度 52 45 38 49 22 5 211 

28 年度 38 48 46 50 20 6 208 

29 年度 40 49 32 52 17 5 195 

30 年度 50 64 39 59 24 0 236 

元年度 59 57 33 61 25 6 241 

２年度 57 50 29 33 13 3 185 

３年度 87 99 70 85 85 1 149 

４年度 59 64 49 53 16 2 108 

  ※令和３年度は、移行期による２学年（２、３年生）合同のグループ研究となったた

め、表１～３の３年度の数値は、２学年による人数である。  

 

（５）課題及び改善点  

「課題研究Ⅰ」は基本的にグループ研究としている。グループは各２名～３

名に収めたかったが、昨年度同様にテーマの設定上、やむを得ず４名のグルー

プと１名の個人研究となったグループも存在した。このグループ研究による利

点は、グループ内で話し合い、協力し合い、切磋琢磨しながら研究を進めること

によって、個人では思いつかない新しい発見が出てくるなど、個人研究とは違

った成果があらわれている。しかしその反面、班長に大きな負担がかかったり、

研究に対する温度差からグループ内で活動状況に偏りがみられる場面が見受け

られた。すべての生徒が均等に研究活動を実践し、成果を上げられるようにな

ることが今後の課題である。  

今年度は、新型コロナウイルス感染防止対策を徹底した上で、ほとんどの授

業を対面で行うことができ、通常の課題研究に戻りつつある。対面による指導

は、生徒に対する影響力は大変大きく、リモートでは得られない成果をあげる

ことができ、今年度の課題研究は意義深いものであった。  

大学教員の指導は月に１回程度としているが、先生方のご厚意によりそれ以

上のご指導を賜るなど熱心丁寧な指導が常であり、高校側はそのご厚意に甘え

る形となっている感がある。高校の教員が主体となっている今、専門外の研究

を担当する教員もいるため、一層の大学教員との連携を深めつつ、その対応に

ついてもさらなる吟味が必要であると考える。  
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７ 課題研究Ⅱ  

（１）授業のねらいと年間計画  

① 授業のねらい  

今年度より課題研究Ⅰの発展型とし、３年次より課題研究Ⅱを選択できる。

研究は個人研究とし、課題研究Ⅰで培った研究に対する姿勢やノウハウを実践

しつつ研究を進めていく。生徒は課題解決を自主的に行うことにより、課題解

決能力や自発的、創造的な学習態度を身につけることをねらいとする。さらに、

研究成果の学会発表や論文執筆、政策提案や商品開発等の社会実装を目指す。  

 

② 年間計画  

本校の「課題研究Ⅱ」は、２年次の 10 月から３年次の９月にかけて、次に示

す計画で実施する。  

２ 

年 

次 

月 高  校 

10 ・「課題研究Ⅱ」ガイダンス 

11 ・「課題研究Ⅱ」選択生徒希望調査 

12 

・「課題研究Ⅱ」選択生徒決定  

・テーマ希望調査  

・事前学習 

１ 
・高校側担当教員の決定  

・高校側担当教員との打ち合わせ  

２ 
・研究計画書下書きの提出 

・テーマの仮決定 

３ 

・生徒と高校担当教員との面談（指導・助言）  

・研究テーマおよび内容の修正  

・研究計画書完成、提出 

（
３
年
次 
２
単
位
時
間
） 

４ 「課題研究Ⅱ」実施  

５       〃     、校外の発表会検討（学会・論文執筆等）  

６       〃     、校外の発表会検討（学会・論文執筆等）  

７       〃     、校外の発表会参加（学会・論文執筆等）  

８  〃     、校外の発表会参加（学会・論文執筆等）  

９  「課題研究Ⅱ成果発表会」（プレゼン発表：個人）  

10  「課題研究Ⅱ」発表動画の作成、アップロード  

11 「課題研究Ⅱ」まとめ、レポート提出  

12 「課題研究成果発表集」作成  

    

③ 活動時間・場所・内容  

  金曜日の５～６限を用いて「課題研究Ⅱ」を実施する。生徒はこの時間を用い

て基本的には高校担当教員のアドバイスを受けながら個人で研究をすすめる。研

究は高校の各教室や図書室などを用いて行うが、場合によっては、同学部の「課

題研究Ⅰ」の生徒と一緒に行う。  

実施時間  場 所          活動内容  

 金５～６限 
 （13:30～15:10） 

附属高校各学部に
割り当てられた教
室等  

 高校側教員の指導（指示）による研究  
(課題研究の記録（実施計画と実施内容）を生徒
にまとめさせるとともにファイルさせ、その都
度面接する) 
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（２）授業概要  

① 本校の「課題研究Ⅱ」について  

「課題研究Ⅰ」で培った、自ら課題を発見し、課題を解決する力をさらに

発展させるため、個人研究として実施する。研究テーマは、「課題研究Ⅰ」の

テーマを発展させることを基本としているが、「課題研究Ⅰ」の研究から派生

し、同学部ではあるがテーマが変更となっても、さらには進路の変更や、全

く違うジャンルに興味が移るなど、他学部での研究となることも良しとした。 

３年次の４月から研究を進め、９月の成果発表会までに校外での発表会や

学会、論文の執筆などにも挑戦する。その後９月中旬に高校内において課題

研究成果発表会で口頭発表を行う。また、発表動画を作成しオンデマンド配

信を行う。 

 

  高校側担当教 員  

 統括  主幹教諭     角藤 寿樹 

法文学部  国語科主任    大西 倫紀  

国語科      三浦 千佳  

英語科      木村 仁美 

教育学部  英語科主任    佐伯恵美子  

英語科      石丸 大祐  

地歴・公民科    越智 郁美  

数学科      中村 米貴 

社会共創学部  地歴・公民科主任  谷井 正和  

数学科      髙市佳代子  

地歴・公民科    烏谷さや香  

地歴・公民科    井上実奈子  

保健体育科    湊 隆太郎 

理学部  理科主任     松本 浩司  

理科       根岸  漂  

理科       桐木 英文 

医学部  保健体育科主任  辰野 洋平 

工学部  理科       宮内 滉平 

農学部  農業科主任    光宗 宏司  

農業科      森元めぐみ  

農業科      藤田 泰弘  

農業科      横山 泰士  

     

⑤ 生徒のテーマ一覧（令和４年度） 

令和４年度の「課題研究Ⅱ」における生徒のテーマは次のとおりであった。 

法文学部  

「コロナ禍における働き方の変化  ～今後の方向性を探る～」  

「犯罪者が社会復帰を果たすには  ～現代人の心理と社会の抱える問題～」  

「働き方の変遷  〜 2037 年の働き方と比べて〜」  

 

教育学部  

「流行る方言、廃れる方言  ～若者の目線から考えて～」  

「古代朝鮮と日本人～空白の 5000 年の謎と土器・ハプログループから見る縄文人

～」  

「数学学習において中高生が苦手とする単元の学習方法の改善」  
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「平家物語  ～平維盛・平敦盛の生き様～」  

「怒りを言葉に  ～絵本ではぐくむ感情リテラシー～」  

 

社会共創学部  

「最新映像技術を用いた MV の需要」  

「社会貢献のために私たちに出来ること  ～ソフトコンタクトレンズの空ケース回

収とリサイクル～」  

「松山市の課題とこれから  ～よりよい地域社会を目指して～」  

「歴史的建築物の観光資源の利用」  

「女性とスポーツ  ～プロスポーツに着目して～」  

 

理学部  

「マツカサガイの食性と生息地のプランクトン叢」  

「アントシアニンの退色速度と抽出温度」  

「理論的な個体群動態が再現する白亜紀後期のアンモナイト死殻群集」  

「流体の粘度と冷め方  ～あんかけはなぜ冷めにくい？～」  

 

医学部  

「愛媛県の医療機関と地域の連携」  

「看護師の現代の役割」  

「知ることからはじめる障がいへの理解」  

 

工学部  

「モーゼ効果観察装置の開発」  

「ペルチェ素子を活用した人工雪生成装置の開発」  

「圧電素子の電気特性」  

 

農学部  

「みどりの食料システムを考える  ～コンパニオンプランツによる病害虫対策～」  

「トマト果実の成長に及ぼす塩処理と植物ホルモンの影響」  

「農業ロボットの現状と未来  ～愛媛大学植物工場研究センターでのヒアリング調

査を通して～」  

「愛媛県の農産物ブランドに秘められた可能性について  ～キウイのブランド化

～」  

「引きこもりの人を助けるために  ～農業を通じて～」  

「森林による土砂災害防止機能」  

 

⑥ 「課題研究Ⅱ成果発表会」について  

「課題研究Ⅱ成果発表会」は校内発表会とした。７つの発表教室を用意し、

それぞれ７人ずつの生徒を振り分け、パワーポイントを使用した口頭による個

人発表を実施した。７つの発表教室は、各教室ともなるべく同学部の生徒が一

緒にならない形で、全学部がそろうように留意したうえで編成した。生徒は作

成したプレゼンを投影しながら、10 分間の発表と５分間の質疑応答を行った。      
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また、「愛媛大学附属高校生が切り拓くＳＤＧｓ」のパンフレットの二次元コ

ードからアクセスして視聴できる非同期型による発表動画の配信も行っている。 

ア 実施日（配信期間）  

校内発表会 令和４年９月２日（金）  

イ 実施場所  愛媛大学附属高等学校  

ウ 対 象  ３年生課題研究Ⅱ選択生徒（49 名）  

法文学部：４名 教育学部：８名 社会共創学部：12 名 

理学部：５名 医学部：７名 工学部：５名 農学部：８名 

エ 参加者  

（ア） 校内発表会 課題研究Ⅱ選択生全員(49 名)・本校教職員(25 名)・課

題研究Ⅰ受講生徒(有志による若干名) 

（イ） 非同期型による発表動画の配信視聴者  

オ 発表形態  プレゼン発表 

 

 

（３）評価方法  

     課題研究Ⅰと同様にルーブリック評価を用いて、成果発表会をはさんで、プロ

セス評価、課題発表評価を担当教員、生徒ともに実施した。学年末には担当教員

による５段階評定による最終評価を実施する。  

 

（４）授業の評価  

① 生徒アンケート結果より  

今年度の課題研究Ⅱのテーマ設定は、課題研究Ⅰのテーマを引き続き実施し

た生徒は全体の５％にとどまった。ただし、テーマは変更したが、研究の方向性

や専門性は引き継いだ生徒は全体の 80％であり、20％の生徒が、課題研究Ⅰと

は全く別の内容とテーマで実施したとの結果となった（表１）。「課題研究の取

組」について、「非常に意義がある」「どちらかといえば意義がある」と回答した

生徒は全体の 91％となった（表３）。「課題研究の成果」についても同様の傾向

が見えた（表２）。また、複数回答できる「課題研究で身に付いたこと」に関し

ては、全体で 180 の回答が得られた（表４）。 

また、課題研究Ⅱを受講している３年生は、進路指導と重なるため 86％の生

徒が「受験勉強との両立」にストレスを感じたとの回答があったが、「課題研究

Ⅰより効率的にかつ計画的に研究をすすめられた」、「研究目標を見失わないよ

うに意識して取り組むことを活かせた」、「発表の仕方、まとめ方を活かせた。研

. 
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究する内容について詳しく調べようとする意欲が身についた」といった前向き

な意見があり、生徒は課題研究Ⅱによって多くの学びがあり、大きな影響を受

けていることを実感した。 

  

表１ 「課題研究Ⅱ」のテーマについて  

 課題研究

Ⅰと同  

課題研究Ⅰと方向性

は同、テーマは変更  

課題研究Ⅰと違う

内容、学部は同  

課題研究Ⅰとは

全く違う内容  

４年度 ２ ８ 25 ９ 

  

表２ 「課題研究Ⅱ」の成果について  

 
十分な成果  一定の成果  普通  

やや物足りなか

った  
成果はなかった  

４年度 21 17 ４ ２ ０ 

 

表３ 「課題研究Ⅱ」の取組について  

 非常に意義

があった  

どちらかといえ

ば意義があった  
普通  

あまり意義がある

とはいえなかった  

全く意義は

なかった  

４年度 32 ８ ４ ０ ０ 

 

表４ 「課題研究Ⅱ」を通じて身に付いたことについて（複数回答可）  

 

課題設定

する力  

課題に主

体的に取

り組む力  

課題解決

方法を自

ら工夫す

る力  

コミュニ

ケーショ

ン能力  

課題解決

に粘り強

く挑戦す

る力  

論理的に

思考、根

拠に基づ

き判断す

る力  

そ

の

他  

４年度 33 31 22 24 15 13 32 

 

（５）課題及び改善点  

課題研究Ⅱを選択したほとんどの生徒が、「課題研究Ⅰで研究の楽しさを学び、

続けたいと思った」、「課題研究Ⅰで行った内容をさらに深めたいと思った」とい

う理由であった。その通り自主的、主体的に取り組む生徒がほとんどであり、発

表内容は課題研究Ⅰからレベルアップしたものが多かった。  

課題研究Ⅱは、高校で実施する授業のため大学の先生の指導を仰ぐことはない

としている。しかし、課題研究Ⅱ受講生のうち 10 名が、大学の先生から 1 回以

上の指導を受けたと回答しており、そのうち７名が大学の施設設備を使用させて

いただいていた。中には、５回以上の指導と５回以上施設設備を使用したとの記

述があった。大学の先生のご厚意に大変感謝している。  

今年度は 49 人 31 グループで実施した。基本的には個人研究とし、グループを

編成した生徒も個人個人でまとめレポートを提出させた。成果発表会は校内発表

会とし、プレゼン発表を行った。昨年度の課題研究Ⅰにおいて、愛媛大学の先生

からの指導により研究のノウハウを身に付けたことによって、スムーズな研究が

行われた。目的としていた学会発表等については少数にとどまったが、この数字

が今後増えていくよう力を入れて指導するよう努めていく。  
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８ リベラル・アーツ  

（１）授業のねらいと年間計画  

① 授業のねらい  

リベラル・アーツでは多様な分野の大学講義科目を先取り履修（「二重単位取

得」可能科目）する。愛媛大学の協力を得て、高等学校の教育課程の枠にとらわ

れず、幅広く専門性の高い知識や教養に触れることで、高等学校での学びに対

するモチベーションの向上を図る。また、大学の実際の授業を受けることで、大

学入学後の学びに対する興味・関心を喚起し、高等学校での学びと大学での学

びの関連を意識することで、生徒が進路選択を行うことの一助とする。その際、

ＳＤＧｓが掲げるテーマを中心課題に位置付け、その課題に対して失敗を恐れ

ず挑戦し続けるグローバル人材の育成を目指す。  

 

② 年間計画  

・２年次１月・・・・本校にてリベラルアーツガイダンスの実施  

・２年次２月・・・・愛媛大学より高大接続科目について募集開始  

・２年次２月・・・・受講希望科目の調査および受講科目の決定  

・２年次３月・・・・各講座で指定された図書等を参考に事前学習  

・３年次６月・・・・授業開始（計８回）授業時間8:30～10:00 

・３年次９月・・・・生徒に成績通知、授業の振り返り  

・３年次９月以降・・各教科・科目において、幅広く知識・教養を身に付けさ  

せることを目的とした講座を開講  

・３年次10月・・・・大学より成績結果の通知 

 

（２）授業概要  

① リベラル・アーツについて  

愛媛大学の前学期第１クォーター（注１）で開講される「学問分野別科目（教

養科目）」のうち、令和４年度は６科目が高大接続科目として指定され、本校第

３学年の生徒全員が愛媛大学の大学生とともに、計８回の講義を受講する。 

また、大学生と同様に期末試験も受験し、合格を目指す。愛媛大学進学者につ

いては、愛媛大学入学後、合格した科目について単位認定される。 

 

（注１）１年を前学期・後学期の２学期に分け、原則として学期ごとに単位を付  

与している現行のセメスター制の変形的運用として、各セメスターを２

分割して４つのクォーターが設定。  

 

学 期 クォーター  期  間 

前学期 

第１クォーター  ４月８日（金）～６月９日（木） 

第２クォーター  ６月 10 日（金）～８月８日（月） 

後学期 
第３クォーター  ９月 29 日（木）～12 月２日（金） 

第４クォーター  12 月３日（土）～２月 16 日（木） 
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② 授業日の生徒の動き  

「リベラル・アーツ」を対象とする愛媛大学での授業は、毎週木曜日８：30～

10：00 の間で実施される（本校における１～２限の時間帯）。生徒は愛媛大学へ

直接行き、８：00～８：20 の間に大学内の指定場所（図書館前）において、本

校３学年教員による出席確認を受け、講座を受講する。講座終了後は高校へ移

動し、３限（ 10：45 開始）からの授業を受ける。また、愛媛大学の授業が終了

した９月以降は、通常どおり高校へ登校し、１限から高校側で準備した授業を

受ける。なお、本年度はコロナ禍のため、非同期型の遠隔授業で実施された。情

報演習室や iPad を利用しながら、校内で講座ごとに授業資料や授業動画を用い

た学習に取り組み、毎回の課題の提出やレポート作成を行った。  

 

③ 授業科目  

今年度は、「法学入門」「経済学入門」「数学入門」「物理学入門「化学入門（２

講座）」の５種類６講座が開講された。授業概要は以下の通りである（シラバス

より抜粋）。  

法学入門（本校受講者： 20 名） 

授業題目：憲法を考える  

授業の概要：憲法の基本概念を正確に理解することを目的とする。  

授業スケジュール：  

第１回 憲法の基本理論① 憲法の基礎概念  

第２回 憲法の基本理論② 憲法の保障  

第３回 統治機構① 主権・憲法制定権力  

第４回 統治機構② 国会・内閣・裁判所・地方自治    

第６回 人権と違憲審査① 人権の保障内容  

第７回 人権と違憲審査② 人権の具体的保障のあり方        

第８回 まとめと試験  

 

経済学入門（本校受講者： 20 名） 

授業題目：市場の原理と市場の失敗  

授業概要：経済学に関する実験をとおして市場のメカニズムの仕組みと取

引価格の法則性を理解し、経済学の全体を俯瞰する。市場経済

のメリットと限界について触れ、経済学という視点から、身の

回りの問題を客観的に分析、解決する能力を養う。   

授業スケジュール：  

 第１回 ガイダンス、受講のルールについて、経済学とは（ミクロ経済学

とマクロ経済学の違い）  

 第２回 市場メカニズムの基礎①  

 第３回 市場メカニズムの基礎②  

第４回 市場メカニズムの応用①  

第５回 市場メカニズムの応用②  

 第６回 市場均衡①：経済モデルを通して、市場を理解する。  

 第７回 市場均衡②：経済モデルを通して、余剰概念を理解する。  

 第８回 まとめおよび試験  
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物理学入門（本校受講者：20 名） 

授業題目：宇宙の構造とその進化  

授業概要：物理学に基づいて人類が得た宇宙の理解について概観し、特に

進化という観点で宇宙の多様な構造を包括的に捉える。  

授業スケジュール：  

第１回 ガイダンス、人類の宇宙観の変遷、宇宙原理  

第２回 太陽と太陽系  

第３回 天体までの距離測定、三角測量、赤方偏移  

第４回 星の進化、超新星爆発、ブラックホール  

第５回 銀河とその進化 

第６回 ダークマターと巨大ブラックホール  

第７回 太陽系外惑星、第二の地球  

第８回 望遠鏡技術の発展、近未来の天文学  

 

 

 

 

 

数学入門（本校受講者： 20 名） 

授業題目：データリテラシー入門   

授業概要：「データ」は数値として得られる情報（数値化して取り扱い可

能な情報も含む）と考え、データを扱い、理解する上で必要な

基礎知識を学ぶ。データにはどのようなものがあるか、その成

り立ちと解釈に分けて理解することの重要性を学ぶ。できるだ

け多くの事例に接し、データ収集・データ解釈・表現・伝達の

過程に意図が入りうることを統計処理の概要に触れながら考察

する。最後にデータとＡＩのつながり、ＡＩの可能性と限界に

ついて学習する。  

授業スケジュール：  

第１回 ガイダンス：「データ」の成り立ち、分析で何がわかるか  

第２回 データの種類、数値の客観性、意図はどのように入り込むのか  

第３回 基本統計量１：（グラフ、平均、分散）データを代表する値  

第４回 基本統計量２：（散布図、相関、因果関係）データの関連性  

第５回 回帰分析  予測するには  

第６回 推定・検定 数値はどの位信頼できるのか  

第７回 データの信頼性、データ活用時の留意点、AI 周辺技術概要 

第８回 ＡＩの活用、事例と課題、まとめ  
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化学入門（本校受講者： 19 名） 

 授業題目：現代社会を支える有機化学  

授業概要：有機化学が現代社会を支える重要な役割を果たしていることを

俯瞰する。特に液晶、有機 EL、半導体、医薬品、プラスチック

類等々、様々な科学技術の最も基本的な部分を支えているのは、

高度に発展した有機合成化学手法によって作り上げられた機能

性分子たちであることを有機化学的な視点から学ぶことで有機

化学と社会の関わりを深く知り、それらが現代社会を支えてい

る大きな基盤を形成していることを学ぶ。   

授業スケジュール：  

第１回 授業内容の概観：原子と元素について  

第２回 原子と分子について  

第３回 現代社会を支える化学：液晶と有機 EL（なぜ見える、どう違う？）         

第４回 現代社会を支える化学：コンピュータと半導体（コンピュータっ

て何？ＬＳＩとムーアの法則  これも化学）  

第５回 現代社会を支える化学：プラスチックと生活（入れ物、袋、ラッ

プから３Ｄプリンタまで）        

第６回 現代社会を支える化学：病気と化学（医療品と体  最先端医療と

化学）  

第７回 現代社会を支える化学：すべては石油から（石油化学工業と未来） 

第８回 試験と振り返り  

 

化学入門（本校受講者： 18 名） 

 授業題目：高分子化学入門  

授業概要：有用な材料として現代社会の発展に重要な役割を果たしている

高分子化合物について学ぶことは、化学の基本を理解するうえ

で極めて重要である。現代社会で高分子化合物がどのように活

用されているかを様々な高分子化合物の性質、機能の特徴に基

づいて解説する。  

授業スケジュール：  

第１回 イントロダクション、身の回りの高分子についての紹介  

第２回 高分子化合物の性質についての解説  

第３回 高分子化合物の性質についての解説  

第４回 高分子化合物の機能と応用についての解説  

第５回 高分子化合物の機能と応用についての解説  

第６回 社会で役立っている高分子についての調査とレポート作成  

第７回 社会で役立っている高分子についての調査とレポート作成  

第８回 社会で役立っている高分子についての調査とレポート作成  
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④ 授業の様子・生徒の感想  

ア ５月 12 日 法学入門「憲法を考える」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立法・行政・司法の関係と憲法の規定について知ることができた。司法権

の中でも特例として宗教上の争いが法律上の争訟とならない理由について、

国家と宗教の分立、政教分離の原則があるからだと考えた。中学、高校と習

ってきた三権分立ですが、単純な分立ではないことを理解することができた。 

 

イ ５月 12 日 化学入門「高分子化学入門」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汎用プラスチックとエンジニアプラスチックについて新しく知ることがで

きた。機能的強度や耐熱性に違いがあり、エンジニアプラスチックの方が強

度、耐熱性ともに優れており、工業用の部品や高い性能が求められる製品に

用いられる。ひとくちにプラスチックと言っても様々な種類があり、用途に

応じて使われているということがわかった。 
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ウ ５月 19 日 物理学入門「宇宙の構造とその進化」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「銀河とその進化」をテーマに、私たちの住む「天の川銀河」以外にど

のようなものがあるか、それらの銀河は長い宇宙の歴史の中でいかにして進

化を遂げてきたのかについて学んだ。宇宙の大規模構造を学んで、宇宙がい

かに広くて大きいかを再確認できた。将来、宇宙に行きたいと思っているの

で、直接この目で銀河を見るのが楽しみだ。  

 

エ ５月 19 日 経済学入門「市場の原理と市場の失敗」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「需要と供給の一致」というテーマで市場価格の変化と需要・供給の調整

について学んだ。実際に実験対象集団の一員となることで、参加者の経済的

心理について理解が深まった。心理的、数学的思考が融合されているため、

多角的に考えられるのが面白いと感じた。 
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オ ６月２日  数学入門「データリテラシー入門」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「データの信頼性、データ活用の留意点、ＡＩ周辺技術概要」というテー

マで実際の統計や調査などの考察を通して、情報処理において注意すべき事

柄について学んだ。同じ事柄でも情報をどのように処理し提示するのかによ

って、受ける印象が大きく変わることに驚いた。統計やデータを見るとき、

与えられた数字をただ受け取るのではなく、説明に用いられている語句の定

義を理解し、自分で考え本質を捉えることが大切なのだと実感した。 

 

カ ６月２日  化学入門「現代社会を支える有機化学」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「化学の発展と生活」をテーマに 19～21 世紀にかけて発展した化学の出来

事、20～30 年後の未来の世の中について学んだ。20～30 年後には軽量小型電

気自動車用二次電池や人工光合成、再生臓器の製造などの技術が発明される

かもしれないということが印象に残った。技術開発のスピード、実用化から

普及までのスピードが速まっていることもわかった。電気自動車などＳＤＧ

ｓに関連した技術開発が進めば、地球温暖化に歯止めをかけることができる

のではないかと考えた。  
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（３）評価方法  

① 出席状況  

  本校担当教員が授業開始前に点呼を行い、講座の出席を確認した。  

 

② 大学での評価  

各講座により評価方法は異なるが、課題の提出状況やその内容、試験等によ

り「秀」「優」「良」「可」「不可」の評価が行われた。「可」以上の成績を収めて

愛媛大学に進学する者については、愛媛大学入学後、単位認定とされる。  

生徒の成績は下表に示す。117 名の生徒のうち、単位が認定された生徒は 100 名

であった。また「秀」「優」と優秀な成績を得た生徒は 42％、「良」「可」の生徒

は 44％であった。一方、「不可」「評価しない」の生徒は 14％であった。「評価し

ない」の原因としては、出席が足りない１名以外は「課題提出期限に間に合わな

かった」であった。前年度の反省から課題への取組や提出について指導はして

いたものの、提出期限に遅れてしまった生徒が複数いた。高校では遅れてでも

提出させるという指導をしているが、大学では通用しないということを伝え、

普段から提出期限を守らせることを徹底したいと思う。  

 

講 座  名 秀 優 良 可 不可  評価しない  平均点  

法学入門  ０ ０ ４ ３ １ 12 63.5 

経済学入門  １ ４ ７ ５ ２ １  69.1 

数学入門  ３ ５ 11 １ ０ ０  78.7 

物理学入門  ０ ２ ９ ９ ０ ０  68.3 

化学入門（有機化学）  ９ ８ １ ０ ０ １  89.7 

化学入門（高分子化学）  ５ 12 １ ０ ０ ０  82.2 

人数計  18 31 33 18 ３ 14  

人数％  15.4 26.5 28.2 15.4 2.6 12.0  
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（４）授業の評価  

① 生徒アンケート結果から  

次の４項目について、生徒へのアンケート調査を実施した。  

ア 授業のテーマや内容に対して興味や関心が持てたか  

イ 授業の内容は理解できたか  

ウ 大学の授業を受けて良かったか  

エ 非同期型の遠隔授業は意欲的に取り組めたか  

       結果は以下のとおりである。  

 

 

４項目すべての質問に対して肯定的な回答の割合が高く、リベラル・アー

ツの授業をとおして、そのねらいを概ね達成できたことがうかがえる。特

に、「ア  授業のテーマや内容に対して興味や関心が持てたか」、「ウ  大学

の授業を受けて良かったか」については約９割の生徒が「とてもそう思う」

「ややそう思う」と回答した。また、遠隔授業についても約８割の生徒が

「とてもそう思う」「ややそう思う」と回答した。通常の高校での授業では

得られない多くの学びのある取組となった。「イ 授業の内容は理解できた

か」に関しては、大学レベルの内容を難しいと感じる生徒も多く、「とても

そう思う」「ややそう思う」と回答した生徒が７割を少し下回った。  

 

② 生徒の感想から  

      生徒から次のような感想があった。前向きな感想が大変多かった。  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エ 非同期型の遠隔授業は意欲的に取り組めたか

ウ 大学の授業を受けてよかったか

イ 授業の内容は理解できたか

ア 授業のテーマや内容に対して興味や関心が持てたか

とてもそう思う ややそう思う 普通 あまりそう思わない 全くそう思わない
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（５）課題及び改善点  

リベラル・アーツの授業受講に当たって、事前に生徒全体に対して課題の取

組方や提出について指導を行ったが、各講座によって、受講方法、課題提出の

有無が異なるので、高校側の各担当が事前に把握しておくことが必要となる。

また、課題提出状況についても高校側で十分に確認する必要があると感じた。  

コロナ禍により、大学での受講ができなかったのは残念であった。大学構内

で、大学生とともに受講することで大学の雰囲気を肌で感じることができ、多

くの学びが得られたことと思う。今後は対面で授業を受けられるよう、対応の

検討が必要である。しかし、今年度は高校生の開始時間に合わせて同期型で講

義をして下さった先生もおられ、大変ありがたかった。また、非同期型の授業

でも大学の先生方による工夫ある授業資料の提示や対応により、専門的な内容

への生徒の理解が深まり、身の回りの様々な物事への興味・関心を喚起すると

・資料は膨大であったが、講義ごとに復習課題を付けて下さっていたので、

どこがポイントかがわかり、また、一人の質問に対し、全員に向けて解答

して下さったので、自分もわからなかった点や新しい情報をスムーズに受

け取ることができた。回数を重ねるうちに見たことのあるものやキーワー

ドを見つけることができるようになり、少しずつ内容を理解することがで

きるようになった。（法学入門）  

・もともと法学を目指していたが、きちんとした理由がなく迷っていた。リ

ベラル・アーツで法学を選択して、もっと、憲法や法律について知りたい

と思い、進路決定に役立った。（法学入門）  

・一番印象に残っているのは「囚人のジレンマ」の話だ。数学的で言葉では

説明が複雑になってしまう仕組みも図式化するとわかりやすく、経済学は

おもしろいと感じた。高校の授業の「政治・経済」とも関連する部分が多

く、勉強になりました。（経済学入門）  

・大学の授業がどんなものか全く知らなかったので、実際受けてみて、感じ

ることが沢山ありました。大学は自分の興味関心のあるものを追究でき

て、とても専門的だなと思いました。中学、高校の学習を生かせるとわか

りました。逆に基礎知識がないと大学では授業についていけないと思うの

で、大学入学後のためにも高校での勉強を頑張ろうと思った。（数学入

門）  

・先人の研究者たちが積み上げてきたことで少しずつ宇宙についてわかって

きていることを知った。私たちもこのように学ぶことで未来の人たちに今

わかっていないことを託していけるように未知について必死に知ろうとす

ることが大切なのだと思った。（物理学入門）  

・実際に使用されている高分子についての講義だったので、どのような特徴

があるのかがよくわかった。近年、どのような高分子が開発・改良された

のかについても資料が豊富でわかりやすかった。（化学入門・高分子）  

・化学について学んでいくうちに私たちの暮らしには化学が密接に関わって

おり、化学技術の発展なしに現代社会は成り立たないことがよくわかっ

た。コロナ禍においても化学技術によって私たちの命が守られていると実

感することができた。（化学入門・有機化学）  
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共に、学習意欲の向上に繋がっていることがうかがえた。前時の学習内容の説

明動画や、意欲の高い生徒に向けた追加の課題の提示なども提示していただ

き、生徒は個々に応じた学習を行うことができた。学習への理解を深めるた

め、授業資料を繰り返し確認する生徒の姿も見られた。  

課題については、２時間の授業内で課題の提出まで終了する講座がある一方

で、２時間の授業で多量の資料を読み、授業外の時間を用いて課題レポートを

作成する講座もあった。受講期間中に定期考査もあり、限られた時間の中での

レポート作成に苦慮している様子が見られた。高校生が大学の授業を受講する

上で避けられないことだとは思うが、対応の検討が必要ではないかと感じた。  

また、本学年はノートパソコン必携の学年ではないため、情報演習室２室、

iPad２室、普通教室でのスクリーンへの投影１室という形で受講した。情報演

習室を使えない生徒は、帰宅後、自宅で課題に取り組まねばならない。どの講

座についても生徒が各自のノートパソコンで受講する方が時間内に課題に取り

組んだり、質問できたりするので、効率的である。来年度からはノートパソコ

ン必携の学年となるので可能である。  

愛媛大学より提出していただいた評価を基に、本校の授業としての成績として

５段階での評価をする必要があるが、講座ごとの授業内容の難易度や提出課題の

頻度等が異なるため、公正に評価ができているか検討する必要がある。  
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９ 国際関連の取組 

  ① 外国語教育の取組  

（１）指導目標  

ア 基礎・基本を定着させる。  

イ 自発的に学習に取り組む姿勢を育む。  

ウ  学んだ知識を実際のコミュニケーションで活用できる技能を身に付けさ

せる。 

エ 英語学習を通して、言語やその背景にある文化を理解し、尊重しようとす

る姿勢を育む。  

（２）１学年の取組  

ア 英語コミュニケーションⅠでの取組  

（ア）生徒の実態と指導上の留意点  

ａ  英語に高い関心を持ち積極的に学習に取り組もうとする生徒が多

く、英語学習や出された課題に真面目に取り組むことができる。意欲

的に学習する生徒が多くいる一方で、基礎基本が定着しておらず、文

法の理解や語彙不足から、「英語の授業は好きだが、分からないことも

多い。」と感じる生徒もいる。「できた」という達成感を感じられる場

面の必要性を感じている。  

ｂ ４技能のバランスを意識しながらも、話す活動につながる活動を意

識した場面を多く設定した。これは、英語学習の目的に「話せるよう

になりたいから」を上げる生徒が多く、ペアやグループ活動の協働学

習を通して、「できた」「分かった」と感じるようになる生徒が増える

と考えたからである。定期的な単語テストにおいても、例文に出た表

現を使ってペアで話す、本文を読み取ったり、聞き取ったりしたこと

を相手に伝える、スピーチ活動の前に話したい内容を書くなど、学習

事項を使う場面を多く取り入れた。  

C 新学習指導要領の実施に伴い、各学期パフォーマンステストを実施

し、評価に取り入れた。パフォーマンステストは、iPad を使用し個別

に録画し、教師がルーブリック表を使用して評価した。生徒同士で、

録画した様子を振り返る活動を取り入れ、互いに助言したことを次回

の表現活動に生かすよう工夫した。 

（イ）授業概要  

ａ 内容  

使用教科書：『LANDMARK English Communication Ⅰ』（啓林館 ) 

副教材   ：『LANDMARK English Communication Ⅰサブノート』

（啓林館）  

     ：『DataBase4500 完成英単語・熟語』（桐原書店）  

        ：『WIDE ANGLE Book ２』（美誠社）  

        ：『WIDE ANGLE Book ３』（美誠社）  

：『チャート式  アースライズ総合英語』（数研出版）  

ｂ 授業の進め方  

教科書本文は、各課で４パートに分かれている。年度当初は、各パ

ートで内容、語彙、表現活動を取り入れて授業を実施した。しかし、

６月からはある程度まとまった量の英文を読むことに慣れるため、２
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パートごとに授業を進めることとした。また、使用教科書には課末に

４パート全てが見開きで読むことができるページがあるため、導入時

にすべての本文を読むなど、本文の概要を捉えた後で、細かい描写の

読み取ることができるよう読む量に注意した。教科書以外に和訳、文

法、内容理解、Ｑ＆Ａをまとめた予習プリントを作成し配布・使用し

た。本文内容の語彙や文法の解説は、教師の解説動画を作成し、家庭

で視聴することを課題とした。これにより、主に英語のみを使った授

業が可能になった。この動画を使って、単元ごとの復習や定期考査前

の学習に取り組んだ生徒も多かった。  

ｃ ＡＬＴとのティームティーチングについて  

月に１回ティームティーチングを実施した。新しい単元を学習する

際の導入を教諭とＡＬＴのスキットを用いる、英語らしい発音を評価

する、パフォーマンステストの評価を教諭とＡＬＴで行うなど、生徒

に英語を使用する場面を想起させる会話の設定や英語らしい発音を

意識させるための指導を意識した。ティームティーチングでは、教師

が英語学習のつまずきを話す、ＡＬＴが日本語学習の大変さを話すな

ど、同じ外国語の学習者としての困難さを生徒と共有し、励ましなが

ら生徒の学習意欲を高めるよう努めた。  

ｄ 愛媛大学留学生とのティームティーチング  

愛媛大学留学生Ａさんを授業に招き、ティームティーチングを実施

した。Ａさんは、パキスタン出身で英語教員をされている。生徒は、

初めて聞くＡさんの英語発音や文化の違いに驚きながらも、英語を母

国語としない人同士のコミュニケーション手段として英語が使われる

ことを体感する授業となった。多くの生徒が英語を母国語とするＡＬ

Ｔとしか関わったことがなく、このような留学生との交流は、ネイテ

ィブのような発音を意識して話すことよりも、お互いの意思疎通を図

るために「伝わりやすい発音」を意識するきっかけとなった。  

ｅ パフォーマンステストの実施  

学期ごとにパフォーマンステストを実施し、授業で学んだ知識や身

に付けた技術を実際の場面で使用することを想定した活動を取り入

れた。下の資料は、パフォーマンステストで使用したルーブリック評

価である。  

８課の本文内容は、屋久島のツアーガイドが世界遺産となった縄文

杉を紹介したり、ツアー中の注意事項を述べたりするものであったこ

のパフォーマンステストでは、生徒一人ひとりが屋久島ツアーガイド

となって、与えられた条件３つを取り入れたガイドを行うことを課題

とした。  

このパフォーマンステストでは、 /r/の発音指導後であったこともあ

り、評価項目に発音項目も取り入れている。  
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パフォーマンステストの様子  

 

〇「思考・判断・表現」についての条件  

 条件１：  ガイドらしく自己紹介ができている。  

 条件２：  縄文杉に関する事実を述べている。  

 条件３：  ツアー中の注意事項を伝えている。   

 
知識・技能  思考・判断・表現  

主体的に学習に取り組む

態度  

ａ  ・語彙や表現が適切に使

用されている。  

・聞き手に分かりやすい

音声等で話して伝えてい

る。  

三つの条件を満たした上

で、関連した情報や自分の

考えを詳しく述べて伝え

ている。  

三つの条件を満たした上

で、関連した情報や自分の

考えを詳しく述べて伝え

ようとしている。  

ｂ  ・多少の誤りはあるが、理

解に支障のない程度の語

彙や表現を使って話して

伝えている。  

三つの条件を満たして話

して伝えている。  

三つの条件を満たして話

して伝えようとしている。 

ｃ  「ｂ」に達していない。  「ｂ」を満たしていない。 「ｂ」を満たしていない。 

〇英語らしい発音で話せているか。（ /r/の発音について）  

ａ  ｂ  ｃ  

英語らしい /r/発音ができて

いる。  

英語らしい /r/発音を意識し

ていることが伝わる。  

英語らしい /r/発音ができて

いないところが目立つ。  
 

パフォーマンステストで使用した評価表  

 

ｆ ＩＣＴの活用  

Microsoft が提供する Teams の機能を活用し、学習資料の配布、課

題の提出、音読の評価などを行った。学習資料の配布については、授

業で配布する課題や予習プリントとその模範解答をファイルに保存

した。コロナ禍で、オンライン授業を受ける生徒や定期考査前の復習

などに活用することができた。教師が作成した本文解説動画もファイ

ルに保存し、生徒が家庭でいつでも見られるようにすることで、予習・

復習に活用させた。  
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また、Teams の音読機能を活用して、英語らしい発音を意識した課

題を設定し、提出させた。この音読機能には、１分間に読んだ語数、

音声の正解率、読み間違った単語などを自動採点表示する機能があ

る。そのため、評価を受け取った生徒は、具体的な数値で自己の発

音の伸長を確認することができた。  

    

 

Teams の自動採点画面   

ｇ 今後の課題および改善点  

本年度、パフォーマンステストの実施は、各学期１回となった。  

今後は、頻度増やし各単元終了時に実施するなど、さらに生徒の表現

力の向上を意識した活動につなげていきたい。パフォーマンステスト

で使用する設定場面や評価表についても、英語科内で共有し、３年間

を見通した計画な評価の実施を努めたい。  

ＩＣＴ活用に関して、生徒は Forms を活用した小テストや Teams を

使った録音・録画の提出に慣れてきているが、パワーポイントの使用

やグループ内での資料共有を活用した資料の作成ができていない。今

後は、一人一台端末所有の利点を活かし、生徒の作成した資料を見せ

ながら、話したり、書いたりする活動など、表現力の育成にも取り組

みたい。  

イ 論理・表現Ⅰでの取り組み  

（ア）生徒の実態  

入学当初はおとなしい生徒、消極的な生徒が多かった。また、英語が        

得意であり、英語検定の準２級、２級保持者もいる。定期考査でも得点

率の高い生徒がいるが、一方では、英語を苦手とし学習方法を掴めてい

ない生徒もいる。  

（イ）指導上の留意点  

ａ 話すこと「やりとり」、話すこと「発表」、書くことの３領域別に目

標を設定し、主に発信に関わる言語活動、活動形態、課題を変えなが

ら繰り返し行った。また、発信に必要なモデルを豊富に与えるように

した。高校生たちのボランティアワーク、歴史上の人物、世界遺産、
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行ってみたい国など教科書からさまざまな話し合いのテーマを与え

た。そのモデルテーマを基に論理展開や、構成及び表現について学ぶ

ことのできる授業となるよう工夫した。  

ｂ 話すこと（やりとり）  

実際に生活の中でよく使うような内容のものにした。インフォメー

ションギャップやロールプレー活動を行ったり、課題解決のためのま

とまりのある情報の整理・要約をしたりした。最初は日常的な内容か

ら始め、徐々に社会的な内容も扱った。 

ｃ 話すこと（発表）  

初めはペアワーク、そして小さなグループを作りその中で自  分の

意見を発表し合うことから始めた。最終的にはクラスの前で、発表で

きるようになるよう段階的に少しずつ難易度を高めていった。 

ｄ 書くこと  

本文の内容に出てきた表現を使い、 10 分で 50 語程度の英文を書か

せた。家庭での課題とするときには、 100 語以上書かせて提出させ、

評価した。その際にも教科書の重要表現を使うよう指導した。  

ｅ  授業中の理解がよりスムーズになるよう予習と授業の流れを工夫

した。予習では、教科書の例文を書き写させた。授業中は例文の文法    

イディオムを使っての英作文作成中心に教授方法の工夫を行った。  

効果的な学習方法を伝えるため、音読の仕方、シャドーイングの仕

方などの教授を行った。具体的には、リスニング力向上に関して、「自

分で発することが出きる音は聞き取ることができる」ということを伝

え、リスニングで流れてきた音と全く同じ音を生徒が発音できるよう

に、音読の仕方を教授した。  

（ウ）授業概要  

ａ   内容  

使用教科書:「EARTHRISE English Logic and ExpressionⅠAdvanced」（数研出版） 

論理・表現では、「話す（やりとり）」、「話す（発表）」、「書く」の３

領域についての目標設定をしており、以下のように各レッスンにお

ける生徒の学習目標を設定して指導した。  

Lesson１：「紹介」をテーマに 5 文型を用いて表現する。  

Lesson２：「週末の過ごし方」をテーマに動詞の現在形、過去形、  

未来を表す表現を用いて表現する。  

Lesson３：「旅行をテーマに、完了形 (現在完了形 / 過去完了形 )を用

いて表現する。  

Lesson４：「道案内」「謝罪のメール」をテーマに、助動詞 can, may, 

must, have to を用いて表現する。  

Lesson５：「部活のイベント」「後悔して doing」こと」をテーマ would, 

could, may, might, should have done, must, have done

を用いて表現する。  

Lesson６：「日本文化」をテーマに、「be 動詞＋過去分詞」を用いて

表現する。  

Lesson７：「ボランティア活動」をテーマに、  to do を用いて表現

する。  
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Lesson８：「学校生活」をテーマに、want + O + to do, let+ O + do

などを用いて表現する。  

Lesson９：「環境問題」をテーマに、動名詞を用いて表現する。  

Lesson10：「スポーツ」をテーマに、分詞を用いて表現する。  

Lesson11：「知らなかったこと」をテーマに、see + O + doing ,など

を用いて表現する。  

Lesson12：「偉大な業績」をテーマに、who, which などを用いて表

現する。  

Lesson13：「歴史的な人物・建物」をテーマに、when, where, how

などを用いて表現する。  

Lesson14：「世界の国々」をテーマに、as ~ as, 比較級  than…, not 

as ~ as, 最上級などを用いて表現する。  

Lesson15：「未来への自分」をテーマに、仮定法などを用いて表現す

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 教科書  

ｂ  各領域の目標  

「話す（やりとり）」において、まず自然に話す場面を作るため、授

業の始めにペアワークでお互いの近況報告を伝えあうことをした。そ

れから前回の授業の内容に合った質問をしたり、お互い積極的に英語

でコミュニケーションを取り合うよう促した。新しいレッスンに入る

ときには、Before you start の質問を基に、相手に質問したり、その

質問を膨らませたりし、英語での会話コミュニケーションを通し、ス

ムーズに新しいレッスンに入れるよう促した。 

「書く」の領域は、授業の最後の時間を使ってその授業で習った表現

を使い英作文（ 50 語以上）が書けるように指導した。評価の観点とし

て、内容の展開がうまくできているか、正確な文法表現が使えている

か、教科書のテーマに沿って、十分な情報、考えを伝えられているか

を評価した。授業中で書ききれない生徒は家庭学習とし、どんどん語

彙数を増やすようにした。  

「話す（発表）」の領域においては、前回のテーマで書かれたものを、

クラス全員の前で発表する練習をした。その場合には、声の大きさ、

抑揚、目の動き、表情なども評価の対象とした。  
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ペアワークの様子            レッスンの導入  

ｃ  今後の課題  

家での課題で、英作文をしっかり書くことが出来ない生徒の支援を

する時間的な余裕がないときがあった。また、週２回しか授業がない

ため、教科書を一年間で終わらせるためにスピードも大切になってく

る。そこで来年度は、あらかじめ各レッスンで重きを置く事項をさら

に整理して授業計画を立てる必要がある。また、書くこと、話すこと

の得意な生徒、苦手な生徒がうまく助け合うことができるようにペア

やグループを考慮したい。英作文を書かせる必要性はますます増えて

おり、生徒に書かせることが多かったが、添削に時間がかかりすぎて

しまうことが課題である。  

（３）２学年の取組  

ア コミュニケーション英語Ⅱでの取組  

（ア）生徒の実態と指導上の留意点  

ａ 英語に高い関心を持ち、まじめに学習に取り組もうとする生徒が多

いが、生徒の習熟度の差は大きい。ペアワークやグループワークに積

極的に取り組む生徒が多く、比較的協働的な学習をさせやすい集団で

ある。全体的に語彙力が低く、そのため読解力も低い傾向にあるため、

週に１回はＡＬＴとのティームティーチングがあるためか、リスニン

グの力はある生徒が多い。  

ｂ 長文を読むための語彙力が不足しており、読解力が全体的に低い傾

向があったため、週に４回の授業のうち、２回の授業の始めに単語テ

ストを実施し、残りの２回の授業の始めには速読テストを実施した。

ただし、初見の英文についてのスコアを成績に反映するための研究、

検証が不足しているため、成績に加味したのは英単語テストのみであ

る。  

ｃ 授業では、ことあるごとにペア活動をはじめとする協働的な学習を

取り入れ、お互いの考えを共有したり、分からないところを補い合っ

たりするよう工夫した。新大学入試制度を見据え、４技能（読む、聞

く、話す、書く）をバランスよく身につける必要があり、また資格・

検定試験に対応できる力を育てることを意識し、授業中の教師からの

指示は概ね英語で行った。  

（イ）授業概要  
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ａ 内容  

使用教科書：『FLEX English CommunicationⅡ』（増進堂） 

副教材   ：『FLEX English CommunicationⅡ予習ノート』（増進堂）  

         ：『FLEX English CommunicationⅡWork Book』（増進堂）  

速読教材  ：『Rapid Reading 2』（美誠社）  

：『Rapid Reading 3』（美誠社）  

英単語教材：『DataBase 4500』（桐原書店）  

週末課題 ：『blossom 3 英語総合問題集』（文英堂）  

：『トランスファー英語総合問題演習 Course D』（桐原書店） 

春期休業中課題：『 It ’s a long story』（エスト出版）      

夏季休業中課題：『トランスファー英語総合問題演習 Course C』（桐原

書店）  

冬期休業中課題：『Approach to SDGs』（旺文社）  

 

授業は各レッスンの１つのパートを２時間で終えることを原則とし

てすすめた。予習は副教材の予習ノートを使って音読をし、読み方が

分からない単語を確認させた。また、新出単語の意味を調べて記入さ

せ、文法事項に関する問題も解いてくることを予習とした。１つの

Part を２時間かけて以下のように指導した。  

各パートのイントロダクションをリスニングし、聞き取った内容を

ペアで話し合った後、全体で共有させる。 

                 ↓ 

パワーポイントのフラッシュカードを使用し、英語→日本語と切り

かえながら音声の後に発音させ、新出単語の発音と意味を確認させる。 

         ↓ 

教科書の内容理解問題を解かせながらおおまかな本文の内容を把握

させる。 

予習ノートを使って予習の確認をしながらキーセンテンスの精読、  

英問英答の答えを確認させる。 

↓ 

予習ノートに印刷されている本文に書き込みをしながら文法事項や

重要表現を確認させる。  

↓ 

本文のスラッシュごとの訳、本文の全文訳、予習ノートの解答を家  

で確認させるためのハンドアウトを配布する。  

↓ 

パワーポイントを使用し、フレーズごとに英語→日本語と切りかえ  

ながらフレーズリーディングをした後で個人音読をさせる。 

 

ｂ 指導上の工夫  

授業中の教師からの指示は基本的に英語で行っているが、簡単な英

語、シンプルな表現を繰り返し使うことを心掛けた。授業がパターン

化されており、また繰り返し同じ表現を使うこともあり、英語による

指示を聞いて生徒は落ち着いて学習に取り組んでいる。  
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授業の始めに、『DataBase 4500』の英単語テストを週に２回実施し

た。２回とも同じ範囲で１週間に 50 語ずつすすめた。定期考査の範囲

にも取り入れ、同じ範囲のテストを合計３回実施するようにした。  

また、『Rapid Reading ２』，『Rapid Reading ３』を使って週に２回

速読テストを実施した。授業の始めの５分～７分程度で初見の英文を

速読し、自己採点をしてファイリングさせた。レベル２の英文につい

てはほぼ全員が時間内に読み終えて問題にも答えていたが、レベル３

になると時間内に解き終える生徒が 10 人程度となった。  

授業はパターン化しているため、生徒に飽きさせないよう協働活動

を積極的に取り入れた。本文の内容について考えるときや難しい問題

に取り組むときなどに、ペアもペアやグループで考えさせた。お互い

に教え合うことができ、英語が苦手な生徒の理解を助けるだけでなく、

英語を得意とする生徒もペアの生徒に教えることでさらに理解が深ま

ったと考える。  

また、本文の日本語訳には授業では触れないため、内容確認の英問

英  答をし、本文の重要表現などを確認した後、それらを補うハンドア

ウトを配布している。スラッシュごとの日本語対訳、本文の全文訳は

家で確認させるようにしている。最近はスラッシュごとの対訳のみで

は意味を理解できない生徒が増えたため、あえて全訳も入れるように

している。  

ｃ   festa!（増進堂）の導入  

生徒全員がパソコンを所有しており、採用している教科書に準拠し

ているデジタル教材である festa!を導入した。教科書の音声が聞けた

り、生徒が音読したものをＡＩが単語ごとに発音を評価してくれたり

するもので、生徒の活動状況は教師が確認することができる。授業中

は音声を十分に聞かせる時間や個人の音読の様子を評価する時間が

ないため採用した。  

ｄ ＡＬＴとのティームティーチング  

週に１回月曜日にＡＬＴとのティームティーチングを実施した。１

学期は、授業の復習として各パートのリテリングを実施した。イラス

トや写真を見ながらリテリングをする回と、自分でキーワードを 10 個

プリントに書き出し、そのプリントを見ながらリテリングをする回に

分けて活動がマンネリ化しないよう心掛けた。また、毎週定期的にテ

ィームティーチングを設定していたため、生徒からは、ティームティ

ーチング時以外にもリテリングへ向けてキーワードを見極めながら

本文を読む訓練になった、という感想が寄せられた。２、３学期には

授業で習ったパートの質問を作成し、それをパートナーに質問してい

く活動をした。ペアは数回替えるようにしたため、同じ質問に対して

少し違った答えが返ってくることがあり、  

ｅ 課題  

授業で不足している部分は週末の課題でも補った。長文、文法、語

彙、リスニングがバランス良く学習できるテキストを選び、家庭学習

の充実をはかった。また長期休業課題については、少し長めの長文や

ＳＤＧｓに関連する内容を扱った長文を読ませ、共通テストで必要と

- 121 -



される長文読解の力を養うことを目指した。また、毎週２回実施して

いる英単語テストについては、長期休業明けに前の学期に終えた範囲

をもう一度テストをするようにし、家庭で主体的に学習する指標とす

ることを目指した。  

（ウ）今後の課題および改善点  

１年次には全員がスムーズに取り組んでいたペア活動も、人間関係が

はっきりしてきた２年次には相手によって取り組みにくい状況が生じ

てきた。また、ペア活動はやりたくない、とはっきり意思表示をする生

徒がおり、現在は無理のない範囲で行うよう指示をし、本人の意思を尊

重しているが、その際のペアへの対応や今後の対応が課題である。また、

英語は実技だ、と考える一方で内気な生徒の活動が英語の成績に反映さ

れることにはまだ抵抗があるため、ペア活動自体は評価の対象とはして

いない。新しい評価方法で評価する際に、さまざまな活動をどのように

して成績に落とし込んでいくかということが大きな課題である。  

さらに、教科書に準拠した音読教材（ festa!）を取り入れたが、機材  

の接続に問題があったり、使い慣れない教材で生徒間に取組状況の差が  

出たりといったことが見られたので、新教材の導入後、どのように生徒  

主体で有効活用していくかということも課題である。  

 

イ 英語表現Ⅱにおける取組  

（ア）生徒の実態と指導上の留意点  

ａ 英語に対する興味・関心が高く、資格取得にも積極的に取り組む生徒

も多い。学校外でも英語を使った活動に自ら参加する生徒も見受けら

れる。その一方、英語に苦手意識を持つ生徒もいるため、英語表現 II

では既習の文法事項や基本構文を適宜復習し、その上に新出事項を積

み重ねられるよう意識した。また、各レッスンの内容に関連した生徒が

興味を持ちそうな事例や、より身近な生活の中で場面を意識した表現

を取り入れながら活動を進めた。  

ｂ 既出事項の復習と定着を目的として、副教材を使った小テストも実

施した。また、表現力を伸ばすため、レッスンごとにライティングの

課題を出した。様々な表現を使って英語で表現させることを意識した。 

ｃ 単純な答え合わせだけで終わらないよう、なぜそのような表現を使

用するのかを意識して考えさせた。さらに、他の表現方法はないか、

クラスで意見を交換し、言語表現の正解は一つではないことを認識さ

せた。
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「漫画」がトピックのレッスンでの導入：  

英語と日本語の漫画のタイトルの違いの考察  

 

（イ）授業概要  

使用教科書：『Vision Quest English Expression II』(啓林館) 

補助教材：『Scramble 英文法・語法 4th Edition』(旺文社）  

『チャート式  ラーナーズ高校英語』(数研出版) 

ａ 授業の進め方  

教科書は見開きで左のページに文法事項とリスニング、右のページ

に練習問題がある。文法事項を確認した上で問題を解くが、ターゲッ

トの文法や表現を意識させるため、左のページのどの部分を参考にす

れば良いか問題ごとに番号を書かせた。テキストの例文だけでなく、

補助教材とリンクさせながらより多くの例文に触れさせている。 4 技

能の活用を意識し、リスニングの活動では段階を踏んで英語の音に慣

れさせ、内容についての話し合いや発音の練習を行った。黒板と併用

しながら、生徒が一目見て理解できるようレッスン毎にスライドを用

意し活用した。 

                
 

                           スライド一例  
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ｂ 共同学習  

問題の解答解説を行う際には、なぜその答えにしたのか理由も発表

させた。また、グループで答え合わせと話し合いの時間を持ち、代表

の生徒に前で先生役として解説を行ってもらうこともあった。まずは

自分たちで考えさせることで、家庭学習においてわからないところを

自ら調べる習慣をつけることができ、他の生徒の意見を聞くことでよ

り様々な表現を学ぶことが出来る。英語苦手とする生徒の理解を促す

だけでなく、英語が得意な生徒は他の生徒に教えることでさらに理解

を深めた。  

 
どのように解説をするかの話合い  

ｃ 小テスト  

既習内容の復習や定着のため、副教材である「 Scramble 英文法・語

法 4th Edition」の小テストを毎週実施している。小テストごとに 10

問出題している。内容に合わせて 4 択問題や並び替え、穴埋めなど出

題方法は様々だが、熱心に取り組む生徒が多く、満点をとる生徒も少

なくない。点数が振るわなかった生徒には昼休みに口頭での追試を実

施している。  

ｄ ライティング  

レッスン毎に内容に関連したライティングを課した。 1 学期は書く

ことに慣れることを目的とし、文法や単語を添削して返却した。生徒

自身が書くことに慣れ、書く分量も増えてきた２学期からは、生徒の

ライティングに対するモチベーションを上げるために、英語で内容に

関するコメントを付けた。伝わっていると実感することで、英語で意

見を書くことへの自信がつくのではないかと考える。また、「冬休み中

に〜に誘う、それに返答する」といった課題を出し、メールを使って

生徒同士でやりとりをさせたり、生活の中のより身近なトピックを選

ぶようにした。 

（ウ）今後の課題  

これからの英語教育に求められる機能に対応するためには、いわゆる

4 技能をバランスよく指導する必要がある。今までは文法事項、構文の

定着に力を入れる一方、リスニングやスピーキング活動の比重が低くな

ってしまっている。柔軟な表現力を高めるためには、リスニング、スピ

ーキング、ライティングをバランスよく行う工夫をするとともに、個々
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に応じた指導が必要である。今後はアウトプット活動により重点を置き、

プレゼンテーションやグループディスカッションにも取り組ませなが

ら文法や語法を身に付けさせる指導法を研究していきたい。  

ウ 総合英語の取り組み 

（ア）生徒の実態と指導上の留意点  

ａ 「総合英語」と生徒の実態  

当該科目は学習指導要領における専門教育に関する選択科目であ

る。教育課程上の科目選択の都合上「総合英語Ａ」生徒 15 名（男子３

名女子 12 名）と、「総合英語Ｂ」生徒 17 名（男子４名女子 13 名）の

２講座を開講している。本科目を受講する生徒の多くは、国際交流や

海外の文化に対して関心を持っている。英語を学ぶことに関して極め

て意欲的であり、高い目標意識をもった生徒である。  

ｃ 授業の進め方  

「総合英語Ａ」「総合英語Ｂ」と共に、ＡＬＴ中心のティームティー

チングを行っている。両講座とも教科書は使用していない。  

１、２学期には、ＪＥＴとＡＬＴがまずテーマを決め、それを各自で

パワーポイントを使って発表資料を作成し、授業中に英語で発表をし

た。各個人の英語での発表能力を高めることつながっている。また、

ＡＬＴや友達の質問に素早く英語で答えられるよう、たくさんの質問

時間を確保することを心掛けた。また、夏休みの宿題として、スピー

チコンテスト出場のための原稿を作らせた。３学期にはディベートを

実施した。グループ、対戦相手、そしてテーマ設定も生徒たち自身で

行った。英語で考え、英語で発表できる能力だけでなく、内容を深く

追究する能力を高めた。授業の時間の中はすべてＡＬＴの英語のみで

進められるよう心掛けた。  

（イ）授業の概要  

ａ 自己紹介  

自分についての紹介を 5 分間英語でスピーチさせた。まずは、授業

中に英語で発表するという勇気を出す練習として実施した。生徒は、

中学校で習った文型を使って自由に発表をした。例えば、My name is 

… 、my hobby is …  、 I’m from…  などの表現を使って自己紹介をさ

せ、それをＪＥＴとＡＬＴが評価した。  

ｂ プレゼン発表  

次のテーマについて、家庭での課題としてパワーポイントにまとめ

て発表原稿を作らせ、それを授業で発表させた。発表の内容、発表に

おいての英語の正確さ、流暢さ、発音を評価観点としてＪＥＴとＡＬ

Ｔで評価した。  

（ａ）ＡＬＴに紹介したい松山のお勧めスポット  

（ｂ）小さいころから続けている趣味、習い事  

（ｃ）日本の中で行ってみたい場所  

（ｄ）世界中で行ってみたい国  

（ｅ）みんなに紹介したいあこがれの人、偉人  

（ｆ）世界で起きている問題              
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    生徒の発表の様子  

 

ｃ スピーチコンテストに向けて  

一学期最後の授業から松山東ロータリークラブ主催の「高校生英語

スピーチコンテスト」に出場するための原稿作りを始めた。  

ＡＬＴからの発音チェック、イントネーションチェックをしてクラ

ス内発表本番を迎えた。二学期最初にスピーチの内容、イントネーシ

ョン、滑らかさ、文法チェック、５分以内目標にＪＥＴとＡＬＴで評

価した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

原稿づくりの様子         評価シート 

 

ｄ 課題研究テーマ、要旨の英語訳  

本校では生徒が探求したいことに関して、大学教員の指導のもと、

研究を行う課題研究という授業を実施している。研究はグループ単位

であるが、その際にそれぞれのグループは、日本語で 100 字要旨を作

成している。その後作成した要旨を英訳していく。その英訳した原稿

の添削を、本授業内で行った。専門用語も多く、添削は時間を要する

ものだった。辞書や iPad で調べたりした。また生徒同士で相談した

りＡＬＴに質問したりした。ＡＬＴと話し合いながら、熱心に取り組

むことができた。  

ｅ 修学旅行の思い出  

修学旅行で和歌山県、大阪に滞在した思い出を英語で書き、ペアで

伝えあい、最後にはパワーポイントにまとめて発表することができた。

生徒が実際に経験したことを話す、発表する活動だったということも

あり、スクリプトなしに、積極的に発表できる生徒が増えていた。ま

た、パワーポイントをとても楽しくきれいに作り上げる生徒が増えて

きた。発表の内容、発表においての英語のイントネーション、滑らか

さ、文法チェックをもとに、ＪＥＴとＡＬＴで評価した。  

ｆ ディベート  
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一グループ四人で、一クラス四つのグループを作って活動させた。

テ ー マ を グ ル ー プ ご と で 考 え 、 Affirmative side, Negative side, 

Attacker1,2 , Summary などの役割を持ち、熱心に取り組んだ。

Question time でも積極的に参加することができた。  

生徒同士で、Winning Team,  Best Speaker と評価し合った。最後

は、ＪＥＴ、ＡＬＴとで積極性、内容なども取り入れ評価した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

                  授業の様子  

（ウ）評価方法   

本科目は定期考査を実施しておらず、授業内でのパワーポイントを用い

た発表、ディベートなどのパフォーマンスによるものを、ＪＥＴとＡＬＴ

との評価点を合算したもので、期末の得点とした。パフォーマンスの評価

基準は、Content、Structure、 Interest、Pronunciation、Eye contact、

Fluency、Intonation、Gesture、Voice、Speed 等である。パフォーマンス

のテーマ、内容に合わせて評価基準を変更した。また、スピーチコンテス

トでは時間内に仕上げるという点も評価に入れた。  

（エ）成果と今後の課題  

教科書を使用していないため、生徒の事情、時代の事情に合わせてトピ

ックを決めることができ、ＳＤＧｓの問題に関しても、生徒たちは世界に

対する関心をもって調査し、考え、英語で自信を持って発表した。また、

プレゼン発表を通してＩＣＴ機器の運用能力も上げることができ、とても

有意義な授業になった。  

課題としては、生徒たちの積極性をどのように引き出すかということで

ある。アクセント、イントネーションを始め、個別の指導をＡＬＴと一緒

に行うことが出来たが、この指導に対しても、積極的に参加しようとする

生徒と、静かに待つ生徒とに分かれていた。全員が積極的にＡＬＴと関わ

れる指導方法を今後さらに研究したい。  
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②留学生活用  

（１）農業ＴＡ  

① 事業のねらい  

新型コロナウイルス感染症拡大の影響でアルバイト等での収入を絶たれ

た愛媛大学の留学生への支援策の１つとして、一昨年度から開始した取組で

ある。本校農業科の授業にティーチング・アシスタント（ＴＡ）として参加

していただき、授業の支援はもとより、農業実習を通して留学生と会話する

ことで語学の知識を深め、生徒の国際コミュニケーション能力向上を図るこ

とも事業のねらいである。昨年度までの取組が好評であった為、今年度も過

去２年間と同様のプログラムを実施した。新型コロナウイルスの制限も緩和

され、今年度は６月から 12 月までの半年間留学生を受け入れることができ

た。 

② 事業概要  

ア 期間  

令和４年６月７日～12 月 20 日 

イ 対象となる授業  

授業名  単位数 対象学年  生徒人数  

ＳＤＧｓ探究Ⅰ  ２単位 １年生 122 名 

グリーンライフ  ２単位 ２年生 17 名 

食品製造  ２単位 ２年生 19 名 

農業と環境  ２単位 ２年生 20 名 

農業科学探究  ４単位 ３年生 14 名 

総合実習Ⅰ  ２単位 ３年生 20 名 

総合実習Ⅱ  ２単位 ３年生 18 名 

植物バイオテクノロジー  ２単位 ３年生 6 名 

ＳＤＧｓ探究Ⅱ  ２単位 ３年生 14 名 

 ※本校が開講している農業科目 20 単位全ての授業に参加していただいた。  

   対象となった本校生徒数は延べ 250 名。 

 

ウ 授業の取組状況 

(ア)「ＳＤＧｓ探究Ⅰ」での取組 

本校では、１年次に田植え・稲刈り・収穫祭を学年行事として実施

し、米作りの一連の過程に携わる授業を展開している。今年度も愛媛

大学の留学生に参加していたき、農業を通じた国際交流を学年全体で

実施することができた。なかでも収穫祭は、３年ぶりに元愛媛大学ア

カデミックアドバイザーの鶴見武道先生をお迎えし、「炭」作りについ

て学ぶことができた。名称を「ＳＤＧｓ研究」に変更し、コロナ禍前

のような形で盛大に実施することができた。ＮＰＯ法人「TABLE FOR 

TWO International」が運営している「おにぎりアクション 2022」に

参加し、留学生の方と共に世界の食料問題について考えを共有した。

お米の生産から消費の一連の過程を通して、ＳＤＧｓの観点からも幅

広く学ぶことができた。  
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(イ)２年生選択授業での取組 

 ①「農業と環境」の授業は、果樹・野菜・草花・作物の４部門に分か

れて授業を展開した。作物部門の授業では、トウモロコシ・枝豆・サ

ツマイモなどの作物栽培を行い、草花部門の授業では、切り花の定植

や、校庭の花壇の整備を留学生と共に行った。「食品製造」の授業で

は、本校農場で生産された作物を原料とした加実習を行った。いずれ

の実習においても、留学生の方たちとコミュニケーションを取りなが

ら実習する姿が随所に見られた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田植え実習 

ＳＤＧｓ研修  ＳＤＧｓ研修事前学習  

稲刈り実習 

ダイコンの収穫（農業と環境） 実習の合間に談笑（農業と環境） 
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(ウ)２年生選択授業での取り組み②  

「グリーンライフ」の授業は、「農と地域の繋がり」をテーマに授業

を展開しており、農業と通して地域と直接結びつき、ローカルな視点

の学びを深める活動を行っている。活動の核となっているのが愛媛大

学教育学部附属幼稚園との農業交流である。夏野菜と秋冬野菜の栽培

交流や、保育について学ぶ「生活総合Ａ」の履修生と協働で毎年芋ほ

り交流などを実施している。新型コロナウイルスの制限が緩和された

ため、愛媛大学の留学生とともに園児との交流学習を行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(エ)３年生選択授業での取り組み  

「農業科学探究」の授業は、果樹・野菜・作物の３部門に分かれて

授業を展開した。作物部門では、ソラマメ・スナップエンドウ・キヌ

サヤなどの豆類やお米の栽培、野菜部門では夏野菜・秋冬野菜の栽培、

果樹部門では柑橘類の管理を行った。４単位授業の特性を活かし、１

つの作目を継続的に管理し、留学生の方とも深く関わることができた。 

「総合実習Ⅰ・Ⅱ」の授業は、果樹・作物・野菜・草花の４部門をロ

ーテーション制で展開している授業である。留学生と積極的にコミュ

ニケーションを取りながら生徒に多様な形態の実習を経験させること

ができた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業交流の様子  畑の整地 

サトイモの収穫  お米の播種 
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③ 課題及び改善点  

ティーチィング・アシスタント（ＴＡ）として、愛媛大学の留学生が本校農業

科の授業に参加することによる教育的効果は大きいと感じる。授業内容を生徒が

留学生に英語で伝え、実習を通してコミュニケーションを取る姿が随所に見られ

たからだ。新型コロナウイルスの制限は緩和され、国内の移動については従来通

りに戻りつつあるが、昨今の国際情勢等の影響もあり、過去２年間に続き今年度

も海外研修は中止となった。異文化交流については依然オンラインが主流である

中、延べ 250 人の生徒（本校全校生徒の約 70％）が農業を通じて対面で愛媛大学

の留学生の方々と関われた経験は、他校にはない大きな特色であり、来年度以降

の直接交流に活かされることを期待したい。  

ＷＷＬの指定は今年度で終了する。来年度以降もこれまでと同様の学びを生徒

たちに提供するために、農業科教職員一体となって工夫を凝らさなければならな

い。自走に向けて必要であれば外部資金を獲得するなどし、３年間で積み上げた

カリキュラムを更に深められるよう努めていきたい。  

 

（２）E カフェ（イングリッシュ・カフェ）実施 

           ① 概要  

          ＷＷＬ事業初年度に本校生徒の語学力・コミュニケーション能力の向上

と国際感覚の育成を目指し、教育課程以外の取組として、英会話や言語の相

談ができる時間を設定した E カフェは 3 年目を迎えた。生徒が自由な雰囲

気で、英語を使った情報交換や実際の交流体験できる場にしたいと名付けた

「Ｅカフェ（イングリッシュ・カフェ）」の名前は、近隣の中学校等でも知

られるようになった。「Ｅカフェ」は、週 2 回昼休みに開催し、生徒と外国

人講師が英語を使って、互いの国や文化について理解を深めたり、個々の意

見を交わしたりする場とした。講師は、愛媛大学国際連携支援部国際連携課

学生交流チームの協力を得て、愛媛大学大学院留学生（出身国：フィリピン、

パキスタン、ガーナ、コンゴ、ベトナム、バングラディッシュ、インドネシ

ア、ミャンマー）を迎えた。また、過去 2 年間の実施と同様に、英語に苦手

意識を感じている生徒の機会も設定したいと、本校教職員も講師となって運

営した。  

  

 

 

 

出荷調製作業  集合写真（イオンクレアンガ高校受入れ） 
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② 実施内容  

回  実施日  
講師数  

留学生＋ (教員 ) 
参加者数  形態  テーマ  

第１回   6 月 7 日  6 78 ｵﾝﾗｲﾝ＋対面  自己紹介  

第２回   6 月 9 日  2+(1) 61 対面  自己紹介  

第３回   6 月  14 日  5 59 ｵﾝﾗｲﾝ＋対面  自国の食べ物  

第４回   6 月 16 日  2+(1) 43 対面  自国の食べ物  

第５回   7 月 7 日  1+(2) 40 対面  自国の食べ物  

第６回   7 月 12 日  6 43 ｵﾝﾗｲﾝ＋対面  自国の食べ物  

第７回   7 月 14 日  2+(1) 49 対面  自国のスポーツ  

第８回   7 月  19 日  6 38 ｵﾝﾗｲﾝ＋対面  自国のスポーツ  

第９回   9 月  6 日  5 35 ｵﾝﾗｲﾝ＋対面  行ってみたい国  

第 10 回   9 月  8 日  1+(1) 33 対面  行ってみたい国  

第 11 回   9 月 13 日  3 24 ｵﾝﾗｲﾝ＋対面  近くのおすすめの店  

第 12 回   9 月 15 日  2+(1) 32 対面  近くのおすすめの店  

第 13 回   9 月 20 日  5 34 ｵﾝﾗｲﾝ＋対面  年末年始の過ごし方  

第 14 回   9 月 22 日  2+(1) 30 対面  年末年始の過ごし方  

第 15 回  10 月 11 日  4 23 ｵﾝﾗｲﾝ＋対面  SDGs 自国のエネルギー問題  

第 16 回  10 月 13 日  2+(1) 21 対面  SDGs 自国のエネルギー問題  

第 17 回  10 月 18 日  4 15 ｵﾝﾗｲﾝ＋対面  SDGs 自国のジェンダー問題  

第 18 回  10 月 20 日  2+(1) 14 対面  SDGs 自国のジェンダー問題  

第 19 回  11 月 8 日  4 45 ｵﾝﾗｲﾝ＋対面  SDGs 自国の水問題  

第 20 回  11 月 10 日  2+(1) 23 対面  SDGs 自国の水問題  

第 21 回  12 月 13 日  7 24 ｵﾝﾗｲﾝ＋対面  自国のクリスマスとお正月  

第 22 回  12 月 15 日  2+(1) 24 対面  自国のクリスマスとお正月  

第 23 回   1 月 12 日  2 10 対面  今年の目標  

第 24 回  1 月 17 日  6 20 ｵﾝﾗｲﾝ＋対面  今年の目標  

第 25 回   1 月 24 日  6 22 ｵﾝﾗｲﾝ＋対面  好きな日本のものや文化  

第 26 回   1 月 26 日  2 7 対面  好きな日本のものや文化  

第 27 回   1 月 31 日  5 15 ｵﾝﾗｲﾝ＋対面  自由トピック  

第 28 回   2 月 2 日  2 10 対面  自由トピック  

第 29 回   2 月 14 日  6 27 ｵﾝﾗｲﾝ＋対面  本年度を振り返って  

第 30 回   2 月 16 日  2 19 対面  本年度を振り返って  

③ 運営上の工夫 

ア 場所の設定  

令和２年に新設されたワークショップ・プレゼンテーションルームを使用

している。机・椅子の配置が自由に変えられること、広さが通常教室の約２

倍であること、ホワイトボードとプロジェクタを４グループで一斉に使用す

ることが可能であることなどから、グループ活動に適している。また、参加

人数の増加により、さらに会場を２つ加え、オンラインと対面型の両方で対

応している。これにより、他学校の生徒の参加や来校できない講師の講話も

可能になった。  

イ 時間・曜日の設定  

    部活動、個別の研究や活動の時間を確保するために放課後の時間は行わず、

昼休みのみの実施とした。午後の時間割も配慮し、曜日は、火曜日と木曜日

とした。講師となった留学生は、実施後に午後の学校行事や農業実習にも参

加可能となり、生徒との交流機会を増やすことができた。 
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ウ テーマの設定  

           Ｅカフェの実施初年度から、毎週テーマを設定し、生徒と講師の事前準備

ができるようにした。本年度は、ＷＷＬ研究指定校としてＳＤＧｓに対する

理解を深めてほしいとの願いから、2 学期後半からは、「環境問題」や「自国

の貧困」についてなどのテーマも加えた。生徒にとって、親しくなった留学

生の出身国が抱える問題について理解するだけでなく、日本の課題について

考える機会となった。  

エ 新型コロナウイルス感染症予防  

           感染症予防の配慮から、開始時の注意事項の確認、入室時の消毒、マスク

着用、机と椅子の配置や生徒と講師との距離の配慮、また、使用後の教室消

毒を徹底した。前半は、講師はテーマに沿ったプレゼンテーションを行い、

生徒は食事をとりながら静かに聞く時間とし、後半は、マスクを着用して自

由に会話ができる時間とした。 

オ 形態 

(ア)対面  

   本年度は、開始当初から対面実施を基本とした。  

(イ)オンライン  

留学生講師の参加希望者が多い日には、オンラインと対面の両方を実

施した。オンライン形式を定期的に実施することで、遠方の学校からの

参加希望生徒や海外からの講師を招くことが可能になった。   

カ 成果と課題  

          〇 近隣の中学校生徒や他校への認知度が高まり、オンライン参加希望も増

加した。 

〇 生徒の英語学習への意欲が高まった。 

          〇 国によって異なる英語の発音を聞く機会が増えた。  

          〇 講師の大学生活の様子や専門研究の話を聞くことで、進路学習につなが

っている。  

          〇 生徒同士の交流が増え、学年を超えて互いに質問をしあう姿が多く見ら

れた。  

〇 参加生徒が増加しており、繰り返し参加する生徒が増えている。 

          〇 活動内容が周囲の理解を得て、保護者、教職員、教育実習生も英会話に

参加した。  

          〇 英語科教員の教科指導研修の場となっている。  

          〇 ＳＤＧｓの知識・理解が深まり、課題を身近なものとして感じる生徒が

多くなった。  

          ● 参加人数の増加により、一人一人の生徒が英語を話す時間が短くなる。 

         ● オンラインの場合、機材やネットワーク上のトラブルが多い。   
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（３）留学生の受け入れ及び体制の整備  

ア 本校の留学生の受け入れ  

本校では毎年留学生を受け入れており、海外研修や異文化理解の授業を

設定している２学年に在籍させている。また、学校行事や指導内容に合わ

せて、１年生の実習や芸術科目に参加させるなど、日本語初心者であって

も、学校生活に早く馴染めるよう配慮している。本年度は、フィリピンか

らの女子生徒１名を受け入れた。留学生は、授業科目を受講するだけでな

く、部活動、外国や他学校の高等学校との交流、校外活動など、様々な活

動に意欲的に参加して活躍している。  

イ 日本語指導  

            留学生に対しては、愛媛大学で開校される日本語授業への参加を奨励し、

総合的な日本語教育を提供している。また、本校の日本語教員資格を有す

る教員が複数おり、留学生の日本語指導を担当している。日本語の指導を

通して、日本での生活や母国での学習との両立などの相談にも応じている。

日本語の習熟度に合わせて、日本語コンテストの参加や日本語能力試験に

向けての指導など、本人の留学期間の充実だけでなく、帰国後の進路に役

立つ学習経験ができるよう指導と支援を心がけている。 

ウ 活動への参加  

① 日本語コンテスト  

               12 月には「第 19 回留学生日本語スピーチコンテスト in 愛媛 2022」

に参加し、 3 位にあたる佳作を受賞した。本校教員が日本語の指導を

し、日本語らしい発音や語彙の習得につなげる活動となった。  

② ＷＷＬ事業指定校での模擬国連参加 

         留学生は、本校の生徒とチームを作り、京都先端科学大学附属高校で

1 月に開催された模擬国連に参加した。約半年に渡る準備期間中、留学

生は本校生徒とともに発表準備や調べ学習を行い、互いの国際協力に

対する意識を高めることができた。  

③ SDGs Youth Summit 参加 

             本年度、本校で開催した国際会議では、司会を務め、オンライン参加

のフィリピン大学附属高校や他校の生徒と本校生徒の交流が深まるよ

う会を進めた。また、プレゼンテーションの準備や質疑応において、言

語面でのサポートを行い、本校生徒の英語力向上の手助けとなった。  

④ Ｅカフェ講師  

留学生は、来日直後に本校で実施している英会話の時間である「Ｅカ

フェ」で、ゲストスピーカーとして講師を務めた。フィリピンの民族衣

装を着て、英語で日本に来て驚いたことやフィリピンでの学校生活との

違いを生徒たちに話した。新しい留学生の来日を楽しみにしていた生徒

はもちろん、初めて同世代の外国人が話す英語に触れた生徒も、英語や

ジェスチャーを使って、質問をしていた。学校生活に慣れた後には、Ｅ

カフェ参加者として訪れ、愛媛大学の留学生と交流を深めた。  
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10 教育課程外の取組  

(1) 生徒参加コンテスト  

回 月 日 実  施  内  容 概  要 

１ 

５月 15 日（日） 特定非営利活動法人まつやまさかの

うえ日本語学校主催「国際防災教育

プログラム」  

対面／生徒 17 名が参加 

２ 
５月 18 日（水） 

マレーシア大学進学説明会  
オンライン／生徒 15 名が参

加 

３ ６月２日（水） 愛媛大学留学生活用事業開始  E カフェ／農業 TA 

４ 
６月 11 日（土） 南海放送主催「太陽石油プレゼンツ 

GO-MIX in 津島町岩末川 

対面／生徒２名が参加  

５ ６月 27 日（月） SDGs 教員研修会  国内の高校 10 校が参加 

６ 
７月１日（木） AFS アジア高校生架け橋プロジェク

ト生受入れ  

フィリピンより１名  

７ 
７月 15 日（金） 広島大学 WWL コンソーシアム構築支

援事業に関する協議会  

対面・オンライン／拠点校

教員４名が参加  

８ 
７月 29 日（金） 愛媛県高等学校国際教育リーダー研

修会  

オンライン／生徒４名が参

加 

９ 
８月 14 日（日） 公益社団法人ジュニア・アチーブメ

ント日本主催「TTBiz2022」 

オンライン／生徒 12 名が参

加 

10 
９月 17 日（金） 

拠点校主催「課題研究成果発表会」  
オンライン／生徒 120 名が

参加 

11 

９月 17 日（土） まつやま NPO 登録団体 地質・環境

技術研究所主催「地質技術者の仕事

行って見て知るバスツアー」  

対面／生徒３名が参加  

12 

９月 24 日（土） サスティナブル・ブランドジャパン

主催「サスティナブル・ブランド国会

会議 2023 地域ブロック  四国大

会」  

対面／生徒５名が参加  

13 

10 月 15 日（土） 

   16 日

（日） 

拠点校主 催国際 会議 「全国高 校生

SDGs Youth Summit」 

対面・オンライン／国内外

10 校 全 96 名の生徒が参

加 

14 

10 月 22 日（土） グローバ ル人材 育成 教育学会 主催

「グローバル人材育成教育学会創立

10 周年記念プレ全国大会」  

対面・オンライン／生徒６

名が参加  

15 

10 月 22 日（土） スポ GOMI 甲子園実行委員会  共催海

と日本プロジェクト スポ GOMI 甲子

園 愛媛県大会  

対面／生徒 12 名が参加・２

年連続優勝  

16 
11 月 10 日（水） 

愛媛県高等学校国際教育研究協議会  
オンライン／生徒３名が参

加 

17 

11 月 12 日（土） 

  13 日(日） 

立命館宇治中学校高等学校主催国際

会議「第５回全国高校生 SR サミット 

FOCUS」 

対面・オンライン／生徒 26

名が参加  
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18 
11 月 12 日（土） 筑波大学附属坂戸高校主催「第 11 回

高校生国際 ESD シンポジウム」  

オンライン／生徒４名が参

加 

19 
12 月 17 日（土） 愛媛県、 えひめ 産業 振興財団 主催

「EGF ｷｬﾝﾊﾟｽｱﾜｰﾄﾞ 2022－2023」 

対面／生徒３名が参加・最

優秀賞・努力賞  

20 
12 月 26 日（木） 文部科学省主催「2022 全国高校生フ

ォーラム」  

オンライン／生徒２名が参

加 

21 

12 月 26 日（日） スポ GOMI 甲子園実行委員会  共催海

と日本プロジェクト スポ GOMI 甲子

園 全国大会  

対面／生徒３名が出場し、

全国準優勝  

22 
１月 24 日（火） 京都先端科学大学附属高校主催  

「Global Simulation Gaming」 

対面・オンライン／生徒８

名が参加  

23 
１月 26 日（木） 愛媛県教育委員会主催「えひめスー

パーハイスクールコンソーシアム」  

対面・オンライン／生徒９

名が参加  

24 
１月 28 日（土） 愛媛大学高大連携事業「Minecraft 教

育版を活用した SDGs 学習」 

対面／生徒 21 名が参加 

25 
２月３日（金） 

  ４日（土） 

拠点校主催「 WWL 報告会」  

「課題研究代表者発表会」  

オンライン/１・２年生一部

参加 

 

 取組の一部を以下に示す。  

①  サスティナブル・ブランド国会会議 2023 地域ブロック  四国大会 

   ア 日 時  令和４年９月 24 日（土）  

   イ 場 所  四国学院大学 ７号館  

   ウ 対 象  本校生徒５名（フィリピン留学生１名含む）  

   エ 主 催  サスティナブル・ブランドジャパン  

   オ 内 容  

全国大会に繋がる地方大会として四国学院大学にて四国大会が実施された。

本校生徒５名は、一般社団法人プロギングジャパン  代表理事  常田  英一朗氏

による基調講演、テーマ別講演などのプログラムに参加し、午後のグループデ

ィスカッションにて、「地方発ビジネス」「マッチング事業から生まれる持続可

能な地域社会の実現」「脱炭素」の３つのグループ分かれ、四国の高校生と協

議、発表を行った。この経験を踏まえ、後日、「時代に逆らう地方の JR！～ま

だ見ぬ四国の魅力を乗せて地方活性化のモデルケースへ～」と題した地域活性

案を作成し事務局へ提出した。全国大会には届かなかったが、四国大会の会場

地となった丸亀市で伝統工芸品のうちわ製作体験や伝統工芸者に向けたイン

タビュー調査も行うなど活動を充実させた。生徒は今プログラムを通じて、四

国が抱える社会課題解決に取り組んだ経験を 10 月実施となった本校主催の国

際会議に十分に活かすことができた。  

 

②  EGF キャンパスアワード 2022-2023 

   ア 日 時  令和４年 12 月 18 日（土）  

   イ 場 所  愛媛新聞社本社  １階 ホール 

   ウ 対 象  本校生徒３名 

   エ 主 催  愛媛県、えひめ産業振興財団（共催  愛媛新聞社）  
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   オ 内 容   

本校２年生の山根希望さんが「電車と双海に活気を！サイクリングと駅弁

で町おこし」という題材で発表した結果、最優秀賞を受賞した。「EGF キャンパ

スアワード 2022-2023」は地域経済の持続的な発展を目指し、経済活力の源泉

ともいわれる創業及び新規ビジネスの創出につなげるため、愛媛県が抱える多

様な地域課題を、全国に誇る豊富な地域資源を生かして解決する新たなビジネ

スプランを県内外から募集し、地元企業等のサポートの下、その具体化と実現

を目的として開催されている。愛媛県の地域課題となっている鉄道利用者の減

少と双海町内の自然・景色・特産品を活かしたビジネスプランを提案した。審

査員のコメントでは「すぐにでも実行して欲しい」との声をいただくなど大変

好評であった。また、上本結香さん、東岡紗那さんペアも「非日常感を味わえ

る自然の中でグランピング」と題し発表を行い、努力賞を受賞した。  

 

（２）学会発表  

①  グローバル人材育成教育学会第 10 回全国大会・第３回国際遠隔会議  

ア 日 時：令和４年 10 月 22 日（土）  

イ 場 所：人間環境大学  

ウ 対 象：グローバル人材育成教育学会員・一般  

エ 主 催：グローバル人材育成教育学会  

オ 内 容 

本年度のグローバル人材育成教育学会の全国大会は、愛媛県松山市で開催とい

うことで、ＷＷL 事業校として生徒参加の打診を受け、教育連携部会企画「私たち

が考える安心・安全とは」に本校生徒６名が参加し、英語で全国の高校生とテー

マに沿って協議を行った。対面・オンラインの形式での協議となったが本校生徒

は司会を務めるなどし、大きな役割も果たした。  

 

②  その他 

ア 上床（2022）．「高校におけるグローバル人材育成活動の実態と将来  ～WWL 事業

を通じた人材育成～」．グローバル人材育成教育学会設立１０周

年記念プレ全国大会シンポジウム「混迷するグローバル人材育成

活動の課題と将来像」にて発表  

イ 上床（2022）．「コロナ禍における異文化理解」．国際教育研究協議会    

ウ 上床（2022）．「コロナ禍でも国際色豊かな学校を目指して～E カフェを通じた

異文化交流～」．文部科学省官民協働海外留学創出プロジェクト  

トビタテ！留学 JAPAN 令和４年度 SIPS 高大接続研修にて発表  
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（３）理科部研究  

① 理科部概要  

主体的に、科学的な手法を用いた探究

活動に取り組むことで、自然環境や人類

の生活・産業活動に貢献できる人材を育

成することを願って理科部が誕生して 14

年になる。創部当時から理科部の活動は、

その全てがＳＤＧｓに関係している。各

部員は探究活動テーマをもちながら、互

いの活動を手伝い、経験や情報を共有し、

幅広く学んでいる。今年度の部員（１年生

９名、２年生８名、３年生２名）は 10 の

研究班に分かれて活動しているが、その

すべてが大学や企業と連携した活動とな

っている。コロナ禍３年目となる今年度

は、コロナ禍前に行われていた子ども対

象の科学体験イベントを２つ開催できた

（図１・２）。大型商業施設でのイベント

や各種学会、コンテストへの参加など、

校外での活動も徐々に戻ってきつつあ

り、益々活動の幅が広がっている。ここで

は活動の全てを報告できないため、代表

して絶滅危惧種の保全活動を行っている

マツカサガイ保全班（図３）と、海洋マイ

クロプラスチック問題を研究しているプ

ラガールズとの活動概要を報告する。  

 

② 絶滅危惧種の保全活動・野外調査  

理科部では創部当時から、レッドデータ

ブック作成への協力など、愛媛県で緊急

度の高い絶滅危惧種を対象とした調査・

研究活動を行ってきた。環境保全に関す

る活動では、研究や発表だけでなく、具体

的に生物や環境の保全・回復に貢献する

ことが重要である。今年度から令和 15 年

度まで、理科部は愛媛県の保護事業主体

として登録され、これまで取り組んでき

た淡水性二枚貝マツカサガイと小型淡水

魚ヤリタナゴの保全活動に益々力を注い

でいる（図４）。この２種は今、愛媛県で

最も絶滅の可能性が高い種である。今年

度は三浦保愛基金環境保全・自然保護分

野助成、河川財団助成、愛媛大学地域協働

教育研究支援事業に採択されており、愛

図４  関係諸機関とともに、野生動
植物の多様性の保全に関する
条例によって、マツカサガイとヤ
リタナゴを保全する計画を報じ
る５月の県報。 

図１ 生石小学校に出向いて行われ
た実験教室。企画・運営の全て
を部員が行う。 

図２  松山市総合コミュニティーセン
ターで行われた愛媛化学展にブ
ース出展。大人気ブースになっ
た。 

図３  マツカサガイとヤリタナゴの保
全活動は､生物多様性を守りた
い！甲子園で最優秀賞受賞。 
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媛県衛生環境研究所生物多様性センタ

ー、愛媛県県民環境部環境局自然保護課、

愛媛大学社会共創学部、工学部、理学部、

農学部、地域のＮＰＯと連携し、活動範囲

が広がっている。最近は新たに、農林水産

省農地整備事業所との連携を密にしてお

り、農地やそれに隣接する水路の利便性

と環境保全の両立について協議してい

る。 

今年度途中から、理科部が世界で始め

て確立したマツカサガイの長期飼育技術

を用いて、緊急避難生息域外保全施設の

役割を正式に果たすようになった。早速、

秋には県から要請があり、ある地域で個体

群絶滅寸前であったマツカサガイ全個体

である 72 個体を県職員、大学関係者らと

ともに緊急保護し、附属高校理科室に避難

させた（図５）。避難してから４ヶ月にな

っても、死亡した個体は１個体のみであ

る。これまで維持する方法がなく、各地で

地域絶滅してきたことを考えると大きな

進歩である。県の生物多様性センター、自

然保護課と連絡を密にしており、再来月に

は元の生息地に戻す予定である。現在、こ

の飼育技術を応用し、水族館などの大型水

槽における飼育方法も開発中である。早け

れば次年度、水族館に技術提供をすること

で、これまでの様な飼い殺しではない飼

育・展示ができる水族館が誕生するかもし

れない。  

今年度からの取組として、民間企業へ協

力依頼し、ドローンによる測量調査を開始

した（図６）。このドローン測量データに加

えて、部員がゴムボートとソナーを用いて

得た水中の深度情報を組み合わせること

で、水中の様子を３Ｄで詳細に把握できる

ようになった（図７）。多様な自作調査機器

を用いて集めてきた水質や底質データを

３Ｄモデルと合わせることによって、保全

計画の具体的に立てられるようになりつ

つある。また、絶滅した松山市の水域に、

理科部で開発した手法によって生産した

稚貝を大量に再導入する試みもこの１年

間行い、経過観察を続けている。  

図５  県の要請で、絶滅危惧種を
救出する部員。生物多様性セ
ンター職員、大学生、大学院
生、大学教員も参加し、附属
高校へ避難させる。 

図６ プロの指導の下、ドローンのセ
ッティングを行う部員。 

図７  調査道具を満載したボートの
船外機を操作する部員。 

図８  毎年、いくつかの水路清掃を
手伝う部員。水路をコンクリート
化すれば省力化されるが、生
物はいなくなる。人が減る地方
において、過剰な負担を強いる
ことなく、どうすれば希少種も守
っていくことができるだろうか。 
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他にも様々な活動が行われているが、どの活動も一筋縄ではいかないこと

を部員は痛感している。特に難しいのは、経済活動と環境保全とのバランスで

ある。昭和や平成のように、経済最優先で自然環境に配慮しない時代ではなく

なった。多様な利害関係者が合意にいたるための長い過程を、関係者の一員と

して部員は学んでいる（図８）。  

 

③ プラガールズの活動 

コロナ休校開けの令和２ (2020)年６月から、「海洋性

細菌による生分解性プラスチックの生産」というテーマ

で、海洋マイクロプラスチック問題の解消に取り組む女

子３人チーム「プラガールズ」の活動が始まった。第一

期の３人は令和４(2022)年４月に大学に進学し、今年度

は第二期の２年生３人と第三期の１年生３人で活動し

た（図 9）。主な活動テーマは、生分解性プラスチックの

経済生産、海洋マイクロプラスチックの調査、情報発信・啓発活動の３点で

あった。多数の対外的な教育支援プラグラムや助成金制度に採択され、企業

や行政と連携した活動に取り組み、様々なコンテストで入賞を重ねるととも

に、マスメディアを通した情報発信の機会も多かった。また、過去２年間は

コロナ禍で遠隔開催のコンテストが中心で、中止されたイベントも多かった

が、対面開催による実施が復活した年でもあった。  

 

＜高大連携および採択された教育支援プログラムや助成金制度＞  

〇４月～９月：「課題研究Ⅰ」（金曜日午後）愛媛大学工学部・日向博文教授の指導  

〇４月～３月：「マリンチャレンジプログラム 2022」（リバネス・日本財団）  企

業研究者による遠隔研究指導・助成金支援・研究発表会開催  

〇４月～３月：瀬戸内オーシャンズＸ「海洋環境デザイン教育プログラム」（日本

財団・3710Lab） 啓発活動の遠隔指導・啓発

マガジン発行・他校交流 

〇7 月～11 月：「理科教育支援プログラム」（日立ハイテク）

卓上小型電子顕微鏡の無償貸与（図 10） 

〇７月～３月：「高校生による環境安全とリスクに関する自主

研究活動支援事業」（ＲＥＨＳＥ）大学教員に

よる遠隔研究指導・助成金支援・研究発表会・

他校交流開催  

〇11 月～８月：伊予銀行環境基金「エバーグリーン」（伊予銀

行・三井住友信託銀行） 助成金支援  

 

＜イベント出展や企業訪問など＞  

〇４、５、６、２月：愛媛大学教育学部で電子顕微鏡観察  

〇４月～12 月：愛媛大学工学部で課題研究Ⅰ（金曜日午後）の

時間にＦＴ－ＩＲによるマイクロプラスチッ

ク材質分析（図 11） 

〇６月：愛媛大学教育学部附属中学校の課題研究・プラごみ研

究班に環境講義・質疑応答（１時間）  

図 11 工学部･日

向研究室で実験  

図 10 日立ハイ

テクから無償貸

与された電子顕

微鏡  

 

図９  プラガール

ズ 2022 メンバー  

- 140 -



〇７月：「全国ユース環境活動発表大会フォローアップ研修」（東京・国連大学）に

参加 

〇７月：（株）日立ハイテク（東京）を訪問し無償貸与されている電子顕微鏡研修  

〇７月：（株）リバネスＣＯＧ（東京）を訪問してマリンチャレンジプログラムの

指導を受ける  

〇７月：愛媛県高文連「科学研究研修会」（松山南高校）に参加  

〇７月：(社)ＥＣオーシャンズの御荘湾プラごみ回収活動に参加  

〇７月：愛南漁協を訪問して立花組合長から漁業用プラスチックについて聞き取

り調査  

〇８月：長浜バイオ大学（滋賀県）の小倉淳教授を訪問して指導を受ける  

〇８月：(株)カネカ高砂工業所（兵庫県）アグリバイオ＆サプリメント研究所を訪

問し、佐藤俊輔研究リーダーから指導を受ける  

〇８月：愛媛大学沿岸環境科学研究センターの野見山桂准教授から指導を受ける  

〇10 月：環境啓発「プラガールズマガジン」第 1 号を発行  

〇10 月：松山市主催「まつやま環境フェア」に出展し、ステー

ジイベントとブース展示、市民アンケート調査を行う

（図 12） 

〇11 月：京都大学「超ＳＤＧｓシンポジウム」にオンデマンド

参加 

〇12 月：愛媛大学沿岸環境科学研究センターで実施された鯨

類の解剖を見学し、全国から参加した研究者に聞き

取り調査を行う  

〇２月：環境啓発「プラガールズマガジン」第２号を発行  

〇３月：京都大学「地球環境ユースサミット」（２泊３日、英語使用の高校生国際

会議）に参加  

 

＜主な発表会、コンテスト参加と成績＞  

〇５月：日本植物学会・動物学会・生態学会「生物系三学会中国四国支部大会  高

校生ポスター発表会」（遠隔発表）優秀賞（生態分野）  

〇５月：環境省・国連大学「国際生物多様性の日 2022 シンポジウム」でパネリス

ト発表（遠隔発表、英語同時通訳）  

〇５月：松山市「きらめき松山市民賞」（市長表彰）  

〇６月：日本環境化学会「高校環境化学賞」決勝（富山市）奨励賞  

〇７月：国連「第３回パリ協定とＳＤＧｓのシナジー強化に関する国際会議」サイ

ドイベントでパネリスト発表（東京・国連大学、英語同時通訳）、国際会

議を聴講  

〇８月：愛媛県総合科学博物館「中高生のためのかはく科学研究プレゼンテーショ

ン大会」（新居浜市）ポスター発表  

〇８月：リバネス「サイエンスキャッスル中四国大会」キックオフイベント（遠隔

発表）12 月の本大会決勝進出が決定  

〇８月：リバネス・日本財団「マリンチャレンジプログラム中四国大会」（今治市）

優秀賞（３月の全国大会出場が決定）  

〇９月：ノートルダム清心中学・高校「集まれ！理系女子  女子生徒による科学研

究 Web 交流プレ大会  四国大会」（遠隔発表）＜１年生の初発表＞  

図 12 まつやま

環境フェアで市

民に情報発信  
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〇10 月：本校ＷＷＬ「ＳＤＧｓ  Youth Summit」（対面・遠隔発表）  

〇10 月：北海道大学・日本財団「海の宝アカデミックコンテスト四国・九州・沖

縄ブロック大会」（書類審査）優秀賞（ 11 月の全国大会出場が決定）  

〇11 月：北海道大学・日本財団「海の宝アカデミックコンテスト全国大会」（函館

市）ちょうちんあんこう賞・特別賞  

〇11 月：東京理科大学「坊っちゃん科学賞」（論文審査）優良

入賞 

〇11 月：「愛媛県高等学校総合文化祭」自然科学部門（新居浜

市）優秀（総合１位、７月の全国大会出場が決定）  

〇12 月：イオン・毎日新聞社「イオンエコワングランプリ最終

審査会」（東京）内閣総理大臣賞（図 13） 

〇12 月：本校「第２回愛附コンテスト」最優秀  

〇12 月：リバネス「サイエンスキャッスル中四国大会」決勝

（岡山市）優秀賞  

〇12 月：「愛媛県高校教育研究大会」理科部会（松山北高校）

で高校教員に生徒が発表  

〇12 月：神奈川大学「全国高校生理科・科学論文大賞」（論文

審査）努力賞  

〇12 月：環境省ほか「全国ユース環境活動発表大会」四国大会（高松市）最優秀

賞（２月の全国大会出場が決定）  

〇１月：ノートルダム清心中学・高校「集まれ！理系女子  女子生徒による科学研

究 Web 交流会 全国大会」（遠隔発表）  

〇１月：リバネス「サイエンスキャッスル関西大会」ポスター発表（大阪市）奨励

賞 

〇２月：環境省ほか「全国ユース環境活動発表大会」全国大会（東京）優秀賞  

〇２月：愛媛県「愛顔のえひめ知事表彰」（県知事表彰）  

〇２月：「三浦保環境賞」奨励賞  

〇２月：ＬＳ四国「ローカルＳＤＧｓ四国表彰」（高松市）チャレンジ部門賞  

〇３月：日本財団・リバネス「マリンチャレンジプログラム中全国大会」（東京）

日本財団賞  

〇３月：愛媛大学「附属学校児童生徒等表彰」メンバー 5 名表彰  

〇３月：ＲＥＨＳＥ「高校生による環境安全とリスクに関する自主研究活動支援事

業」最終報告会（東京大学）最優秀賞  

 

＜主なマスメディアからの発信＞  

〇４月：「全国ユース環境ネットワーク」Vol.14（2022 春号）国連大学研究所所長

賞 

〇５月：あいテレビ「ＳＤＧｓ学園 special 海からはじまる愛媛のミライ」（プラ

ガールズ、長浜高校水族館部、松山南高校ネギボウズの３校取材特番、30

分） 

〇５月：あいテレビ「Ｎスタえひめ」ニュース内「ＳＤＧｓコーナー」  

〇５月：ＦＭ愛媛「Brillante for ＳＤＧｓ」（四国ＦＭ４局） 10 分 

〇５月：あいテレビ、愛媛ＣＡＴＶ「きらめき松山市民賞」ニュース  

図 13 内閣総理

大 臣 賞 受 賞 記

念の看板前で  

- 142 -



〇５月：関西テレビ /フジテレビ系列「天才女子観察バラエテ

ィ 没頭ガール」（全国放送 75 分特番中 15 分枠放

送）（図 14） 

〇５月：Web ザ・テレビジョン「天才女子観察バラエティ  没

頭ガール」の番組紹介  

〇６月：ＴＢＳ系列「ＴＨＥ  ＴＩＭＥ」内「全国！中高生ニ     

ュース」（全国放送）  

〇６月：愛媛新聞「国際生物多様性の日 2022 シンポジウム」   

発表の記事  

〇７月：松山市「広報まつやま」に「きらめき松山市民賞」の記事  

〇７月：愛媛朝日テレビ「Ｊチャンネルえひめ」ニュース内「エヒメのマナビ」12

分 

〇８月：南海放送「マリンチャレンジプログラム中四国大会」全国大会進出ニュー

ス 

〇９月：東温市「広報とうおん」に東温市在住メンバーの記事  

〇９月：YouTube 番組「内田篤人のＳＤＧｓスクール」で活動紹介  

〇10 月：国連大学ＨＰから生徒インタビュー動画の発信（日本語・英語、各 18 分）  

〇11 月：あいテレビ「Ｎスタえひめ」ニュース内「ＳＤＧｓコーナー」  

〇12 月：リバネス「教育応援」№ 56「躍動する中高生研究者」  

〇12 月：毎日新聞「イオンエコワングランプリ最終審査会」内閣総理大臣賞  

〇12 月：「タウン情報まつやま」 2 月号「愛媛のＳＤＧｓ特集」  

〇１月：読売新聞「全国ユース環境活動発表大会」全国大会出場  

〇２月：あいテレビ、愛媛朝日テレビ「愛顔のえひめ知事表彰」ニュース  

〇２月：あいテレビ「三浦保環境賞」奨励賞ニュース  

〇２月：全国イオン 2000 店舗に「イオンエコワングランプチ」優勝ポスター掲示  

〇３月：読売ＳＤＧｓ新聞、読売中高生新聞「全国ユース環境活動発表大会」  

〇３月：南海放送「マリンチャレンジプログラム」準優勝ニュース  

〇３月：あいテレビ「三浦保環境賞～未来を拓く環境活動～」（特別番組）  

 

図 14 海岸調査

のテレビ取材  
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（４）愛附コンテスト  

① 活動のねらい  

ア スピーチコンテストでは、生徒の身近な問題や将来の問題について抱負や

意見を交換し、主体的に問題を解決する能力と態度を養うことを目的として

いる。  

イ プロジェクトコンテストでは、各部門における日頃のプロジェクト活動の

成果を発表し、生徒の科学性を高めるとともに、専門的な能力や態度を高め

ることを目的としている。  

② 活動の概要  

昨年までは、１回目をスピーチコンテスト、２回目をプロジェクトコンテ

ストとして、年間２回開催していたが、今年度から第１回にもプロジェクト

コンテストを発表できるようにした。スピーチコンテストでは、各クラスで

予選会を行い代表者１名が、６月の校内大会で発表する。プロジェクトコン

テストでは、各教科で予選会を行い代表が１２月の校内大会で発表する。  

③ 開会式  

・開会の言葉  

・農業クラブ会長あいさつ  

・校長あいさつ  

・審査要領説明  

・閉会の言葉  

④ 出場生徒数  

・スピーチコンテスト（各クラスの代表者９名）  

・プロジェクトコンテスト（各教科の代表１チーム、最大１０チーム）  

・オープン参加（英語スピーチの部、研修報告の部、留学生による日本語ス

ピーチの部等）  

⑤ 閉会式  

・開会の言葉  

・生徒会長あいさつ  

・校長あいさつ  

・閉会の言葉  

⑥ 評価方法  

下記の項目をもとに、審査員がコンテストの発表における審査を行い、入

賞者を決める。  

ア スピーチコンテストの審査項目  

 得点  

表題にあっているか  １０  

高校生にふさわしく身に付いた内容か  ２０  

正確な判断で具体的な意見であるか  １５  

明朗で建設的な意見であるか  １５  

発表態度・要領はどうか  ２０  

内容は聴衆によく理解されたか  ２０  

合計  １００  
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イ プロジェクトコンテストの審査項目  

 得点  

高校生にふさわしいプロジェクトか  １０  

計画が適切に立てられているか  １０  

計画が熱心に進められ実践記録が継続的にあるか  ３０  

成果の判断は正確で総合的に行われているか  １０  

成果は今後の学習に役立つものであるか  １０  

発表の準備と活用が適切であるか  １５  

内容が聴衆によく理解されたか  １５  

合計  １００  

⑦ 入賞規定  

入賞数は、スピーチコンテスト・プロジェクトコンテストともに、それぞ

れ出場数の１／３とし、得点が一番高いものを最優秀とする。  

⑧ 全体評価とこれからの課題  

今年度も、第１回、第２回ともに審査員に対しては対面、全校生徒に対し

てはオンラインのハイブリッド型で実施した。やはり、新型コロナウイルス

感染症の影響で全校生徒に対して体育館で実施することが難しかった。しか

し、年々生徒の発表スキルは成長しており、オンラインのデメリットもあま

り感じられなかった。今後は、新型コロナウイルス感染症の状況を鑑みなが

ら、実施方法を検討していきたい。  

昨年度の課題に挙がっていた「プロジェクトコンテストの出場に偏りが見

られる」ことについては、今年度は１回目にもプロジェクトコンテストを実

施することで、出場する機会を増やす取組を行ってみた。多少の改善はあっ

たと思われる。  
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11 ３年間の振り返り 

（１）国内連携校 

① 第 5回全国高校生ＳＲサミット FOCUS 

ア 日 時 令和４年 11月 12日（土）・13日（日） 

イ 場 所 立命館宇治中学校・高等学校（対面・オンライン） 

     ウ 主 催 立命館宇治中学校・高等学校 

     エ 内 容 

令和４年 11月 12・13日の２日間にわたり、立命館宇治中学校・高等学校にて「第５回

全国高校生ＳＲサミット FOCUS」が開催され、本校からも 12 名の代表生徒（その他の

生徒はオンライン参加）が参加した。ＳＲサミットでは、国際貢献や地域貢献活動を学校

等の教育活動の中で発展・継続させていくために、参加グループごとで設定したプロジェ

クトの課題について他校の生徒と協働で取り組み、その解決策を検討することを通して、

互いに学び高め合うことを目的としている。初日には、各グループのプロジェクトをブラ

ッシュアップするためのディスカッションを行い、生徒が主体となって様々な視点から

知恵を出し合いつつ、メンターからの多角的な助言も取り入れて２日目の成果発表会の

スライドを作成した。先輩のプロジェクトや社会で活躍しているプロジェクトからアイ

ディアをいただいたり、参加企業等から、企業の視点でのアドバイスをいただきながら、

より実現可能性を高めていくべく、プロジェクトをブラッシュアップさせた。２日目は、

各グループによる最終発表と質疑応答を実施した。グループごとにＳＤＧｓに関わるプ

ロジェクトの発表が行われ、社会の一員として、理想とする社会について考え、その課題

解決に向けてどのような社会貢献ができるかを提言した。そのうえで、社会で活躍されて

いる方々からフィードバックをいただいた。本校は過去３年間この会議に参加させてい

ただいたが、全国の高校生との協議を経て、実際のアクションに繋げていくことや、産学

協働プロジェクトへと発展させるなど工夫が見られ、グローバル人材育成の観点で大き

な役割を果たしていただいた。 

 

② 国際会議「ＧＳＧ(Global Simulation Gaming)」 

ア 日 時 令和５年１月 24日（火） 

イ 場 所 京都先端科学大学附属中学校・高等学校 

     ウ 主 催 京都先端科学大学附属中学校・高等学校 

     エ 内 容 

令和５年１月 24日に、京都先端科学大学附属中学校・高等学校にて国際会議「Global 

Simulation Gaming（以下「 ＧＳＧ」）」が開催され、本校からも８名の代表生徒が参加

した。本校としては、ＧＳＧへの参加は今年で３年目となる（昨年度まではオンライ

ン）。 国内連携校である京都先端科学大学附属高校は、文部科学省ワー ルド・ワイド・

ラーニング構築支援事業に採択されている学校である。 ＧＳＧとは、「国際関係バーチャ

ルリアリティーゲーミング」のことで、参加者全員がそれぞれのアクター (国際関係にお

ける主体 )になりきって、国際政治や国際経済の動きの中で、課題設定、政策立案、交渉、
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条約締結、政策行使という一連のプロセスを擬似的に体験する。今年度は「Emergency 

Resolution on the Climate Refugee Crisis」（「気候難民の危機に関する緊急決議」）をテ

ーマとして実施され、本校生徒はイギリス・ドイツの２チームに分かれて他国と交渉など

を行った。参加者が一つの共通テーマの下、他校生徒と協働しながら課題設定・政策立

案・交渉を行うことで、現実の国際社会についての理解を深め、国際レベルの外交交渉を

経験することができた。多角的な視点から国際情勢を俯瞰し、行動に移していく力を育む

取組となった。長期間かつ緻密に組み立てられた今プロジェクトに対して、生徒は仲間と

協力し、情報収集、チーム協議、英語での発音練習等、様々な機会で課題解決を目指し、

粘り強く取り組む姿が見られた。多様な人と積極的に交流し、他者への共感を自己形成に

役立てる大変貴重な機会となった。 

 

（２）本校主催 国際会議「SDGs Youth Summit」 

① 国際会議「SDGs Youth Summit」 

ア 日 時 令和４年 10月 15日（土）・16日（日） 

イ 場 所 愛媛大学附属高等学校（対面・オンライン） 

     ウ 主 催 愛媛大学附属高等学校 

     エ 参加校 国外２校・国内 10校（高校生 96名が参加） 

     オ 形 態 対面・オンラインのハイブリッド形式 

エ 目 的 

国際会議「SDGs Youth Summit」では、日本と他国のＳＤＧｓに関わる社会課題解決

を目的とした。国内外の中高生と愛媛大学留学生が、日本や世界が抱える課題解決に向け

て協議し、高校生としてＳＤＧｓ目標達成のためにどう取り組むべきかをとりまとめ、対

外的に発信・表明することで、多くの人に理念の共有を図り、「持続可能な世界」の実現

を目指した。 

     オ プログラム 

（ア） 10月 15日（土）午前  国際防災教育体験型プログラム   

「段ボールベッドやパーテーションを作って避難所での支援を考えよう」 

          講師：特定非営利活動法人松山さかのうえ日本語学校 代表 山瀬 麻里絵 氏 

 

（イ） 10月 15日（土）午後  ＳＤＧｓ講演会 

          日本語講演 「フードロス問題」 

講師 特定非営利活動法人 eワークえひめフードバンク愛顔   

代表 難波江 任 氏  
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英語講演 「ＳＤＧｓ講演会」 

          講師 フィリピン大学附属学校 教員 マーク・ジョセフ 氏 

        

（ウ） 10月 15日（土）午後 ～16日（日）正午  分科会     

 

     カ ３年間を振り返って 

2020年度は「ＳＤＧｓ×高校 ユースミーティング」、2021年度は「全国高校生 Pre 

SDGs Youth Summit」と、本事業初年度より毎年高校生会議を行った。今年度は、生

徒による運営委員会の立ち上げや初の対面実施（一部オンライン）、ＡＬネットワーク

のルーマニアのイオン・クレアンガ高校生を本校に迎え、分科会では発表だけでなく司

会も兼任するなど、生徒主体で実施できた国際会議となった。過去を振り返っても意見

共有アプリ Jamboard やＶＲ空間協議場 Virbela を活用するなど、オンライン実施の協

議でも毎年ＩＣＴを利活用することで会議の充実を図った。今年度は Slack を使用し、

国内外の生徒と情報共有の簡略化、関係者の働き方の軽減を実現できた。また、最終的

には宣誓文も作成し、本目的の達成に向けて共同できたと考えている。３年間の実施に

おいて、約 300名程度の高校生の参加があったが、参加校の生徒や先生方に感謝申し上

げるとともに、国際会議実施に向けて多くの情報提供をいただいた立命館宇治中学校高

等学校、筑波大学附属坂戸高等学校の先生方に、あらためて感謝申し上げたい。 
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キ 国際会議で作成した宣誓文 
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（３）各種検定 

本校で実施している英語に関係する検定は実用英語技能検定とＧＴＥＣである。希望者が

受験しているため、この結果と本校生徒の英語力との相関性については検証が必要と思われ

るが、２級に関しては合格率が低下しており、準２級については本年度、受検者がかなり減っ

ている。大学入試共通テストでの英語の外部試験導入が見送られた点や、コロナ禍で学校での

団体受検を避けたという見方もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）アンケート調査分析 

本事業期間中に様々な調査を行った。ここでは在校期間の３年間、ＷＷＬ事業に関わっ

た３年生 117名の調査結果を主に掲載する 

① グローバル人材に関する本校独自調査結果（３年間推移） 

補足：オレンジの部分は伸長が大きかった項目、青色の部分は伸長が小さかった項目 

 

２級 

令和４年度 

（2022年度） 

令和３年度 

（2021年度） 

令和２年度 

（2020年度） 

ＷＷＬ３年目 ＷＷＬ２年目 ＷＷＬ１年目 

受検者数（人） 82 75 62 

最終合格（人） 20 22 20 

合格率（％） 24 29 32 

 

 

準２級 

令和４年度 

（2022年度） 

令和３年度 

（2021年度） 

令和２年度 

（2020年度） 

ＷＷＬ３年目 ＷＷＬ２年目 ＷＷＬ１年目 

受検者数（人） 44 80 60 

最終合格（人） 26 51 38 

合格率（％） 59 64 63 

 

GTEC 

令和４年度 

（2022年度） 

令和３年度 

（2021年度） 

令和２年度 

（2020年度） 

ＷＷＬ３年目 ＷＷＬ２年目 ＷＷＬ１年目 

受検者数（人） 6 25 13 
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② グローバル人材に関する本校独自調査結果（３年間男女比較：男子 41名/女子 76名） 

 

③ 語学力に関する分析（全体） 

      補足：高校入学前の英語力を１とし、高校３年 12月時点の英語力を 10とした場合、高校

１・２年次でそれぞれどれほどの英語力があったかを調査した結果 
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④ 語学力に関する分析（各学年で影響を与えた教科や活動） 

     

⑤ 語学力に関する分析（生徒４事例）
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⑥ 国際系、外国大学進学者推移  

      補足：色がついている年度は、高校在学中の全ての学年で、ＳＧＨ・ＷＷＬ事業の教育活

動を受けた学年 

 

⑦ 本校が掲げるグローバル人材育成５つに対して、効果のあった教科や活動 
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 ⑧ 愛媛大学に進学後も国際経験を重ねる卒業生（２事例） 

 

 

 ⑨ ＳＤＧｓ達成に向けて実践した現役生（２事例） 
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⑩ ＷＷＬ検証委員会による本事業の総括 

       

  

 

令和５年３月１０日（水）実施の令和４年度第２回愛媛大学ＷＷＬ検証委員会では、第１部で３年

生生徒に対してのヒアリング、第２部で教員に対してのヒアリング、第３部で総括報告・意見交換と

いう３部構成で実施された。いただいたいくつかの講評を以下に挙げる。 

◯有益な経験であり、ＷＷＬが一段階成功したと言える。点数にできない、世界に通用する非認知

能力が培われた。後輩へのサジェッションにあったように、黙っていてもだめで、自分の意志で

向かっていくことが必要。好奇心を持つ学生と提供する側の相互作用がなければ成立しないとい

う立証になった。 

◯生徒たちは楽しんでいたようで、結果的にはマイナスがない。積極的に参加する生徒だけでな

く、偏っているとのことだったが、非認知能力を伸ばすためには、周りの生徒を巻き込んでい

く、その方法を考えて、WWL事業を活発化させるのが学校の役割・学生の役割でもある。 

◯ＷＷＬ事業は終わるが、続けていくのは簡単ではない。高大連携の枠を使って、どうやって課題

研究を続けるのか。大学に進学した卒業生を巻き込んで研究をするという風に考えれば、WWLの

精神が残る。 

◯英語はＴＯＥＩＣを受けたからと言って通用しない。現地に行って上達するもの。ブレイクスル

ーに予算がついて、人がついて活性化していく。学校の枠にとらわれずＷＷＬを実質化する。 

◯報告書にインパクトを与える方法として、目的に合わせた評価のフレームワークがあり、進化し

たと強調する。現地点がどこか、グラフ的に作ってみると分かりやすい。数値の単位を統一す

る。事業が終わってどこにいるのか。マトリックスを右上がりのグラフになるよう横軸（H,L）

を逆にする。現在点を 1つのスライドにまとめて、ここから授業でどのように反映するか、問題

を解決するために何をするか計画することが、次の事業のアプライへの得点になる。 

◯高大連携の鍵は「リベラル・アーツ」ではないか。今回の報告では「リベラル・アーツ」への言

及がなかったが、この次の課題としては SDGsが要求する文理融合の transdisciplinaryな発想

で考え、問題解決を図る、包括的アプローチが大事。高大連携の先には高大一貫があってよい。

愛媛大学と松山大学が協力し、附属高が松山東高など他の高校と連携して、伊豫学をベースとす

る探索的学習を行い、グローバルにつながってリベラル・アーツ的感性を磨くような、高大接続

1 

４ 

２ 

３ 

1 ２ ３ ４ 
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カリキュラムは考えられないだろうか。これが次の課題である。 

◯自走には伴走が大事。特に高校生の発表を聞いてあげることが重要。高岡委員への提案だが、松

山市議会で高校生が発表し、大人が聞く場を作るのはどうか。そしてそれを傍聴した企業が伴走

支援に入る。発表することはご褒美にもなる。ＷＷＬ最後の「地域への提案」の場を設けてはど

うか。 

    

  他の国際カウンシル、運営指導委員会では以下のような指摘も受けている。 

  〇教科横断的な取組が弱いとの報告を経て、先生方の考え方を変える研修を。  

   語学力向上に向けてオンラインプログラムの利用 

〇国際系の進学より、農業系に進学した生徒の数と今後の把握を行うべき 

〇愛媛大学と連携し、ＳＧＨ・ＷＷＬ事業の教育活動を受けてきた生徒の追跡調査を実施すべき 

  〇先生方個人でなく、学校全体規模で、生徒が議論・協議する場の仕組み作りの重要性 

  〇ＳＤＧｓと高大連携は「グローバル」と結び付けなくても取り組める 

〇ＷＷＬ事業を通じて英語を活用する機会が増えた。その分、苦手意識を持った生徒も増えたた

め、そこの生徒へのアプローチをどうしてゆくか 

〇農作物を世界市場に売り出すときなど、英語コーディネータが必要な時代。生徒はそのニーズに

こたえてほしい。 

〇今後、ＪＩＣＡ教育開発との連携により、さらにグローバル人材育成が推進できるのではないか 
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Ⅲ　関係資料
 　1　教育課程表

（令和２年度入学生）

１年次 （選択） ２年次 （選択） ３年次 （選択）
国 語 総 合 4
国 語 表 現 ◆2
現 代 文 Ｂ 2 2
古 典 Ｂ 2 3
現 代 文 探 求 ▲2
古 典 探 求 ▲2
世 界 史 Ａ 2
世 界 史 Ｂ ◇4
日 本 史 Ｂ ●2 ●3
地 理 Ｂ ●2 ●3
地 歴 演 習 ■2
現 代 社 会 2
倫 理 □2
政 治 ・ 経 済 ◆2
数 学 Ⅰ 3
数 学 Ⅱ 4
数 学 Ⅲ ◇4
数 学 Ａ 2
数 学 Ｂ 2
数 学 活 用 □2
基 礎 数 学 ▲2
数 学 演 習 Ⅰ ◇2■2◆2
数 学 演 習 Ⅱ ◇2◆2
物 理 基 礎 ◎2
物 理 ◆4
化 学 基 礎 2
化 学 ▲4 ◆4
生 物 基 礎 2
生 物 ▲4 ◆4
地 学 基 礎 ◎2
地 学 ◆4
理 科 探 究 ■2
理 科 基 礎 演 習 Ⅰ ▲2
理 科 基 礎 演 習 Ⅱ □2
理 科 演 習 ■2
体 育 2 2 3
保 健 1 1
音 楽 Ⅰ ○2
美 術 Ⅰ ○2
書 道 Ⅰ ○2
コミュニケーション英語Ⅰ 3
コミュニケーション英語Ⅱ 4
コミュニケーション英語Ⅲ 4
英 語 表 現 Ⅰ 2
英 語 表 現 Ⅱ 2 2

家 庭 家 庭 基 礎 2
情 報 情 報 の 科 学 2

農 業 と 環 境 ▲2
総 合 実 習 Ⅰ □2
総 合 実 習 Ⅱ ■2
食 品 製 造 ▲2
植物バイオテクノロジー ◆2
グ リ ー ン ラ イ フ ▲2
農 業 科 学 探 究 ◇4
アルゴリズムとプログラム ▲2
情 報 課 題 研 究 ◆2
総 合 英 語 ▲2
英 語 演 習 Ⅰ ◇4
英 語 演 習 Ⅱ ◆2
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 伊 豫 学 2
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 探 究 Ⅰ 2
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 探 究 Ⅱ ◆2
課 題 研 究 Ⅱ ▽2
グローバル・スタディーズⅠ 2
グローバル・スタディーズⅡ ▽2
リ ベ ラ ル ・ ア ー ツ 2
生 活 総 合 Ａ ▲2
生 活 総 合 Ｂ ▲2
生 活 健 康 □2
生 活 文 化 ◇4

31 2 23 8 16 17
課 題 研 究 Ⅰ 2
ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1

32 2 26 8 17 17

教　育　課　程　表

保 健 体 育

外 国 語

科　目教科

普
通
教
育
に
関
す
る
教
科

理 科

地 理 歴 史

備　考

(1) 系列：生命科学，物質科学，教養文化，社会文化
(2) １年次選択科目：○のうち１科目２単位
(3) ２年次選択科目：●のうち１科目２単位，◎のうち１科目２単位，▲のうち１～２科目４単位
(4) ３年次選択科目：●のうち１科目３単位，◇のうち１～２科目４単位，□のうち１科目２単位，■のうち１科目２単位，◆のうち１～２科目４単位,▽のうち
　　１科目２単位
(5) 長期休業中に実施を予定している集中講義については，別に定める。

農 業

備考

公 民

総合学科履修単位

数 学

「日本史Ｂ」と「地理Ｂ」は２年次および３年次
に同じ科目を選択しなければならない。

芸 術

国 語

合　　　　　計

総合的な学習の時間

特 別 活 動

英 語

生 活 科 学

小　　　　　　　計

グローバル・
エデュケー

ション

専
門
教
育
に
関
す
る
教
科

情 報
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（令和３年度入学生）

１年次 （選択） ２年次 （選択） ３年次 （選択）
国 語 総 合 4
国 語 表 現 ◆2
現 代 文 Ｂ 2 2
古 典 Ｂ 2 3
現 代 文 探 求 ▲2
古 典 探 求 ▲2
世 界 史 Ａ 2
世 界 史 Ｂ ◇4
日 本 史 Ｂ ●2 ●3
地 理 Ｂ ●2 ●3
地 歴 演 習 ■2
現 代 社 会 2
倫 理 □2
政 治 ・ 経 済 ◆2
数 学 Ⅰ 3
数 学 Ⅱ 4
数 学 Ⅲ ◇4
数 学 Ａ 2
数 学 Ｂ 2
数 学 活 用 □2
基 礎 数 学 ▲2
数 学 演 習 Ⅰ ◇2■2◆2
数 学 演 習 Ⅱ ◇2◆2
物 理 基 礎 ◎2
物 理 ◆4
化 学 基 礎 2
化 学 ▲4 ◆4
生 物 基 礎 2
生 物 ▲4 ◆4
地 学 基 礎 ◎2
地 学 ◆4
理 科 探 究 ■2
理 科 基 礎 演 習 Ⅰ ▲2
理 科 基 礎 演 習 Ⅱ □2
理 科 演 習 ■2
体 育 2 2 3
保 健 1 1
音 楽 Ⅰ ○2
美 術 Ⅰ ○2
書 道 Ⅰ ○2
コミュニケーション英語Ⅰ 3
コミュニケーション英語Ⅱ 4
コミュニケーション英語Ⅲ 4
英 語 表 現 Ⅰ 2
英 語 表 現 Ⅱ 2 2

家 庭 家 庭 基 礎 2
情 報 情 報 の 科 学 2

農 業 と 環 境 ▲2
総 合 実 習 Ⅰ □2
総 合 実 習 Ⅱ ■2
食 品 製 造 ▲2
植物バイオテクノロジー ◆2
グ リ ー ン ラ イ フ ▲2
農 業 科 学 探 究 ◇4
アルゴリズムとプログラム ▲2
情 報 課 題 研 究 ◆2
総 合 英 語 ▲2
英 語 演 習 Ⅰ ◇4
英 語 演 習 Ⅱ ◆2
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 伊 豫 学 2
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 探 究 Ⅰ 2
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 探 究 Ⅱ ◆2
課 題 研 究 Ⅱ ▽2
グローバル・スタディーズⅠ 2
グローバル・スタディーズⅡ ▽2
リ ベ ラ ル ・ ア ー ツ 2
生 活 総 合 Ａ ▲2
生 活 総 合 Ｂ ▲2
生 活 健 康 □2
生 活 文 化 ◇4

31 2 23 8 16 17
課 題 研 究 Ⅰ 2
ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1

32 2 26 8 17 17合　　　　　計

総合的な学習の時間

特 別 活 動

英 語

生 活 科 学

小　　　　　　　計

グローバル・
エデュケー

ション

専
門
教
育
に
関
す
る
教
科

情 報

備　考

(1) 系列：生命科学，物質科学，教養文化，社会文化
(2) １年次選択科目：○のうち１科目２単位
(3) ２年次選択科目：●のうち１科目２単位，◎のうち１科目２単位，▲のうち１～２科目４単位
(4) ３年次選択科目：●のうち１科目３単位，◇のうち１～２科目４単位，□のうち１科目２単位，■のうち１科目２単位，◆のうち１～２科目４単位,▽のうち
　　１科目２単位
(5) 長期休業中に実施を予定している集中講義については，別に定める。

農 業

備考

公 民

総合学科履修単位

数 学

「日本史Ｂ」と「地理Ｂ」は２年次および３年次
に同じ科目を選択しなければならない。

芸 術

国 語

教　育　課　程　表

保 健 体 育

外 国 語

科　目教科

普
通
教
育
に
関
す
る
教
科

理 科

地 理 歴 史
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（令和４年度入学生）

１年次 （選択） ２年次 （選択） ３年次 （選択）
現 代 の 国 語 2
言 語 文 化 2
論 理 国 語 1 1
文 学 国 語 1 1
古 典 探 求 2 2
論 理 ・ 文 学 演 習 ▲2
古 典 演 習 Ⅰ ▲2
古 典 演 習 Ⅱ △2
地 理 総 合 2
地 理 探 究 ●3
歴 史 総 合 2
日 本 史 探 究 ●3
世 界 史 探 究 ●3
地 歴 演 習 ■2
公 共 2
倫 理 □2
政 治 ・ 経 済 ◆2
数 学 Ⅰ 3
数 学 Ⅱ 3
数 学 Ⅲ ◇4
数 学 Ａ 2
数 学 Ｂ 2
数 学 Ｃ □2
基 礎 数 学 ▲2
数 学 演 習 Ⅰ ◇2■2◆2
数 学 演 習 Ⅱ ◇2◆2
数 学 探 究 △2
物 理 基 礎 ◎2
物 理 ◆4
化 学 基 礎 2
化 学 ▲4 ◆4
生 物 基 礎 2
生 物 ◆4
地 学 基 礎 ◎2
地 学 ◆4
理 科 探 究 ■2
理 科 基 礎 演 習 Ⅰ ▲2
理 科 基 礎 演 習 Ⅱ □2
理 科 演 習 △2
体 育 2 3 2
保 健 1 1
音 楽 Ⅰ ○2
美 術 Ⅰ ○2
書 道 Ⅰ ○2
英語コミュニケーションⅠ 3
英語コミュニケーションⅡ 4
英語コミュニケーションⅢ 4
論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2
論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2
論 理 ・ 表 現 Ⅲ 2

家 庭 家 庭 基 礎 2
情 報 Ⅰ 2
情 報 Ⅱ ▲2
農 業 と 環 境 ▲2
総 合 実 習 Ⅰ □2
総 合 実 習 Ⅱ ■2
総 合 実 習 Ⅲ △2
総 合 実 習 Ⅳ ◆2
食 品 製 造 ▲2
地 域 資 源 活 用 ▲2
農 業 科 学 探 究 ◇4

情 報 情 報 演 習 △2
総 合 英 語 ▲2
英 語 演 習 Ⅰ ◇4
英 語 演 習 Ⅱ ◆2
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 伊 豫 学 2
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 探 究 Ⅰ 2
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 探 究 Ⅱ ◆2
課 題 研 究 Ⅱ ▽2
グローバル・スタディーズⅠ 2
グローバル・スタディーズⅡ ▽2
リ ベ ラ ル ・ ア ー ツ 2
生 活 総 合 Ａ ▲2
生 活 総 合 Ｂ ▲2
生 活 健 康 □2
生 活 文 化 ◇4

31 2 25 6 14 19
課 題 研 究 Ⅰ 2
ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1

32 2 28 6 15 19合　　　　　計

総合的な学習の時間

特 別 活 動

英 語

生 活 科 学

小　　　　　　　計

グローバル・
エデュケー

ション

専
門
教
育
に
関
す
る
教
科

備　考

(1) 系列：生命科学，物質科学，教養文化，社会文化
(2) １年次選択科目：○のうち１科目２単位
(3) ２年次選択科目：◎のうち１科目２単位，▲のうち１～２科目４単位
(4) ３年次選択科目：●のうち１科目３単位，△のうち１科目２単位，◇のうち１～２科目４単位，□のうち１科目２単位，■のうち１科目２単位，
　　　　　　　　　　◆のうち１～２科目４単位,▽のうち１科目２単位
(5) 長期休業中に実施を予定している集中講義については，別に定める。

農 業

備考

公 民

総合学科履修単位

数 学

芸 術

国 語

情 報

教　育　課　程　表

保 健 体 育

外 国 語

科　目教科

普
通
教
育
に
関
す
る
教
科

理 科

地 理 歴 史
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２ メディア掲載資料 

（1）テレビ・ラジオ放送 

〇あいテレビ「ＳＤＧｓ学園 special 海からはじまる愛媛のミライ」（2022.5.1） 

  本校理科部「プラガールズ」、長浜高校「水族館部」、松山南高校「ネギボウズ」

の活動を取材したＳＤＧｓ特別番組。３校の生徒によるオンライン座談会あり 

〇あいテレビ「Ｎスタえひめ」内「SDGｓコーナー」（2022.5.4） 

  自然にやさしいプラスチックを開発する「プラガールズ」の活動紹介 

〇ＦＭ愛媛「Brillante for ＳＤＧｓ」（2022.5.6） 

  四国４局ネットのＳＤＧｓ番組で「プラガールズ」生徒インタビュー 

〇あいテレビ「Ｎスタえひめ」、愛媛ＣＡＴＶ「地域情報」（2022.5.27） 

 「きらめき松山市民賞」を受賞した「プラガールズ」生徒インタビュー 

〇フジテレビ「天才女子観察バラエティ 没頭ガール」（2022.5.29） 

      海の環境に無害なプラスチックを作る「プラガールズ」の紹介 

〇ＴＢＳテレビ「ＴＨＥ ＴＩＭＥ」内「全国！中高生ニュース」（2022.6.7） 

受賞が続く「プラガールズ」を生徒会役員が紹介 

〇愛媛朝日テレビ「スーパーＪチャンネルえひめ」内「エヒメのマナビ」（2022.7.29） 

 「プラガールズ」の野外調査・実験開発・高大連携の活動を紹介 

〇南海放送「ＮＥＷＳ ＣＨ.4」（2022.8.19） 

 「マリンチャレンジプログラム中国・四国大会」優秀賞の発表紹介 

〇ＹｏｕＴｕｂｅ定期番組「内田篤人のＳＤＧｓスクール」（2022.9.16） 

  海洋プラごみ問題特集で「プラガールズ」」の活動を紹介 

〇あいテレビ「Ｎスタえひめ」内「ＳＤＧｓコーナー」（2022.11.10） 

「プラガールズ」の「まつやま環境フェア 2022」の出展やイベントの様子 

    〇あいテレビ「Ｎスタえひめ」、愛媛朝日テレビ「スーパーＪチャンネルえひめ」

（2023.2.8） 

      「愛顔のえひめ知事表彰」を受賞した「プラガールズ」生徒インタビュー  

〇南海放送「ＮＥＷＳ ＣＨ.4」（2022.3.10） 

 「マリンチャレンジプログラム全国大会」日本財団賞の発表紹介 

〇あいテレビ「第 19回三浦保環境賞～未来を拓く環境活動～」（2023.3.18） 

「第 19 回 三浦保環境賞」で奨励賞を受賞した「プラガールズ」の紹介 

 

（2）新聞・雑誌掲載 

〇2022.6.8 愛媛新聞「菌が作るプラ 目標は製品化 愛媛大附属高理科部「プラ

ガールズ」 国際シンポで報告 海洋ごみの削減模索 低コスト生産に力点 

調査」 

〇2022.7.1 広報まつやま「愛媛大附属高校へきらめき松山市民賞を贈りました」 
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〇2022.8.22 愛媛新聞「生物多様性 研究成果は？ 高校生６チーム 松前で発

表会 愛媛大附属に最優秀」 

〇2022.9.1 広報とうおん「キラリ東温この人なう」 

〇2022.10.7 愛媛新聞「高校生、ごみを拾い量や質競う 松山で「スポＧＯＭＩ

甲子園」県大会 

〇2022.12.1 教育応援 12月号「躍動する中高生研究者」 

〇2022.12.5 毎日新聞「プラガールズ イオンエコワングランプリ 内閣総理大

臣賞受賞」 

〇2023.1.20 タウン情報まつやま ２月号「愛媛のＳＤＧｓ特集」 

〇2023.1.28 読売新聞「全国ユース環境活動発表大会 四国地方大会 愛大附属

高、長浜高 全国へ」 

〇2023.3.7 愛媛新聞「避難所 外国人にどう配慮 松山の日本語学校が冊子作

成 愛媛大附属高生 山内さん編集長 イラスト多用 分かりやすく」 

 

（3）愛媛大学ＨＰ掲載 

〇2022.5.20 附属高等学校「プラガールズ」が国際シンポジウムで発表しました 

令和 4年 5月 20日（金）、附属高等学校理科部 2年生の村上陽向さん、松本麗さ

ん、近藤百々花さんによる「プラガールズ」が、オンラインで開催された「国際

生物多様性の日 2022シンポジウム」のパネリストとして発表しました。 

このシンポジウムは、国連大学サステイナビリティ高等研究所・環境省・地球環

境パートナーシッププラザが共催し、国際生物多様性の日の国際テーマ「すべて

のいのちと共にある未来へ（Building a shared future for all life）」に沿

って、2022 年に開催予定の COP15での採択を目指す「ポスト 2020生物多様性枠

組」に向けた国内外の動向を共有する目的で開催されました。 

プラガールズは、附属高校理科室から「マイクロプラスチック解消の挑戦～海

洋性細菌を利用した取組～」と題して発表しました。本シンポジウムは国際シ

ンポジウムのため、日本語・英語併用で行われ、同時通訳もありましたが、プ

ラガールズは発表資料に英語を併記するなど工夫して発表しました。発表の後、

モデレーターから質問があり、それに応える形で情報交換が行われ、プラガー

ルズの発表は他の海外の発表者からも高い評価を受けました。 

また、プラガールズの 3 人はこれまでの活動が評価され、「きらめき松山市民

賞」を受賞し、令和 4 年 5 月 27 日（金）には松山市の野志克仁市長が来校さ

れ、表彰式を行いました。生徒達は、「研究はやればやるほどやりたいことが増

えてくる」と感想を述べ、研究への意欲は高まるばかりの様子です。 

今後は、令和 4 年 7 月に全国ユース環境活動発表大会実行委員会主催の研修大

会にも招聘されることが決まり、さらに研究活動が深まっていきそうです。 
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発表資料       オンラインで発表する    「きらめき松山市民賞」 

プラガールズ           授与式 

 

〇2022.7.21愛媛大学附属高校のプラガールズが国連の国際会議で発表しました 

令和 4年 7月 21日（木）、東京の国連大学で開催された国際連合主催「第 3回パ

リ協定とＳＤＧｓのシナジー強化に関する国際会議」内のサイドイベント「気候

変動対策及び持続可能な社会の構築に関する地域の行動を加速する多様なステ

ークホルダー間連携の役割」に附属高校のプラガールズが招待され、「マイクロ

プラスチック解消の挑戦」と題した発表を行いました。 

このプログラムは、オンライン参加を含め世界から国連大学の副学長や国連の

担当首席、米国の郡議会議員など 7人のパネリストによるもので、プラガールズ

もその一人として招待されました。発表は英語で同時通訳され、その後の質疑に

も答えました。プラガールズは研究内容に加え、外部連携による相乗効果とその

成果が国連大学から高い評価を受けており、今回の招待につながりました。 

翌 22 日（金）は国連大学で開催された「第 7 回全国ユース環境活動発表大会」

のフォローアップ研修に参加しました。プラガールズはこの大会で「国連大学サ

ステイナビリティ高等研究所 所長賞」を受賞しています。今回招待された全国

の他の３つの高校とともに各校の研究発表やグループワークで交流を深め、国

連大学の外国人大学院生や環境省のＳＤＧｓ担当の方とも意見交換をすること

ができ、貴重な体験になりました。 

プラガールズは引き続き、マイクロプラスチック解消の一助となるよう研究を

進めていきます。 

  

 

 

 

 

 

国際会議場前      国際会議場で発表の様子   フォローアップ研修 

グループワーク 

〇2022.9.30 附属高等学校「プラガールズ」のインタビューが国連大学のＨＰ

に掲載されました 
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令和 4年 2月に附属高等学校理科部当時 1年生の村上陽向さん、松本麗さん、

近藤百々花さんの「プラガールズ」が、オンラインで開催された「第 7回全国

ユース環境活動発表大会」（主催：環境省、環境再生保全機構、国連大学）で、

「海洋性細菌を利用した海洋マイクロプラスチック汚染解消への挑戦」と題

した発表を行い、「国連大学サステイナビリティ高等研究所 所長賞」を受賞し

ました。 

今回、その研究について、3 人のプラガールズをはじめ、初代プラガールズ、

部活動顧問、指導した大学教員、研究に協力した企業担当者等のインタビュー

が、「多様なステークホルダーとの連携が、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

に向けたユースの活動をいかに支援できるか」という視点で特集され、国連大

学 HPに掲載されました。 

生徒たちがマイクロプラスチックの研究に取り組むようになった動機や、コ

ロナ禍で難しかった研究活動を、理科部顧問や大学の指導教員が指導方法や

内容等を語り、国連大学サステイナビリティ高等研究所プログラムヘッドの

竹本明生氏に高く評価いただいています。高大連携・企業連携の好事例として、

是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

        受賞時の発表の画面         取材の様子 

 

〇2022.12.13 愛媛大学附属高等学校プラガールズが内閣総理大臣賞を受賞し

ました 

令和 4年 12月 3日（土）東京の毎日ホールで開催された「第 11回イオンエコ

ワングランプリ」最終審査会（イオンワンパーセントクラブ主催、毎日新聞社、

イオン環境財団共催、内閣府・文部科学省・環境省後援）の＜研究・専門部門

＞で、附属高等学校理科部プラガールズが最優秀となる「内閣総理大臣賞」を

受賞しました。 

最終審査会は、提出レポートによる一次選考・二次選考を通過した 12校（普

及・啓発部門と研究・専門部門に各 6校）が出場し、本校からは 2年生の村上

陽向さんと近藤百々花さんが「海洋マイクロプラスチック汚染の実態調査と

解決に向けての活動」と題して 4 分間の発表と 7 分間の質疑応答を行いまし

た。二人は 1年時からこの研究に取り組んでおり、堂々とした説明や質疑応答
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を行うなど、この問題の解決に向けての情熱が高く評価されました。 

 閉会式では、環境副大臣から「内閣総理大臣賞」の賞状と副賞の目録（50 万

円）を授与されました。今回の受賞が、より一層の研究の推進に繋がることを

期待します。 

 

   発表の様子   発表した二人のプラガールズ  内閣総理大臣賞賞状 

 

〇2022.12.26 愛媛大学附属高等学校「スポ GOMI甲子園 2022全国大会」準優勝 

令和 4年 12月 26日（月）東京都隅田川エリアで、高校生ごみ拾い日本一を争

う「スポ GOMI甲子園 2022全国大会」が開催されました。 

「スポ GOMI甲子園」は、日本財団が推進する海洋ごみ対策プロジェクト「海

と日本プロジェクト・CHANGE FOR THE BLUE」の一環として開催されるもので、

ごみを拾いその質と量をポイントで競い合います。今年度は各地方大会を勝

ち上がった 35道府県の代表チームが集結しました。 

本校から出場のチーム「BIG WEST ベーカリー」は、2年連続で県大会を制し、

昨年度は全国制覇を果たしています。前年度優勝チームとして参加チームを

代表して選手宣誓を行い、競技に臨みました。惜しくも全国大会 2連覇はなり

ませんでしたが、準優勝という素晴らしい成績を残すことができました。 

「BIG WEST ベーカリー」の 3人は、令和 5年 2月 13日（月）には松山市役所を

表敬訪問し、松原剛史副市長と歓談しました。他にも、松山市主催の第 15回

まつやまミニ環境フォーラム「青春とともにすすめ！まち美化」で発表するな

ど、大会参加を通して気づいた身近な環境問題啓発にも取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

スポＧＯＭＩ甲子園参加     松山市役所表敬訪問     環境フォーラムで発表 

 

〇2023.2.8、17 愛媛大学附属高等学校「プラガールズ」が「笑顔のえひめ賞」、

「三浦保環境賞」の奨励賞を受賞しました 
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愛媛大学附属高校理科部の「プラガールズ」が、「第 11回イオンエコワングラ

ンプリ」の＜研究・専門部門＞で「内閣総理大臣賞」を受賞したことから、令

和 5 年 2 月 8 日（水）「愛顔（えがお）のえひめ賞」を受賞しました。これは

愛媛県が全国大会で最優秀になった個人や団体を顕彰するもので、八矢拓副知

事から賞状と盾が授与されました。 

また、2月 17日（金）には「第 19回 三浦保環境賞」の「奨励賞」を受賞し

ました。この賞は愛媛県内で環境活動を続けている個人や団体を表彰するもの

です。「プラガールズ」は校外からの他薦でノミネートされ、審査で生分解性プ

ラスチック開発の研究や環境啓発活動への取組が評価されました。表彰式には

プラガールズを代表し、2年生の村上陽向さんが出席し、盾をいただきました。 

2月 22 日（水）には「第 2回ローカルＳＤＧｓ四国」のチャレンジ部門賞も受

賞するなど、研究の成果に対し、ありがたいご評価が続きました。引き続き研

究を進め、日本財団のプロジェクトによる「プラガールズマガジン」を発行す

るなど啓発活動にも取り組み、プラガールズの活動は続いていきます。 

 
「愛顔のえひめ賞」を授与      「愛顔のえひめ賞」の賞状と盾 

 
       「三浦保環境賞」授賞式     「三浦保環境賞」奨励賞を授与 

 

〇2023.3.6 令和 4年度愛媛大学附属学校児童生徒等表彰式を挙行しました 

＜記事内容抜粋＞令和 5年 3月 6日（月）、愛媛大学 E.U. Regional Commons3階

の地域サステナビリティスペースにおいて、令和 4 年度附属学校児童生徒等表

彰式を挙行しました。附属高校の被表彰者として「第 11回イオンエコワングラ

ンプリ」において「内閣総理大臣賞」を受賞したプラガールズ 5人（村上陽向、

近藤百々花、門田未来、廣江実采、藏野美結）及び「スポ GOMI甲子園」出場者

3人（山村龍之介、臼坂奏音、長谷川喬一）が紹介され、仁科弘重学長からの表

彰状及び記念品授与、学長祝辞、記念撮影の後、被表彰者と学長の懇談が行われ

るなど、終始和やかな雰囲気のうちに閉式しました。 
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